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令和５年 予算特別委員会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和５年３月８日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和５年３月８日（水）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

総 務 部 長 西 村 隆 雄

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

建 設 農 林 部 長 堂 森 憲 治

教 育 部 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司
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住民生活部次長 西 川 伸一郎

健康福祉部次長 西 村 ゆ り

建設農林部次長 安 宅 俊 道

建設農林部公営企業担当次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 立 花 太 郎

財 務 課 長 多久見 良 数

政 策 企 画 課 長 須 賀 雅 彦

産 業 観 光 課 長 近 藤 光 宏

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

生 活 環 境 課 長 熊 野 孝 則

高齢者支援課長 井 原 志保里

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充

会 計 課 長 福垣内 哲 治

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算について

議案第２１号 令和５年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第２２号 令和５年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２３号 令和５年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第２４号 令和５年度熊野町下水道事業会計予算について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容
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（開会 午前１０時３０分）

○予算特別委員長（山野） ただいまの出席委員は１６名です。定足数に達しております

ので、ただいまから予算特別委員会を開会します。

お諮りします。予算特別委員会の議事録については、公開することとしておりますが、

閲覧用の会議録については、委託料、工事請負費の金額を非公開としたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議がないようですので、閲覧用の会議録については、委託

料、工事請負費の金額を非公開とすることに決定しました。

それでは、本委員会に付託されました議案第２０号から議案第２３号までの令和５年

度熊野町一般会計予算及び各特別会計予算、議案第２４号、令和５年度熊野町下水道事

業会計予算についてを議題とします。

初めに、審査の手順でありますが、お手元にお配りしております令和５年予算特別委

員会進行方法（案）を御覧ください。

まず、本委員会の進め方についてですが、例年と同様に３つの分科会を設置して審査

を進めることとし、審査の分担については、表に記載のとおりとします。

なお、分科会の審査につきましては、新型コロナウイルスの感染症拡大防止対策とし

て、昨年度と同様、審査の会場を議場にしております。

また、それぞれの分科会には、議員の皆さん、どなたでも出席し、質疑されることが

できます。

次に、各分科会の進行役ですが、それぞれの常任委員長を進行役とさせていただき、

本予算特別委員会の正副委員長のいずれかが出席しなければ開会できないこととさせて

いただきます。

続いて、審査の進め方についてですが、まず概要説明を聞き、順次、総務厚生分科会、

産業建設分科会、文教分科会による審査を行っていただくこととしました。それぞれ費

目会計ごとに質疑の時間を設けたいと思います。

分科会終了後、本委員会を再開して、各分科会の報告をそれぞれの常任委員長からし

ていただき、その後、総括質疑を行い、委員会としての意見をまとめたいと思います。

以上の手順で審査を行いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

本委員会の審査手順については、以上のとおり決定しました。

それでは、早速、本日の審査に入りたいと思います。

予算の概要につきまして、一般会計予算、各特別会計及び企業会計予算について副町

長から説明を受けたいと思います。

それでは、副町長から、一般会計予算、各特別会計及び企業会計予算について説明を

求めます。

岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） それでは、令和５年度各会計当初予算（案）につきまして、事前に配

付をさせていただきました資料１６、令和５年度歳入歳出予算説明資料により説明をさ

せていただきます。

資料１６、１ページを御覧ください。

１ページには、各会計予算の規模を掲載しております。

令和５年度の一般会計当初予算案は９５億５,６４３万２,０００円で、前年度と比べ

３億３,１４７万４,０００円、３.６％の増。

各特別会計予算案は、３つの特別会計全体で５６億６,０７８万９,０００円で、前年

度に比べ３９１万２,０００円、０.１％の増。

企業会計予算案は１１億１,１８４万７,０００円で、前年度に比べ５億５,４６１万

２,０００円、３３.３％の減となっており、上水道事業会計が令和５年度より広島県水

道広域連合企業団に移行することに伴い大幅に減となっております。

２ページ及び３ページを御覧ください。

２ページには、一般会計当初予算の歳入について前年度比較した表を、３ページは、

上段に各歳入科目の前年度比較を棒グラフで表したもの、下段に令和５年度当初予算案

の歳入構成を円グラフで表したものをそれぞれ掲載しております。

まず、２ページを御覧ください。

歳入科目のうち、主なものについて御説明させていただきます。

１款町税は２４億４,７６６万７,０００円で、町民税においては、個人が所得割の増、

法人が均等割の増。

固定資産税では、事業所の増に伴う償却資産の増。
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軽自動車税では、新税率適用の登録台数が増加していることによる増。

町たばこ税では、令和４年度と同程度を見込み、町税全体では、前年度と比べ８,６

４８万３,０００円、３.７％の増を見込んでおります。

２款から９款及び１１款の譲与税や各交付金につきましては、県から示された見込み

額を計上しております。

なお、７款地方消費税交付金の社会保障財源化分につきましては、社会保障施策に要

する経費に充てるものとされており、その使途は６ページに明示をさせていただいてお

ります。

続きまして、１０款地方交付税は２６億４００万円で、地方財政対策において地方交

付税の総額が増額となったことや過去の交付実績などから１億１,８００万円、４.７％

の増となっております。

なお、交付税制度の財源不足を補うために町債の臨時財政対策債を発行しております

が、令和５年度の臨時財政対策債が５,５９２万４,０００円、前年度と比較して７,８

１８万８,０００円の減を計上しており、交付税制度における歳入予算額としては、合

わせて３,９８１万２,０００円の増を見込んでおります。

続きまして、１４款国庫支出金は１４億４,３７９万７,０００円で、新型コロナウイ

ルスワクチンの接種に係る国庫負担金、国庫補助金の減などにより７,６２１万９,００

０円、５.０％の減となっております。

１５款県支出金は７億６,７７３万３,０００円で、水路整備の実施に伴う小規模崩壊

地復旧事業補助金の増などにより５,０３２万円、７.０％の増でございます。

１７款寄附金は３億１７６万８,０００円で、ふるさと納税の増を見込み、１億９,３

９９万円、１８０.０％の増となっております。

１８款繰入金は４億７,８１９万６,０００円で、財政調整基金やふるさとづくり基金

からの繰入れ増によるもので、５,２１４万８,０００円、１２.２％の増となっており

ます。

２０款諸収入は３億７,２０８万３,０００円で、派遣職員負担金や交通輸送対策事業

負担金の増などにより７,９８７万９,０００円、２７.３％の増でございます。

２１款町債は３億４,６６２万４,０００円で、中央防災交流センター改修事業の終了

による緊急防災減災事業債や臨時財政対策債の減などにより２億２,９４８万８,０００

円、３９.８％の減でございます。
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続きまして、３ページ上段の歳入科目ごとの棒グラフですが、左側の斜線が令和５年

度、右側が令和４年度の当初予算額でございます。

本町における主要な財源が町税、地方交付税、国庫支出金であることがグラフで見て

とれます。

また、町税や地方交付税が前年度と比較して高くなっており、国庫支出金や町債が低

くなっております。

次に、下段の円グラフですが、右側が町税などの自主財源、左側の色の濃い部分が地

方交付税などの依存財源でございます。

割合を見ますと、自主財源が３８.８％、依存財源が６１.２％となっております。

自主財源の比率は、町税や寄附金の増加により対前年度比で３.０ポイントの増でご

ざいます。

歳入の内訳では、依存財源の地方交付税が全体の２７.３％と最も多く、次いで、自

主財源の町税が２５.６％、依存財源の国庫支出金が１５.１％と続いております。

それでは、次に、歳出について御説明をさせていただきます。

４ページ及び５ページを御覧ください。

まず、４ページの歳出科目の主な増減について、歳入と同様に前年度比較で御説明を

いたします。

１款議会費は１億３６６万７,０００円で、ペーパーレス会議システムの導入に係る

費用の減などにより１,３３６万４,０００円、１１.４％の減となっております。

２款総務費は１３億１,０８７万３,０００円で、１項総務管理費において、熊野町水

道事業が広島県水道広域連合企業団に移行することに伴い、派遣する人件費を一般会計

で計上したことによる増など項全体で６,８５９万４,０００円の増。

２項企画費では、ふるさと納税返礼品の増など１億２,９５９万２,０００円の増とな

っており、総務費全体では１億９,４７８万７,０００円、１７.５％の増となっており

ます。

３款民生費は４０億８,３４６万２,０００円で、１項社会福祉費において、障害者総

合支援事業の扶助費の増など１億４,１２８万１,０００円の増となっており、民生費全

体では２億７８万７,０００円、５.２％の増でございます。

４款衛生費は８億１,９５０万４,０００円で、１項保健衛生費では、新型コロナウイ

ルスワクチン接種事業の減など１億１,４２２万７,０００円の減。
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２項清掃費は、安芸地区広域ごみ焼却場事業負担金の増など９,８２２万９,０００円

の増となっており、衛生費全体で１,５６５万４,０００円、１.９％の減でございます。

５款農林水産業費は１億１,５２３万１,０００円で、２項林業費において、水路整備

の実施に伴う小規模崩壊地復旧事業の計上など９６１万２,０００円の増となっており、

農林水産業費全体では１,４２５万６,０００円、１４.１％の増でございます。

６款商工費は１億５,６５０万７,０００円で、熊野産業団地企業立地奨励金の終了に

伴う商工振興事業費の減などにより２４万４,０００円、０.２％の減となっております。

７款土木費は９億９,７５８万９,０００円で、２項道路橋梁費では、道路維持管理事

業における緊急自然災害防止対策事業が増となったものの、避難路整備事業などの減に

より６,６７３万円の減。

４項都市計画費では、筆の里工房周辺整備事業の増などにより４,２００万円の増と

なっており、土木費全体で１１８万５,０００円、０.１％の減でございます。

８款消防費は３億４,４３２万９,０００円で、前年度計上していた中央防災交流セン

ター整備の減などにより２,７１７万円、７.３％の減でございます。

９款教育費は８億３,９５５万３,０００円で、こちらも前年度計上していた投資的経

費の減が主な原因となっており、５項社会教育費において、町民会館講堂改修工事の減

などにより４,８８５万１,０００円の減。

６項保健体育費では、町民グランドＬＥＤ照明改修工事の減などにより２,１２４万

円の減となっており、教育費全体では４,０２３万５,０００円、４.６％の減でござい

ます。

１０款災害復旧費は、存目のための４,０００円の計上でございます。２,００１万３,

０００円の減でございます。

１１款公債費は７億６,２９８万７,０００円で、元金償還の増加により４,０３７万

６,０００円、５.６％の増でございます。

続いて、５ページ上段の棒グラフですが、歳入と同様に左側が令和５年度、右側が令

和４年度の当初予算額でございます。

このグラフでも民生費の割合、構成割合が大きいこと、総務費、民生費が令和４年度

と比較して高くなっていることが確認できます。

次に、下段の円グラフですが、民生費の構成比率が４２.７％、次いで、総務費が１

３.７％、土木費が１０.５％となっております。
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以上、一般会計予算（案）につきまして、その概要を説明させていただきました。

次に、７ページをお開きください。

各会計の１０年間の当初予算の推移を掲載しております。

一般会計では、平成２６年度の約７７億円から、民生費などの増などにより平成３０

年度に９０億円を超えました。

また、令和元年度には、平成３０年７月豪雨の影響により災害復旧費を約１１億円計

上し、過去最大の約９７億円まで上昇いたしました。

その後、災害復旧費の減少に伴い、令和３年度の約８９億円まで減少しましたが、令

和４年度は前年度比３.５％増、令和５年度は前年度比３.６％の増と２年連続で増加を

しております。

なお、次の８ページに一般会計の款別の５年間の推移を掲載しております。

それでは、続きまして、各特別会計の予算について御説明を申し上げます。

９ページをお開きください。

令和５年度国民健康保険事業特別会計予算（案）でございます。

予算総額は、歳入歳出それぞれ２４億６３５万６,０００円で、前年度と比べ６３０

万円、０.３％の増となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款国民健康保険税は３億８,５４０万６,０００円

で、被保険者の減を見込み、５,７９０万円、１３.１％の減。

４款県支出金は１８億７,８６５万２,０００円で、普通交付金の増などにより７,３

０３万円、４.０％の増。

６款繰入金は１億３,５２３万円で、保険基盤安定繰入金の減などにより８８８万６,

０００円、６.２％の減となっております。

続きまして、歳出でございますが、１款総務費は２,２１７万２,０００円で、会計年

度任用職員に係る経費などの事務費を一般会計から特別会計へ組み替えたことにより６

２７万８,０００円、３９.５％の増。

２款保険給付費は２３億４,６１４万４,０００円で、療養給付費の減などを見込み、

６０６万８,０００円、０.３％の減となっております。

続いて、１０ページをお願いいたします。

令和５年度後期高齢者医療特別会計予算（案）でございます。

予算総額は歳入歳出それぞれ８億７,０５３万２,０００円で、前年度と比べ３億３,



－9－

７４１万９,０００円、４.５％の増となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款後期高齢者医療保険料は３億８,２２８万３,０

００円で、被保険者数の増により９３８万６０００円、２.５％の増。

３款繰入金は４億８,７１９万８,０００円で、２,８０４万８,０００円、６.１％の

増となっております。

続きまして、歳出でございますが、２款後期高齢者医療広域連合納付金は８億６,５

５５万３,０００円で、３,５７９万９,０００円、４.３％の増となっております。

次に、１１ページを御覧ください。

令和５年度介護保険特別会計予算（案）でございます。

まず、保険事業勘定では、歳入歳出それぞれ２３億６,９７４万円で、前年度と比べ

４,０４７万８,０００円、１.７％の減となっております。

歳入の主な内容でございますが、１款保険料は５億４,３５２万円で、３５７万４,０

００円、０.７％の減となっております。

続きまして、３款支払基金交付金から６款繰入金につきましては、保険給付費に対す

るそれぞれの負担割合に応じた算定としております。

歳出では、２款保険給付費は２２億５,６８８万１,０００円で、介護サービス等諸費

の減などの減などにより２,９８０万６,０００円、１.３％の減となっております。

次に、介護サービス事業勘定では、歳入歳出それぞれ１,４１６万１,０００円で、前

年度と比べ６７万１,０００円、５.０％の増となっております。

１２ページを御覧ください。

令和５年度下水道事業会計予算（案）でございます。

まず、収益的収入及び支出でございますが、下水道事業収益につきましては５億９,

１２５万３,０００円で、前年度と比べ４,０６２万８,０００円、７.４％の増となって

おります。

主な収入の内容は、下水道使用料及び他会計補助金でございます。

次に、下水道事業費用につきましては、５億８,５０５万５,０００円で、前年度と比

べ２,８８８万１,０００円、５.２％の増となっております。

主な支出の内容は、流域下水道維持管理負担金、固定資産減価償却費及び企業債支払

利息でございます。

続きまして、資本的収入及び支出でございますが、資本的収入につきましては３億４,
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３８５万３,０００円で、前年度と比べ３,１８６万５,０００円、８.５％の減となって

おります。

主な収入の内容は、企業債及び他会計出資金でございます。

次に、資本的支出でございますが、５億２,６７９万２,０００円で、前年度と比べ２,

２９７万円、４.２％の減となっております。

主な支出の内容は、下水道管渠工事費及び企業債償還金でございます。

以上、令和５年度の一般会計、３つの特別会計及び１つの企業会計予算（案）につい

て、その概要を説明させていただきました。

なお、各予算の事業ごとの詳細につきましては、後ほど予算書に沿って各課長から説

明いたしますので、よろしくお願いいたします。

私からの説明は以上でございます。

○予算特別委員長（山野） 以上で予算の概要説明が終了しました。

以上をもちまして、予算特別委員会は散会とします。

再開は、３つの分科会の終了後とさせていただきます。

（散会 午前１０時５６分）
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令和５年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和５年３月８日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和５年３月８日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

総 務 部 長 西 村 隆 雄

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

建 設 農 林 部 長 堂 森 憲 治

教 育 部 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司

住民生活部次長 西 川 伸一郎
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健康福祉部次長 西 村 ゆ り

建設農林部次長 安 宅 俊 道

建設農林部公営企業担当次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 立 花 太 郎

財 務 課 長 多久見 良 数

政 策 企 画 課 長 須 賀 雅 彦

産 業 観 光 課 長 近 藤 光 宏

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

生 活 環 境 課 長 熊 野 孝 則

高齢者支援課長 井 原 志保里

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充

会 計 課 長 福垣内 哲 治

～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

教育費

公債費
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諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １３時２５分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 皆様、お揃いなので、ただいまから令和５年予算特別

委員会（総務厚生分科会）を開催いたします。

それでは、令和５年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について説明を受けたいと思

います。

初めに、総務部門といたしまして、議会費と総務費について説明をお願いいたします。

多久見財務課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（多久見） それでは、令和５年度一般会計予算（案）の総務部門の説明をさ

せていただきます。

予算書、６２、６３ページをお願いいたします。

１款議会費から御説明をいたします。ページの右上、議会事務一般でございます。

この事業は、議員報酬のほか、議会運営に要する事務費等を計上するもので、事務費

全般で８,９５８万５,０００円、本年度より１,２９０万９,０００円、１２.６％の減

となっております。

減額の主な要因は、本年度のペーパーレス会議、システム導入に係る費用の減のほか

報酬及び旅費等の減額によるものです。

事業内容は、報酬や期末手当は条例に基づく所定の額を計上するほか、旅費は費用弁

償及び特別旅費として３８１万３,０００円を計上し、また、委託料は、本会議、全員

協議会及び予算決算特別委員会の議事録反訳業務や、議会、インターネット中継業務の

委託料などでございます。

６４、６５ページをお願いいたします。

中段の人件費でございます。
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この人件費は職員給与でございます。

各科目に計上しております人件費につきましては、説明を省略させていただきます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 続きまして、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費人事

管理事業でございます。

この事業は、会計年度任用職員、産業医の報酬、給与システムの電算処理業務の委託

料、職員の健康診断や県からの派遣職員負担金などを計上しております。

事業全体で２,８６９万１,０００円、本年度より２２５万３,０００円、１２.７％の

増となっております。

増額の主な要因でございますが、令和５年度から広島県水道広域連合企業団へ派遣さ

れる職員の職員手当の増額によるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員３名分の報酬４９８万９,０００円、派遣職員負担

金の負担金補助及び交付金８７７万円でございます。

その他の財源１７９万円は、派遣職員負担金と会計年度任用職員、再任用職員の雇用

保険料納付金でございます。

６６、６７ページをお願いします。

ページ中段からの職員研修事業でございます。

この事業は、広島県自治総合研修センターや市町村アカデミー、自治大学校等の実施

する研修へ職員を参加させるために必要な費用を計上するもので、事業全体で１４０万

２,０００円、本年度より１１万５,０００円、８.９％の増となっております。

増額の主な要因は、新型コロナウイルス感染症対策のため、オンライン研修が増加し

ておりましたが、令和５年度からの実地研修増加による旅費の増額です。

主な事業費は、研修参加に伴う旅費３９万８,０００円、研修負担金の負担金補助及

び交付金４３万６,０００円でございます。

その他の財源６２万１,０００円につきましては、町村会及び市町村振興協会からの

研修助成金でございます。

続いて、６８、６９ページをお願いします。

上段の事務管理事業でございます。

この事業は、役場庁舎内で使用する事務用品、作業服のほか、例規集の管理、更新の

ための費用を計上しております。
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事業費全体で４３５万４,０００円、本年度より１８万４,０００円、４.１％の減と

なっております。その他の財源１５万円につきましては、広告収入でございます。

減額の要因は、事務用品等消耗品の減額によるものでございます。

主な事業費は、消耗品等の需用費２１１万６,０００円、例規集の維持管理等の委託

料でございます。

続いて、中ほどの一般管理事業でございます。

この事業は、郵便料、電話代、町の所有管理する施設での事故に対する賠償保険料、

顧問弁護士委託料、各種の公的団体への負担金等を計上しており、事業全体で１,４４

７万９,０００円、本年度より３７万円、２.６％の増となっております。

主な事業費は、郵便料金などの通信運搬費５２８万６,０００円、総合賠償補償保険

等の保険料２３９万３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（多久見） ７０、７１ページをお願いします。

中ほどの庁舎維持管理事業でございます。

この事業は、役場庁舎の維持管理経費としまして、光熱水費や清掃業務、消防設備等

の保守点検委託料や庁舎敷地、借地料など庁舎に関する経費を計上しております。

事業費全体で５,９８２万７,０００円、本年度より３５４万９,０００円、５.６％の

減となっております。

歳入は、その他の財源として、行政財産目的外使用料１万７,０００円、広告収入１

２万２,０００円、自動販売機設置負担金４２万円、公衆電話料１万円でございます。

減額の主な要因は、本年度に庁舎ＬＥＤ改修工事を行ったことによる工事請負費の減

によるものです。

主な事業費は、光熱水費等の事業費２,２８９万５,０００円、祝日直業務などの委託

料でございます。

７２、７３ページをお願いいたします。

中ほどの公用車集中管理事業でございます。

この事業は、財務課において集中管理をする公用車１３台に係る燃料費、車検代、損

害保険料及び重量税などを計上するもので、事業費全体で３０８万３,０００円、本年

度より５２万６,０００円、１４.６％の減となっております。

減額の主な要因は、本年度にアルコール検知器を購入したことによる事業費の減によ
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るものです。

主な事業費は、燃料費等の事業費２３９万５,０００円でございます。

続きまして、７４、７５ページ中段をお願いします。

２目財政管理費の財政管理事業でございます。

この事業は、財政事務に要する経費を計上するもので、事業費全体で１,４２９万６,

０００円、本年度より１４５万３,０００円、１１.３％の増となっております。

増額の主な要因は、消費税、インボイス制度に対応するための財務会計システム改修

業務委託料の増によるものです。

主な事業費は、予算の編成、執行、決算管理等に係る電算処理に要する経費で、財務

会計システムの利用料として役務費の手数料７３５万１,０００円を計上しております。

続く委託料では、公会計対応のための支援業務や財務会計システム改修業務などでご

ざいます。

また、使用料及び賃借料では、契約管理システム、リース料などの７５万１,０００

円でございます。

続きまして、７６、７７ページをお願いいたします。

３目会計費の会計事務でございます。

この事業は、出納事務を執行する会計課の業務全般に係る経費を計上するもので、事

業費全体で３５３万４,０００円、本年度より１３３万９,０００円、６１.０％の増と

なっております。

増額の主な要因は、指定金融機関派出所設置負担金の増額によるものです。

主な事業費は、職員手当のほか、納入通知書の印刷など需用費１８万８,０００円、

口座振替取扱い手数料などの役務費６７万５,０００円、指定金融機関派出所設置負担

金２２０万円などでございます。

続いて、４目財産管理費の公有財産管理事業でございます。

この事業は、財務課所管の普通財産などを管理する経費を計上するもので、事業費全

体で５７６万３,０００円、本年度より２５０万３,０００円、７６.８％の増となって

おります。

増額の主な要因は、町内公共施設の光電話移行工事に伴う工事請負費の増によるもの

です。

主な事業費は、土地鑑定等に要する役務費、手数料６０万円、委託料では草刈りに要
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する委託や町有地用地測量業務委託などでございます。

７８、７９ページをお願いいたします。

５目交通安全対策費、交通安全対策事業、６目防犯対策費、防犯対策事業につきまし

ては、後ほど住民生活部から御説明をいたします。

続いて、８０、８１ページ中段、７目諸費の労働金庫預託事業でございます。

この事業は、町内に勤務する又は居住する労働者への融資資金として中国労働金庫へ

の預託金を計上するもので、事業費は２,３００万円、本年度と同様の額で同額の預託

金返還金を財源とするものでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 続く収納金還付事業と８目国民保護費、国民保護事業につきま

しては、後ほど住民生活部から御説明いたします。

続きまして、このページから８２、８３ページにかけての２項企画費、１目企画総務

費、行政情報化事業でございます。

この事業は、事務の効率化を図るため、庁舎内及び国、県との情報ネットワークに係

る保守運用管理経費や情報システムのセキュリティ強化対策経費、自治体のＤＸ（デジ

タルトランスフォーメーション）を推進する経費を計上するもので、事業費全体で８,

８９３万１,０００円、本年度より２,２６３万３,０００円、３４.１％の増となってお

ります。

増額の主な要因は、基幹系端末の更新に伴う機器の利用に係る手数料の増、国による

基幹系システムの仕様を統一する標準化に伴う対応として、現在利用しているシステム

の機能が標準化システムの機能にどれだけ適合し、どれだけ違いがあるかを分析するフ

ィット＆ギャップ分析支援業務委託料等の増、情報セキュリティ強靭化対策システムの

再構築に係るリース料の増によるものでございます。

主な事業費は、基幹系端末等の利用に係る手数料２,０３５万５,０００円、情報化支

援業務に係る委託料、庁内ＬＡＮＷＡＮ機器等の情報機器の使用料及び賃借料３,３３

７万６,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金３１０万１,０００円は、マイナンバー情報を連携させ

るためのシステム経費に係る社会保障・税番号制度システム整備費補助金で、その他２

０２万７,０００円は、水道企業団及び下水道事業会計からの庁舎内ＬＡＮ利用負担金

１８２万７,０００円と、広島県町村会から時事通信社が提供する行政情報閲覧に対す
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る助成金で、ｉＪＡＭＰ年間利用料助成金２０万円でございます。

なお、基幹系クラウドシステムの経費につきましては、各担当部署に予算を計上して

おりますが、庁舎内全体における経費の合計は合わせて７,９６３万円、本年度より３,

５９５万１,０００円、８２.３％の増となっております。

増額の主な要因は、クラウドシステムの更新にあたっては構築費用が必要になります

が、前回、平成２８年の更新におきましては、前年度に一括で構築費用を支払った形態

から、今回は５年間で按分して支払うことになった影響による増、２,１５０万７,００

０円、前回の更新から追加となった事業やマイナンバーとの連携する業務が大幅に増、

これが１,４４４万４,０００円となったことによるものでございます。

続きまして、８２、８３ページの中段、地域情報化事業でございます。

この事業は、町内の公共施設に整備した情報ネットワークの維持管理費用に要する経

費で、事業費全体で１,８９６万３,０００円、本年度より２５万１,０００円、１.３％

の増でございます。

増額の主な要因は、電子申請システム決済オプションの利用開始に伴う手数料の増に

よるものでございます。

主な事業費は、回線使用料等の役務費５２２万８,０００円、ネットワーク機器の保

守に係る委託料、ネットワーク機器の賃借に係る使用料及び賃借料３６３万７,０００

円でございます。

続きまして、８２、８３ページ下段から８４、８５ページにかけての企画一般事業で

ございます。

この事業は、企画関係事務や広域行政の推進に関する経費を計上するもので、事業費

全体で３３６万５,０００円、本年度より３,７０３万８,０００円、９１.７％の減とな

っております。

減額の主な要因は、後ほど説明をさせていただきますが、新たにふるさと納税事務事

業を新設し、ふるさと納税に係る経費を計上したことによる減でございます。

主な事業費は、時間外勤務に係る職員手当等１１６万２,０００円。

第６次総合計画の進捗、検証のために実施する住民意識調査委託料、広島県中央地域

振興対策協議会や広島広域都市圏協議会Ｇ７、広島サミット、ガイドブック制作に係る

負担金等の負担金補助及び交付金４０万５,０００円でございます。

続きまして、８４、８５ページ中段の友好都市交流事業でございます。
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この事業は、友好都市協定を締結した三重県熊野市との交流事業を実施するもので、

事業費全体で１２８万円、本年度より２６万７,０００円、２６.４％の増となっており

ます。

増額の主な要因は、隔年で実施する熊野町、熊野市の防災関連交流に係る旅費の増に

よるものでございます。

主な事業費は、時間外勤務に係る職員手当等２０万７,０００円や相互のイベント交

流に係る旅費９０万６,０００円でございます。

続いて、８６、８７ページの上段、ふるさと納税事務事業でございます。

この事業は、ふるさと納税のＰＲや寄附の受納、寄附者に対する返礼品の贈呈等を行

い、ふるさと納税を通じて県内外に広く町の魅力を発信するとともに、町内事業者の需

要開拓や販売促進等を支援するもので、事業費全体で１億３,０５９万６,０００円、本

年度より改増となっております。

増額の主な要因は、これまで、ふるさと納税の事務は企画一般事業に計上し、執行し

てきましたが、返礼品の拡大やふるさと納税サイトの増設等に伴い、年々納税額が増え、

事業規模が拡大してきたことにより、ふるさと納税事務事業を新設し、計上したことに

よる増でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の雇用に伴う報酬１６５万２,０００円、ふるさと

納税として寄附をしていただいた方への記念品等の報償費５,９５４万６,０００円、記

念品の寄附者管理システムやクレジット、マルチペイメント等の利用に伴う手数料６,

１１２万４,０００円、記念品の出荷一元管理に伴う委託料でございます。

ちなみに、令和５年度のふるさと納税による一般寄附金の予算額は３億１７６万８,

０００円を予定しております。

歳入の特定財源、その他の９,０００円は会計年度任用職員の社会保険料納付金でご

ざいます。

次に、８６、８７ページ下段から８８、８９ページにかけての２目広報費、広報広聴

事業でございます。

この事業は、町ホームページの管理、町広報の編集、印刷・配布に必要な経費を計上

するもので、事業費全体で１,０３１万５,０００円、本年度より９４万３,０００円、

８.４％の減となっております。

減額の主な要因は、広報紙作成について、実績に伴い積算を精査したことによる印刷
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製本費の減でございます。

主な事業費は、町広報の印刷製本費３０６万４,０００円、広報の配布に係る委託料、

各自治会への広報紙等配布事務交付金６６０万円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金は、自衛官募集の町広報掲載委託金で３万１,０００円、

その他の財源４５万４,０００円は、町広報、ホームページ等の広告収入が８万４,００

０円、県民だより、広島県議会だよりの配布負担金が合計で３７万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） 続く３目地域振興費、地域振興事業につきましては、後ほど住

民生活部から御説明いたします。

続いて、８９ページ、下段の３目地域振興費、定住交流促進事業でございます。

この事業は、町の魅力を発信するとともに本町への定住交流の促進を図るもので、定

住促進イベントの実施経費や近隣市町との連携した首都圏などからの移住促進への取組

について予算を計上するもので、事業全体で３７３万８,０００円、本年度より３２６

万７,０００円、６９３.６％の増となっております。

増額の主な要因は、広島県と連携して新たに実施する移住支援事業補助金による増で

ございます。

主な事業費は、９１ページをお開きいただき、職員の時間外手当３１万５,０００円、

移住支援事業補助金３００万円でございます。

歳入の国県支出金２２５万円は移住支援事業補助金に係る県費補助金でございます。

続いて、交通輸送対策事業につきましては、後ほど住民生活部から御説明いたします。

続いて、９２、９３ページ上段の４目筆の里工房費の「筆の里工房事業」でございま

す。

この事業は、筆の里工房の円滑な運営のために必要な経費を計上するもので、事業全

体で１億４,８９５万１,０００円、本年度より２４万３,０００円、０.２％の増となっ

ております。

増額の主な要因は、仮称・筆の里創造の丘公苑「体験交流施設」の企画や運営体制の

構築、経済効果などを調査するための委託料の増によるものでございます。

主な事業費は、指定管理委託料のほか負担金補助及び交付金では、企画展等への補助

である自主事業補助金３,０００万円、人件費補助である管理運営事業補助金６,７１３

万４,０００円、地域の芸術環境づくり事業補助金５００万円、合わせて１億２１３万
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４,０００円でございます。

歳入その他の財源３,９２５万円は、行政財産目的外使用料７５万円、筆の里づくり

基金繰入金３,３５０万円、宝くじコミュニティ助成金５００万円でございます。

次に、同じページの中段、５目国際交流費の国際交流事業でございます。

この事業は、観光面におけるインバウンド、いわゆる外国人観光客の増加を目的とし

た事業の実施に必要な経費を計上するもので、事業全体で６１万９,０００円、本年度

より２６万５,０００円、３０％の減となっております。

減額の主な要因は、外国人旅行者に対する筆の里工房利用促進負担金について、入館

料等に対する助成要件及び対象人員の見直しによる負担金補助及び交付金の減でござい

ます。

主な事業費は、留学生を対象とした国際交流事業を実施するための会場借上料１０万

８,０００円、外国人旅行者への筆の里工房利用促進負担金２８万８,０００円でござい

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 次に、９４、９５ページ、３項徴税費と１０２ページからの４項

戸籍住民基本台帳費につきましては、後ほど住民生活部から御説明いたします。

続きまして、１０６、１０７ページをお願いします。

中ほどの５項選挙費、１目選挙管理費、選挙管理事務事業でございます。

この事業は、選挙管理委員会の運営経費として、選挙管理委員の報酬、選挙システム

に係る経費等を計上するもので、事業全体では１８５万１,０００円、本年度より５５

万８,０００円、１.４％の増となっております。

増額の主な要因は、基幹系システム移行経費システム使用料の増額によるものです。

主な事業費は、選挙管理委員報酬３８万５,０００円、選挙システム使用に係る役務

費１３４万８,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金１,０００円は、在外選挙人名簿登録事務委託金でござ

います。

続きまして、下段からの２目県議会議員選挙費、県議会議員選挙事業でございます。

この事業は、任期満了に伴う令和５年４月に行われる予定の広島県議会議員一般選挙

に係る経費を計上するもので、事業費は５１０万７,０００円でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員や管理者、立会人の報酬８１万２,０００円、期日
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前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当３０４万円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金５１０万７,０００円は県議会議員選挙委託金で、県の

費用で賄われるものとなっております。

続きまして、１０８、１０９ページ下段をお願いします。

３目町議会議員選挙費、町議会議員選挙事業でございます。

この事業は、任期満了に伴う令和５年４月に行われる予定の熊野町議会議員一般選挙

に係る経費を計上するもので、事業費は１,６００万４,０００円でございます。

主な事業費は、期日前投票などを含む選挙事務従事に伴う職員手当３１０万６,００

０円、選挙公費負担金６９５万６,０００円でございます。

続く参議院議員選挙費は廃目となっております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 続きまして、１１２、１１３ページをお願いいたします。

２款総務費、６項統計調査費、１目統計調査費の経常統計調査事業でございます。

この事業は、学校基本調査統計調査員確保対策に係る事務の経費を計上するもので、

事業費全体で５万５,０００円、本年度より２,０００円、３.５％の減となっておりま

す。

減額の主な要因は、今年度の交付決定額等を踏まえて精査したことによる減でござい

ます。

主な事業費は、時間外勤務に係る職員手当等２万２,０００円、統計調査員確保対策

事業、事務用品等の消耗品費の１万７,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金の４万６,０００円は、学校基本調査交付金３万１,００

０円、統計調査員確保対策事業委託金１万５,０００円でございます。

続きまして、中段の臨時統計調査事業でございます。

この事業は、住宅土地統計調査の実施や農林業センサスの調査準備に係る事務経費を

計上するもので、事業費全体で１３２万７,０００円、本年度より６９万２,０００円、

１０９.０％の増となっております。

増額の主な要因は、本年度の就業構造基本調査に代わり、令和５年度は５年に一度の

住宅土地統計調査が実施されることに伴い調査員数の変動等により報酬等が増になるも

のでございます。

主な事業費は、住宅土地統計調査に係る調査員、指導員の報酬８１万５,０００円、
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事務用品等の消耗品費１６万２,０００円でございます。

歳入の特定財源、国県支出金１３２万７,０００円は、経済センサス交付金７,０００

円、住宅土地統計調査交付金１３１万５,０００円、農林業センサス交付金５,０００円

でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（多久見） 続いて、１１４、１１５ページ中段から７項監査委員費、１目監

査委員費の監査事務一般でございます。

この事業は、監査委員の報酬及び監査委員活動に要する事務費等を計上するもので、

事業費全体で１３１万５,０００円、本年度より２万８,０００円、２.１％の減となっ

ております。

主な事業費は、監査委員報酬９６万８,０００円、費用弁償等の旅費１７万３,０００

円でございます。

議会費、総務費は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました６２ページから

１１５ページまでの議会費及び総務費について質疑を行います。質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ８３ページの２款総務費、２項企画費、１目企画総務費、行政情報化事

業、この予算の中に、前年度計上されておりましたＤＸ推進アドバイザー派遣負担金が

計上されておりません。

昨日の一般質問の答弁でもありましたが、人材確保が困難であるということでしたが、

そういったことでよろしいのでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 須賀政策企画課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○政策企画課長（須賀） 昨年度、ＤＸ推進アドバイザー負担金として負担金補助及び交

付金のほうに計上しておりました。これは、国の事業に伴って、ＩＴ企業のほうから職

員を派遣していただくということだったんですけれども、今回、今年度は契約の形態を

変えまして、委託料のほうに計上しております。これはＤＸ推進アドバイザー委託料と
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して約４６０万円ほどを計上しております。個人の方と委託契約をするという形態でこ

の計上をしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。続きまして、７１ページ、２款総務費、１項総

務管理費、これは何になるのか、一般管理費になるんですかね。７１ページの一番上の

行に通信運搬費５２８万６,０００円が計上されているんですけれども、町民の方から、

町からの調査票などが個人宅に届くときに、御夫婦が２人しかいらっしゃらないところ

に２つの封筒で届くということなんですよ。同じ住所ですので、一つの封筒で届けられ

るんじゃないのかといったようなお声があったんですけども、これについてはいかがで

しょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 各業務、事業によって、システムから打ち出されたものを郵送す

るケースも多かろうと思います。その際に、一つにしてまとめて出すというのができれ

ば、それが経費の削減にもつながりますので、可能であればそうしたいということと、

あと手出しでの資料を出す際には、極力、世帯ごとにまとめて郵送するようにしたいと

考えております。ちょっと各部署ごとに対応が異なっているのが実情かと思いますので、

周知のほうをしていきたいと考えております。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 小さいことのようですが、住民の方は納税者として非常に気にしていら

っしゃいますので、今後こういったことがないようにしていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（荒瀧） 人件費でございます。日本中、人件費が上がっておらんということで、

いろいろな企業、また地方公共団体も考えが変化しておるかと思うんですが。熊野町の

人件費がどうも県内では下から数えたほうが早いという情報をいただいております。

この間も、コロナもそうです、災害のときも一生懸命やられるわけでございますので、

規模的にも３万人を目指すわけでございますので、少し真ん中ぐらいになるためにはど

のぐらいの費用がかかるのか分かりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 県内で真ん中ぐらいのと言われると、幾らになるかというのはち

ょっと算定はしていないです。給料、手当、共済費等、給料でいいますと、令和４年度

決算額で５億７,９００万円程度です。今年度当初で６億５００万円を計上させていた

だいているところでございます。

若手職員の給料は、人事院勧告に伴いまして、ある程度、３,０００円から４,０００

円のベースアップをさせていただいたところでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） どういうんですか、私らはあまり関心がないと言っちゃ申し訳ないんで

すが、公務員、勤めていらっしゃる方からすれば、やっぱり一生懸命されていらっしゃ

ると、だから、同じ規模であれば、やっぱり同額程度は欲しいというのはもう人情であ

ろうと思うんですね。だから、ちょっと御検討されて、幾らぐらいかかるのか、儲かる

行政になればいいわけでございます。交付税が下がるとか、そこはまた交渉ですが、教

えてください。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） あまりこういう場で会計課長と話すこともないので、会計課長にちょっ

と聞いてみようと思うんですけども。
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７６、７７ページ、２款総務費、１項総務管理費、３目会計管理費の指定金融機関派

出所設置負担金２２０万円ということなんですけども、昨年は１１０万円だったと思う

んですよね。倍になっている理由というのをちょっとお聞かせ願いたいんですけども。

どうだろう、二、三年前までですか、あそこの派出所なんですが、農協さんと県信さん、

２つの金融機関、２年交代で設置されておったと思うんですが、農協さん、たしか採算

が合わないということで設置されたと思うんですよね。そういった中で、こういった倍

になっているのかなと思うんですが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内会計課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○会計課長（福垣内） 指定金融機関の派出所設置負担金につきましては、役場出納窓口

に係る指定金融機関の経費の一部を負担するため、初年度となる今年度１１０万円、次

年度以降といいますか、令和５年度以降については２２０万円を負担するものというふ

うになっておりまして、安芸郡３町におきまして、今、実質２２０万円を負担されてい

るところでございます。初年度ということで段階的に今年度は１１０万円にしていただ

いて、次年度以降は２２０万円というふうになっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） といいますのは、こういった公金の納入というのは、自動引き落としな

りコンビニ支払いというものが多くなって、金融機関での直接的な支払件数というのは

年々減っているのではないかと思うんですよね。というのが、僕も郵便局をしておりま

すので、昔に比べて金融機関での支払いというのが、大分、２０年前に比べたらもう５

分の１以下ぐらいに減っているような気がするんですけども。役場の派出所の支払件数

ですよね、１日平均どれぐらいなんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内会計課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○会計課長（福垣内） 件数自体というのは、正確な数字はないんですけども、窓口に来
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られる方については、日によって納期限等が近づいたとかというときであれば人数が増

えるんですけども、このほかの振り込みのほうの各支出命令等の振り込み等でかなりの

件数があるということでございます。

件数自体、申し訳ないですけど、数字がないんですけども、窓口業務だけでなく、そ

の振り込みの振込業務等で必要になってくるということでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） そういうのではなくて、直接、派出所に現金を支払う方が何件ぐらいい

るのかなということなんですけども。どうなんだろう、件数がそんなに多くないのであ

れば、県信さん、川を挟んで隣の位置にあるんですけども、こういった負担金を設置し

てまで置いておく必要があるのかなというのと、あとどうだろう、県内だと、竹原市と

か、全国的に派出所を置かなくなっている自治体というのは今どんどん増えてきている

んですけども、出納業務自体は直接、金融機関、一回挟まないと難しいんでしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） すみません、ちょっと明確な答弁にならずに申し訳ないんですが、ま

ず、取扱量等については、追って調べてすぐまた報告はできると思いますので、そちら

のほうをさせていただきたい、何件ぐらいあって、どれぐらいの取扱いがあるかという

ことだと思うんですけど、それは答えられると思います。

それから、指定金融機関の設置については、自治法上に規定がありまして、設置する

ようになっているんですが、これが必須規定であったか、任意規定であったか、ちょっ

と私も確認はしてないんですが、そういう法上に基づいて設置してきたということ、経

緯はございます。

今のところは、１年前に指定金の交代のときにいろいろと経費がかかるということで、

一方の金融機関さんがちょっと消極的なようなこともあって、それで、今、県信さんの

ほうで受けておられるんですが、この負担金自体は県内で高いものではなくて、むしろ

同じようなお金なんですけど、去年は１年目は、県信さんの好意ということで、ちょっ
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と安くしていただいておったということで膨らんだということと、県信さん、若干あそ

こに初期投資をされているんですよ。ですから、しばらくはやはりこの制度は続けると

いうふうには今のところ想定しております。すみません、ちょっと明確にならずに申し

訳ないんですが、そういうことです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 分かりました、ありがとうございます。契約のこともあるので、今回、

どうのこうのというのはないし、言うほど大きい額ではないので、言わないんですけど

も。将来、そういった他の自治体もこういった派出所の廃止というのは行っているので、

長い目で見て少しずつ考えてもらえればと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ９１ページ、お願いします。

定住交流促進事業の負担金補助及び交付金で一番下の移住支援事業補助金３００万円、

先ほどの説明では、県と連携した移住支援のイベントということだったと思うんですが、

具体的にイベントの内容について教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） こちらの移住支援事業補助金ですけれども、主に子育て世代の

移住を促進するため、広島県と町が共同して実施する事業でして、具体的には、東京圏

から熊野町内に移住し、県の指定の求人サイト「ひろしまＷｏｒｋｓ」というものがあ

るんですけれども、そちらに登録してある企業に就職するなど移住支援金の対象となる

要件を満たす世帯に移住支援金を支給するもので、支給額自体は１世帯当たり単身世帯

で６０万円、２人以上の家族には１００万円、それから、子育て加算といたしまして、

１８歳未満の子１人につき１００万円を支給するものです。
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以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ちょっと早過ぎて聞き取れなかったんですが、１人世帯は６０万円、２

人世帯は１００万円、これ実際に移住してこられた方にということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） はい、実際に東京圏のほうから熊野町に移住してこられて、そ

れから就職される方を対象としております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） はい、分かりました。よくいろいろな市町の説明では、移住体験という

ことで、実際に何日間か、移住するのではなくて、移住するかどうかを決めるという段

階での補助もされておる町があるんですけども、そういったことは検討されていません

か。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） 体験、直接的な支援というのはないんですけれども、申し訳ご

ざいません、広島中央地域中枢都市圏移住促進宿泊助成金というのを用意しておりまし

て、そういった定住を目的に熊野町に「おためし暮らし」というわけではないんですけ

れども、定住を目的に熊野町に来られた方に対して交通費の一部を助成するというよう

な制度は予算措置しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんですか。
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福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ６５ページの下側のほうの右下に産業医さんの報酬で６０万円ほどお

支払いされております。これはある程度、職員数さんがいらっしゃるので、必ず必須で

こういった管理をお願いせにゃいけんものか。それとも、これから先、何々をしていた

だいたらじゃあ幾らほどの報酬をというふうに個別にしていくことが可能かどうか、こ

ういう固定の金額のままいかれる予定なのか、そういうふうに一回一回、都度払いにす

ることが可能なものなのかどうか、教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 熊野町役場の職員数の規模ですと、産業医１名は必須となってお

ります。今現在、産業医の先生につきましては、隔月で１回、町役場のほうへ来ていた

だいて、健康相談等、あと人間ドックであったり住民健診の結果等を産業医の先生に確

認していただいて、職員の相談にものっていただいているというところです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） それは、ある程度、やっぱり実際に相談等はあるものなんですかね、

それとも報告だけと言ったら何ですけど、形式的なものだけになっているのなら安くし

てもらってもいいし、費用対効果から見て、このぐらいは妥当だということならいいこ

とだと思いますし。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 産業医に来ていただくという目的が一番やはり職員の健康維持だ

と思います。残業の多い部署の職員については、直接、産業医の先生とお話をしていた

だくように職員に話をして、そういう対応をしたり、あとメンタル等での病気休職した

職員の復帰の際には、産業医の先生にも面談をしていただいているということですので、

適正な価格なのかと思っております。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ありがとうございます。定額でしたら、しっかり相談していただいて

使っていただくといいましょうか、有効にお支払いができるようにしてください。お願

いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） その他ございませんですか。

中島議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ちょっと私が不勉強なので教えてください。１０９ページの県会議員選

挙に係る費用と町会議員に係る費用の期日前と立会人が２人でありながら、町議は８万

２,０００円、それから県議は１６万４,０００円になっています。要は期日前投票期間

が長い短い、２部ということでよろしかったでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西岡総務部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部次長（西岡） 選挙期日の違いということです。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島議員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございます。すみません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） では、次に移ります。

続いて、商工費、教育費の一部、公債費、諸支出金、予備費について説明をお願いい

たします。

近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業観光課長（近藤） 続いて、商工費を御説明いたします。

１８６、１８７ページをお願いします。

中段の６款商工費、１項商工費、１目商工振興費の商工振興事業でございます。

この事業は、熊野町商工会への助成を行うとともに、熊野町中小企業融資制度の運用

による中小企業向け融資の円滑化を通じて地域商工業の振興を図るための経費を計上す

るもので、全体で１億２,６９７万円、本年度より４１６万９,０００円、３.２％の減

となっております。

減額の主な要因は、熊野産業団地企業立地奨励金で企業立地奨励金の減によるもので

ございます。

主な事業費は、熊野町商工会への補助金６３０万円、就業促進事業分３０万円、中小

企業融資制度預託金１億２,０００万円でございます。

歳入その他の財源１億２,０００万円は中小企業融資預託金元金収入でございます。

次の消費者啓発事業は住民生活部から御説明いたします。

続きまして、１８８、１８９ページをお開きください。

中段の筆産業振興事業でございます。

この事業は、「筆の日」の実施に係る経費、筆産業振興に係る熊野筆事業協同組合や

筆まつり実行委員会等に対する助成を行うための経費を計上するもので、事業全体で１,

３２９万５,０００円、本年度より２８万７,０００円、２.１％の減となっております。

減額の主な要因は、隔年で実施しております文房四宝まつり補助金の減などによるも

のでございます。

主な事業費は、「筆の日」事業などに係る消耗品費１２５万２,０００円。

１９１ページをお開きいただきまして、熊野筆事業協同組合事業補助金２０６万４,

０００円、筆まつり実行委員会事業補助金４９５万円となっております。

歳入その他の財源８８１万４,０００円の内訳は、筆の里づくり基金繰入金５８１万

４,０００円、協働のまちづくり事業助成金３００万円でございます。

続いて、２目観光費の観光推進事業でございます。

この事業は、町の観光振興を行うもので、広島県観光連盟や広域市町と連携した観光

ＰＲ、誘客活動の実施、筆の里工房を活用した観光推進を行う経費を計上するもので、

事業全体で１,４６９万９,０００円で、本年度より３９８万３,０００円、３７.２％の

増となっております。
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増額の主な要因は、町民・事業所と連携した観光資源づくりのための予算、観光マッ

プを制作するための印刷製本費の増額によるものでございます。

主な事業費は、観光マップ制作などに係る印刷製本費２０９万３,０００円、観光振

興基盤育成事業の委託料、負担金補助及び交付金では、広域的に連携し観光ＰＲを行っ

ております関係協議会への負担金と、熊野町観光案内所「筆の駅」への運営費補助金で

ある観光ＰＲ推進事業を合わせて１４９万３,０００円でございます。

歳入その他の財源１,００３万７,０００円の内訳は、筆づくり基金繰入金や広島県町

村会助成金などでございます。

次の７款土木費からは建設農林部から、２１６ページからの８款消防費は住民生活部

から、２２４ページからの９款教育費、１項教育総務費から５項社会教育費、３目公民

館費までは教育部からそれぞれ後ほど説明いたします。

次に、２５８、２５９ページをお願いします。

９款教育費、５項社会教育費、４目文化財保護費の文化財保護事業でございます。

この事業は、町の貴重な財産となる文化財の保護・保存とその活用を図る経費を計上

しています。

事業全体で３７９万４,０００円、本年度より２９８万２,０００円、３６７.２％の

増となっております。

増額の主な要因は、今年度補正予算により予算計上させていただきました文化財保存

活用地域計画作成委託料の２年目の事業委託料の計上によるものです。

主な事業費は、需用費として指定文化財の看板修繕料１８万４,０００円、熊野町指

定文化財補助金２５万円、文化財保存活用地域計画作成の委託料でございます。

歳入、国県支出金１５０万円は、計画作成に係る国の文化財芸術振興費補助金、その

他の財源５,０００円は、町史等販売代金４,０００円、行政財産目的外使用料１,００

０円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○財務課長（多久見） 続く５目図書館費以降の教育費は教育部から、２７０ページの１

０款災害復旧費は建設農林部からそれぞれ後ほど説明をいたします。

２７２、２７３ページ中段をお願いします。

１１款公債費でございます。１目元金につきましては、過年度借入分までの町債に係

る償還金で７億３,７１０万円、本年度より４,１１５万９,０００円、５.９％の増とな
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っております。

増額の主な要因は、平成３０年７月豪雨災害関係で借り入れたものが据え置き期間が

終了し、償還が開始されたことによるものでございます。

次に、２目利子につきましては、元金と同様に過年度借入分の町債に係る利子及び一

時借入金に係る利子で、２,５８８万７,０００円、既に借入分の償還終了に伴って、本

年度より７８万３,０００円、２.９％の減となっております。利子償還の近年は過去と

比較して定率の利子での借り入れが可能であるため、減少傾向にあります。

続いて、１２款諸支出金の基金事業でございます。

この事業は７つの基金財産から得た運用益を一般会計を通じて各基金に積み立てるの

と森林環境譲与税の譲与額を森林環境基金に積み立てるもので、２７２万６,０００円、

本年度より８６万７,０００円、２４.１％の減を見込んでおります。

２７４、２７５ページ中段をお願いします。

１３款予備費でございます。予算編成時に予期しなかった予算外の支出または予算超

過の支出に充てるため、本年度と同額の２,０００万円を計上しております。

総務部は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました、１８６ページ

から１９２ページの商工費、２５８ページ、２５９ページの教育費、社会教育費の文化

財保護費、２７２ページから２７５ページの公債費、諸費、出金、予備費について質疑

を行います。質疑はありませんか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） １９０、１９１ページ、観光費で印刷製本費、観光マップを今回つくら

れるということですが、どのようなものを、今までいろいろなものをつくられたと思う

んですが、どれぐらいの規模のものをつくられようと思っていますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） 観光マップにつきましては、数年に１回、リニューアルをして

おりまして、３年前に新しいものをつくったんですけれども、内容がちょっと変わって
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きておりまして、このたび新たに作成するものでございます。

住民の方というか、観光客の方が食べるところがなかなか分からないということもあ

ったりして、そういった飲食店情報であったりとか、あと筆の里工房以外にもトモ・ビ

オパークであったりとか、新たな観光施設もできておりますので、このあたりを網羅し

た観光マップをつくっていきたいというふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ありがとうございます。その飲食店、それが熊野町はなかなか見つから

ないというような意見がありましたので、それが入っているということはありがたいこ

とです。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） １８７ページ、６款商工費、１項商工費、１目商工振興費の熊野町商工

会補助金についてなんですけども、この補助事業の詳細な説明をしていただきたいとい

うのと、この６３０万円の算出根拠をちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） 商工会補助金につきましては、一応、商工会事業全ての事業に

に対して県からの補助金等を除いた額となっております。

補助率が１００分の３０％となっておりまして、商工振興事業ですね、商工会のほう

で行われる様々な事業に対して事業費の１００分の３０％を助成として補助を出してお

ります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 様々な事業というのは、例えばどういうものなんでしょうか。ちょっと

聞きたいのが、これ丼でやっているのか、それぞれ毎年それなりに報告書なりいただい

たものの積み上げでこの額を出しているのか、そのあたりをお伺いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） 商工会の補助金につきましても、当然、毎年、実績報告を出し

ていただいて、精査した中で確定をしております。

事業内容といたしましては、例えば、経営指導員の設置の費用であったりとか、あと

経営に関する伴走型の支援に対する助成であったりとか、あと商工会が行うコロナ対策

事業であったりとか、そういった商工会が行う全ての事業に対して中身を精査して、適

当であると認められる場合については、それの１００分の３０を補助しているというよ

うな状況でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） だから、それぞれの事業の実績の積み上げで算出しているということで

よろしいんでしょうかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 近藤産業観光課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業観光課長（近藤） それぞれの事業に対して確認を行って、それに対して助成を行

っているということでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 関連質問でございます。商工会、力をぜひつけていただきたいですね。
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今回、クーポン券もようけ使っているんですが、やっぱり印刷機の問題なのか、地元に

そういうシンクタンクに近いものがないと、全部、外部に情報が出ますからね、中身、

残らないですね。

参議院議員、出ていますね、商工会から応援して。新しい、何でしたか、江田島のほ

うの方ね。ああいう方とちょっとぜひネットワークをつくられて、やっぱり人材ですよ、

商工会、ぜひ力をつけてください。地元の要は商工業のシンクタンクとしてなるように、

いかがですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） 商工会さんのほうとは、町といたしましても連携をしながらという

ことがありますので、そこら辺は十分に話させていただきたいというふうに思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 以上で総務部門について説明が終わりました。

次に、住民生活部門に移りたいと思います。

執行部入替えのため、暫時休憩いたします。

（休憩 １４時３６分）

（再開 １４時４９分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

続きまして、住民生活部門といたしまして、総務費の一部と民生費の一部について説

明をお願いいたします。

花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） それでは、７８、７９ページをお願いします。

２款総務費から御説明いたします。

２款総務費、１項総務管理費、５目交通安全対策費、交通安全対策事業でございます。
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この事業は、年４回の交通安全運動期間中に街頭啓発活動を実施するなど交通事故防

止の防止、減少を図るための諸経費を計上しています。

事業全体で２４０万円、本年度より１８１万９,０００円、３１３.１％の増となって

います。

増額の要因は、購入から２０年以上が経過し、老朽化した公用車の更新費用でござい

ます。

主な事業費は、街頭啓発活動で使用するのぼり旗の購入や公用車の燃料費など事業費

３万２,０００円、公用車購入のための備品購入費１９０万１,０００円、安芸地区交通

安全協会熊野支部への補助金３７万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 同じく７８、７９ページから８０、８１ページをお願いいたし

ます。

中段６目防犯対策費防犯対策事業でございます。

この事業は、犯罪のない安全で安心して暮らせる町の実現のため、町民一人一人の防

犯意識を高める啓発活動や自主防災組織に対する支援など町内の犯罪件数の減少を目的

とした経費を計上するもので、事業全体で６５４万３,０００円、本年度より１０４万

９,０００円、１９.１％の増となっております。

増額の主な要因は、防犯カメラ設置による機械器具使用料及び施設整備工事によるも

のでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員に係る報酬３６２万９,０００円、防犯ボランティ

ア保険の保険料３万３,０００円、海田警察署管内防犯組合連合会負担金として負担金

補助及び交付金１５万円でございます。

財源の国県支出金１７４万８,０００円は地域廃棄物対策支援事業補助金、その他５

２万１,０００円は安全安心まちづくり事業助成金等でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続いて、７目諸費の収納金還付事業でございます。

この事業は、町税等の還付金及び還付加算金に係る経費を計上しています。

事業全体で６００万円、本年度より１５０万円、２０％の減となっています。

減額の主な要因は、３、４年度にコロナの影響により増額した法人町民税の還付金を

減額したことによるものです。
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財源の国県支出金１９５万９,０００円は、県からの県民税徴収取扱費交付金でござ

います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 続いて、８０、８１ページの中段、中ほど、８目国民保護費、

国民保護事業でございます。

この事業は、外国からの武力攻撃事態や大規模なテロなど緊急対象事態が発生したと

きの住民避難や被災者の救助、武力攻撃災害への対処等を定めるための事務に必要な経

費を計上しています。

事業全体で４万円、本年度より１万２,０００円、２３.１％の減となっています。

主な事業費は、次年度開催を予定しております国民保護協議会の委員報酬４万円でご

ざいます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 少し飛びまして、８８、８９ページをお願いします。

中段からの２項企画費、３目地域振興費、地域振興事業でございます。

この事業は、地域住民の参画によるまちづくりを推進するもので、各地区のコミュニ

ティセンター、老人集会所の管理修繕に係る補助金のほか、まちづくり協働の推進に関

する経費を計上するもので、事業全体で１,２１５万８,０００円、本年度より１８万５,

０００円、１.５％の増となっております。

増額の主な要因は、コミュニティセンター等修繕費補助金の増額によるものです。

主な事業費は、行政協力員等の報酬４７３万９,０００円、コミュニティセンター等

管理費補助金１２１万３,０００円、まちづくり協働推進事業補助金１００万円、防犯

灯補助金３８８万５,０００円でございます。

財源の国県支出金１０万３,０００円は、国庫補助金の外国人受入環境整備交付金、

その他２７０万円は公益財団法人広島県市町村振興協会からの助成金でございます。

続いて、９０、９１ページをお願いします。

中段からの交通輸送対策事業でございます。

この事業は、町内の生活交通を維持確保する取組を中心とした交通輸送対策に関する

経費を計上するもので、事業全体で５,４３３万９,０００円、本年度より１,０３９万

６,０００円、２３.７％の増となっております。

増額の主な要因は、バス路線補助の増額によるものです。
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主な事業費は、バス路線補助金３,７４３万７,０００円、おでかけ号の運行業務委託

料、熊野町地域公共交通計画策定業務委託料でございます。

財源のその他２,６８９万９,０００円は、地域福祉基金からの繰入金が１,１３７万

３,０００円、雑入で阿戸線補助に対する広島市の負担金１,５２８万３,０００円及び

広島空港整備事業費市町負担金助成金２４万３,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（西川） 続きまして、９４ページから９５ページの３項徴税費、１目

税務総務費の町民税総務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収事務に係る時間外手当会計年度任用職員の報酬とい

った人的経費を計上しております。

事業全体で４６５万円、本年度より３９万７,０００円、９.３％の増となっておりま

す。増額の主な要因は報酬の増によるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬２８６万８,０００円でございます。

財源の国県支出金４５４万円は、県からの県民税徴収費委託金、その他１万６,００

０円は会計年度任用職員の社会保険料個人負担分でございます。

続く固定資産税総務事業でございます。

この事業は、固定資産税の賦課徴収事務に係る人的経費を計上しております。

事業全体で２９７万２,０００円、本年度より２３７万６,０００円、３９８.７％の

増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の報酬等の新規計上によるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬１６５万２,０００円でございます。

財源のその他１万円は、会計年度任用職員の社会保険料、個人負担分でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続きまして、収納総務事業でございます。

この事業は、収納した徴税の消し込み管理事務、滞納整理事務に係る人的経費を計上

しています。

事業全体で３８万円、本年度より９,０００円、２.４％の増となっています。

主な事業費は、固定資産評価審査委員報酬７万５,０００円、職員の時間外手当２２

万９,０００円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○住民生活部次長（西川） 続きまして、９７ページ下段から９９ページの税務総務事業

でございます。

この事業は、税務住民課の町民税、固定資産税グループの業務全般に係る経費を計上

しております。

事業全体で５０２万４,０００円、本年度より３６万２,０００円、７.８％の増とな

っております。

増額の主な要因は、地方税共同機構関係負担金の増によるものです。

主な事業費は、軽自動車等取扱負担金、地方税共同機構関係負担金等の負担金１７７

万４,０００円でございます。

財源の国県支出金４１９万４,０００円は県からの県民税徴収費委託金でございます。

続きまして、２目賦課徴収費、町民税事務事業でございます。

この事業は、町県民税の賦課徴収のための経費として電算関係の委託料などを計上し

ています。

事業全体で１,１２９万２０００円、本年度より５５６万９,０００円、９７.３％の

増となっております。

増額の主な要因は、手数料及び電算処理委託料の増によるものです。

主な事業費は、クラウド利用料等の手数料の５７２万５,０００円でございます。

財源の国県支出金８９３万８,０００円は、県からの県民税徴収費委託金、その他７

４万５,０００円は所得証明などの証明手数料でございます。

続きまして、９９ページ下段から１０１ページにかけての固定資産税事務事業でござ

います。

この事業は、固定資産税の賦課徴収に係る経費を計上しています。

事業全体で１,７８９万９,０００円、本年度より６０４万８０００円、２５.３％の

減となっております。

減額の主な要因は、鑑定評価業務委託料１,０３３万７,０００円の減によるものです。

主な事業費は、路線価算定業務、標準宅地鑑定評価業務等の委託料でございます。

財源のその他３７万円は、土地台帳等の閲覧手数料及び証明手数料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○収納管理課長（福嶋） 続きまして、収納事務事業でございます。

この事業は滞納整理のためのシステム利用料や収納業務委託料に係る経費を計上して
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います。

事業全体で１,２５４万３,０００円、本年度より５２２万１,０００円、２９.４％の

減となっております。

減額の主な要因は、総務省が来年度から予定している電子納税の税目拡大と全国統一

ＱＲコードの導入に係る事前のシステム改修を今年度、実施したことによるものです。

主な事業費は、滞納整理システム利用料、利用手数料の３４９万円とコンビニ収納代

行業務委託料でございます。

財源のその他６６万円は証明手数料及び督促手数料です。

○住民生活部次長（西川）続いて、このページの下段の軽自動車税事務事業でございます。

この事業は軽自動車税の賦課徴収に係る経費を計上しております。

事業全体で２３５万２,０００円、本年度より１０８万６,０００円、８５.８％の増

となっております。

増額の主な要因はクラウド利用料の手数料の増によるものです。

主な事業費はクラウド利用料の手数料でございます。

続いて、１０２ページから１０５ページ上段までの４項戸籍住民基本台帳費、１目戸

籍住民基本台帳費の住民基本台帳等事業でございます。

この事業は、戸籍住民基本台帳及び印鑑登録原簿の記載、登録管理または諸証明の交

付事務のほか旅券交付などの事務に係る経費を計上しております。

事業全体で２,６４０万３,０００円、本年度より５０９万６,０００円、１６.２％の

減となっております。

減額の主な要因は、電算処理業務委託料の減によるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬３８３万５,０００円、電算業務委託料など

でございます。

財源の国県支出金２７万７,０００円は、外国人在住管理事務委託金など、その他７

４１万６,０００円は、各種証明手数料、閲覧諸証明の交付に伴う手数料収入などでご

ざいます。

続いて、中段の個人番号カード関連事務事業でございます。

この事業は、個人番号カード、いわゆるマイナンバーカードの申請や交付体制の強化

を図り、普及促進に取り組む経費を計上しております。

事業全体で３,２９２万４,０００円、本年度より６０９万,４０００円、１５.６％の
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減となっております。

減額の主な要因は、個人番号カードの関連事務委託料の減によるものです。

主な事業費は、マイナンバーカードの申請支援を行うための個人番号カード関連事務

委託料でございます。

財源の国県支出金３,２９０万４,０００円は、個人番号カード交付事務費補助金で、

その他２万円は会計年度任用職員の社会保険料個人負担分でございます。

次の５項選挙費以降の総務費につきましては、総務部により既に説明しております。

また、１１６ページからの３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費から１

２６ページ上段の３目障害者福祉費までは、後ほど健康福祉部から説明いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 少し飛びまして、１２６、１２７ページをお願いいたします。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉費、４目人権推進費、人権問題啓発推進

事業でございます。

この事業は、町民の人権意識の向上や町民を対象とした弁護士相談に関する経費を計

上するもので、事業全体で１８１万７,０００円、本年度より１２３万４,０００円、２

１１.７％の増となっております。

増額の主な要因は、人権講演会開催に伴う経費として、印刷製本費、筆耕翻訳料、講

師等派遣業務委託料の増額及び犯罪被害者見舞金を扶助費に新規に計上したことによる

ものです。

主な事業は弁護士相談事務でございます。

財源の国県支出金６９万７,０００円は県委託金の人権啓発活動地方委託金でござい

ます。

続きまして、１２８、１２９ページの上段の広域隣保活動事業でございます。

この事業は、人権教育集会所を拠点に生活相談員を配置し、様々な生活相談を行うた

めの経費を計上するもので、事業全体で２６３万５,０００円、本年度より５０万円、

１５.９％の減となっております。

減額の主な要因は、人権講演会開催に伴う経費を人権問題啓発推進事業に組み替えた

ことによる熊野町人権推進事業補助金の減額によるものです。

主な事業費は、生活相談業務委託料及び熊野町人権推進事業補助金８０万円でござい

ます。
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財源の国県支出金９８万円は県補助金の隣保館運営費等補助金でございます。

続いて、下段、熊野町教育集会所管理事業でございます。

この事業は、川角地区にあります生活相談や学習事業、人権啓発事業等を行う教育集

会所の管理運営に係る経費を計上するもので、事業全体で５０万６,０００円、本年度

より５万８,０００円、１２.９％の増となっております。

増額の主な要因は光熱水費の増額によるものです。

主な事業費は光熱水費３２万７,０００円でございます。

財源のその他３,０００円は行政財産目的外使用料でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（西川） １２８、１２９ページ下段から１３０、１３１ページをお願

いいたします。

５目国民年金費、熊野町国民年金事業でございます。

この事業は、国民年金の資格関係の届け出や保険料免除申請の受理など国からの法定

受託事務に係る経費を計上しております。

事業全体で４７７万２,０００円、本年度より１５１万１,０００円、４６.３％の増

となっています。

増額の主な要因は、クラウド利用料の増によるものです。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬１６６万４,０００円、クラウド利用料とし

ての手数料２１６万７,０００円でございます。

財源の国県支出金４７６万２,０００円は基礎年金等事務費交付金、その他１万円は

会計年度任用職員の社会保険料個人負担分でございます。

１３０、１３１ページの下段をお願いします。

６目国民健康保険費、熊野町国民健康保険事業でございます。

この事業は、国民健康保険事業特別会計の事務執行体制を設けるための経費と特別会

計への繰出金を計上しております。

事業全体で１億３,５３３万２,０００円、本年度より７６２万８,０００円、５.３％

の減となっています。

減額の主な要因は、保険税基盤安定負担金、保険税の軽減分の減による特別会計への

繰出金が減少したことによるものです。

主な事業費は、特別会計への繰出金１億３,５３３万２,０００円でございます。
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財源の国県支出金は、国民健康保険税の軽減に係る国や県の保険基盤安定負担金など

９,２０８万５,０００円でございます。

繰出金につきましては、後ほど特別会計において説明をさせていただきます。

少し飛びまして、１３６、１３７ページをお願いします。

１０目後期高齢者医療事業でございます。

この事業は、後期高齢者医療特別会計の事務執行体制を設けるための経費と特別会計

への繰出金を計上しております。

事業全体で４億８,７３４万１,０００円、本年度より２,８０４万８,０００円、６.

１％の増となっています。

増額の主な要因は、被保険者の増による特別会計への繰出金が増加したことによるも

のです。

主な事業費は、特別会計への繰出金４億８,７１９万８,０００円です。

財源の国県支出金６,４４１万２,０００円は、後期高齢者医療保険料の軽減に係る県

の保険基盤安定負担金でございます。

繰出金につきましては、後ほど特別会計において御説明をさせていただきます。

総務費、民生費は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました７８ページから

８１ページの総務費、総務管理費の交通安全対策費、防犯対策費、諸費の一部及び国民

保護費、８８ページから９１ページの企画費、地域振興費の一部、９２ページから１０

５ページの徴税費及び戸籍住民基本台帳費、１２６ページから１３１ページの民生費、

社会福祉費の人権推進費、国民年金費、国民健康保険費、そして、１３６、１３７ペー

ジの後期高齢者医療費について質疑を行います。

質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ８９ページ、２款総務費、２項企画費、３目地域振興費、地域振興事業

でございますが、行政協力員謝金等４７３万９,０００円が計上されておりますが、こ

れは自治会長さんなんですかね、ほかにありましたら、御説明ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 行政協力員さん、地区が１４地区、この方々のお金と、もう一

つは、まちづくり協働推進事業の選考委員さんの報酬、謝金も入っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 自治会長さんに払われる謝金についてなんですが、一律同じ金額ですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） はい、月額２万８,０００円となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １４自治会あるんですけれども、自治会の規模、また世帯数、かなり差

があると思われますが、同じ謝金というのは不公平感があるのではないかと思いますが、

いかがでしょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） 行政協力員というのは、町の要請に基づいていろいろ動いてい

ただくんですけども、これの規模の大小というのはあまり関係ないというふうに思って

おります。各自治会のいろんな広い狭いというのはあると思いますけども、行政協力員

となられた方は、町の依頼も受けて調整されているということで、一律というふうにさ

せていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） それはちょっと認識が違うのではないかなと思います。私は、以前１０

年ぐらい前になるんですが、社協の補助金を、当時、やはり今の行政協力員に支払われ

る謝金と同じ一律だったんですけれども、人口も違いますし、規模も違いますし、事業

内容も違うということで人数割にしてもらった経緯があります。自治会長さん、今後、

成り手不足ということも懸念されるところではありますし、活動範囲が違うということ

はかなり負担が違うと考えられます。これは、ぜひとも自治会の面積とか人口などで算

出していただきたいと思うのですが、いかがでしょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） そういった考えもあるということで、ちょっと今後の検討課題

とさせていただきたいというふうには思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ７９ページ、一番上になります。交通安全対策費の中のほとんど新し

い車を買いましたという御説明がございました。これ専用車になるのか、ほかの車両で

代用がきかなかったのか。またはこの交通安全対策費で買ったけども、普段はこんな使

い方をしておりますという形があれば教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） こちら令和５年度に新たに購入させてもらう車両となっており

ます。こちらは交通安全対策のほうでの専用車両ということで、青いパトランプを上部

につけて町内を走る予定となっております。

こちらは、また災害時にはこのパトランプといいますか、そこにスピーカーがついて

おりますので、災害といいますか、避難を呼びかけるときにも活用していきたいという
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ことで、新たに今年、来年度が車検の年になりまして、ちょっと故障等も多いので、今

回、購入させてもらうように要求させていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ありがとうございます。あと、８１ページになります。

下段のほうに国民保護事業というのが始まりますというお話がございました、Ｊアラ

ートとの関係と、あとはどういう方にこの７人、委員になっていただく予定かというよ

うなことを教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） こちらＪアラートでミサイルの発射などでいろいろと近頃、テ

レビ等で放送があろうかと思いますが、そういうときにＪアラートで住民さんのほうに

避難を呼びかけたりということでつながってくるものです。

この委員さんのほうには国民保護計画というものをつくっていただくというところで、

委員さん、参加していただきまして、こちら７名なんですが、こちらが広島ガスの方と

か、広電さん、ＮＴＴさん、議会のほうからもお１人、熊野町消防団で町医師会のほう

からということで、７名ちょっと定員さんのほうに入っていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ありがとうございます。もう一つ、９１ページ、一番下になります。

広島空港整備負担金というので地元負担が各市町村に割り当てられておりますという

御説明、去年もお聞きしたんですが、これ４８万円、４９万円から出るんですが、その

うちの２３万からは、不交付されるでしたか、補助金がございますかだったかとの説明

があったと思うんですが、そういう事務のやり方は何とかならんものなんでしょうか。

実質出るのが２５万円ならもう２５万円という形で、寄附をもらって、またそれを返し
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てというのは、お互いが無駄な事務が生じているんじゃないかと思いますが、いい方法

はないものでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） この空港の負担金というのは、県内市町の割り当てがありまし

て、その分をお支払いをするんですけども、もらうほうにつきましては、そちらからで

はなくて、確か自治振興何とかというところ、ごめんなさい、払うところともらうとこ

ろが違いますので、ちょっと一緒にはできないという状況がございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 防災安全課が多分、窓口になるのだろうと思うんですが、ドローンです

ね、どんどん運転のレベルが上がってきておりまして、何か災害があるとかもろもろ起

こったときには、これを使った情報収集が必要になってこようかと思うんですが、熊野

町の体制としては、国とか県とかどこかを頼るんですか、独自にはできないんですか、

そのあたりいかがですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） ドローンの活用ですが、最近よく言われる消防団とかでも使っ

たり、そういうようなことが報告が上がってきております。熊野町におきましては、職

員の人数の関係もございますので、他の民間の会社と協定を結ぶことができればなと思

っております。ただ、撮るだけでは活用ができませんので、その撮ってきたデータを見

れる状態まで民間のほうにしていただいて、それを提供を受けることが一番情報として

活用しやすいのではないかなと今のところは考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 熊野の地形を考えますと、あんまり効率というのはないかと思うんです

が、お薬とか、食料とか、かなり運送会社のほうも力を入れて効率化に使うようでござ

いますので、ぜひ情報収集されて、もしやのときにはかなり力を出しますから、地震も

起こりますし、ある意味では、熊野だけでなくて広域で考えないといけん場合が多々出

ようかと思いますから、ぜひ頭に入れておいてください。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 歳入をちょっとお聞きします。

１５ページ、個人町民税の現年課税分が前年比で約３,０００万円弱の増、２.８％の

増になっておりますが、その増額の理由をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川住民生活次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（西川） 歳入の町税につきましては、毎年、大体同じように、見込み、

国の情報とかも含めて見ております。町民税につきましては、４年度の当初賦課期日の

現在の人口を基礎に推計しまして、人口はですね、継続する人口減少を考慮して対前年

度０.５％で試算したという形でのそういう設定をしていきまして、所得割については、

令和５年度の平均給与所得がコロナの影響がそこまでなくなってきているということで、

変動率を３％に乗せたとかというような形でそういう試算をして、収納率を９９％見て

見込んでいるという状況にしております、そういう形でまず設定をしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 要するに納税義務者数が増えたのではなくって、所得が増だと、コロナ

後で景気状況等が回復したということによる所得増により所得割が増えたという解釈で

よろしいですか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西川住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部次長（西川） そういう独自の見立てをさせていただきまして、計上させて

いただいたということです。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。次、歳出です。

７９ページ、防犯対策事業、先ほどの説明では、防犯カメラを設置するということだ

ったんですけれども、何台どこに設置するか、お願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 台数は３台です。場所的には、平谷の御津あたり、それから西

防災交流センターあたりと、あと阿戸別れ、この３か所に設置の予定です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これ選定というか、したのは、具体的にこれ地域から要望があったとい

うものですか、それともほかの要因等で場所を決めたということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 一番の要因は警察からの要望でございまして、道路が移るとこ

ろ、往来の多いところで、町といたしましては、自転車の盗難防止も兼ねてのことでこ

の場所を選んでおります。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。続いて、８９ページです。

地域振興事業の負担金補助及び交付金で、コミュニティセンター等修繕費補助金、１

０６万２,０００円ですが、これはどこになりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 各自治会から要望をいただきまして、そのうちの今回は石神と

川角と平谷、この３か所の修繕に充てるようにしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございます。分かりました。続いて、１８９ページです。

消費者啓発事業の負担金補助及び交付金、迷惑電話対策補助金３０万円ですが、ちょ

っとこれ詳細についてお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） まだ、そこへは。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） いってないか、すみません、ごめんなさい。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ７９ページからちょっと２点ばかり、お願いを兼ねてあります。

一番上の交通安全対策事業、交通安全に関わる立哨活動ですか、朝、立ちますよね、

４回かですかね。自治会をはじめ老人会さんも立っている実績があるんですけど、ちょ

っとしばらく立ってないんですけど、これはコロナとか災害とかあってということだと

思うんですが、ぼつぼつ皆さんが一緒に立ったほうがいいのかなという一つの提案です。
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それから、真ん中というか、防犯の関係でちょっと聞き漏らしがあったかもしれませ

ん。安心安全で５２万円というのをちょっと聞きましたが、ちょっとそこの細かいとこ

ろをちょっと教えてもらいたいと思うんですけど。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） まず、交通安全対策事業の交通安全の啓発活動ですが、おっし

ゃっていただいたように、コロナの影響で規模をかなり縮小して活動してまいりました。

４月からは元の形に戻るような格好で皆さんの御協力をいただいて交通安全に努められ

るように啓発していきたいと考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ５２万円と聞いたんですが、もう少し教えてください。安心安全の以降

がよく聞き取れませんでしたけど。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） ちょっとどこのページ数と質問内容をもう一度。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 多分このことであるかもしれません。その他の５２万１,０００円とい

うのがありますけど、このことを言われて安心安全を言われたのか。安心安全は各自治

会に２０万円を支給されている、このことですか、それともどのことですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○生活環境課長（熊野） 警察ＯＢを雇いまして、学校とかいろいろ回っていただくんで

すが、そちらのほうの補助金に充てるようにしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 安心安全なまちづくりとは違うということですね。はい、それなら大丈

夫です。

ちょっともう１点、最後、教えてください。

８９ページの防犯灯の補助金、これが３８８万５,０００円になっていますけれど、

単純にそれを割ってみると、補助金が１件当たり多分２万７,０００円ぐらいだと思う

んですけど。１４０余りの防犯灯の台数になると思うんですが、これぐらいつけるんで

すか。それとも令和４年度もこれぐらいあって、そういう実績を見てつけられるのか、

ちょっとそこが知りたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 積み上げの内訳を説明させていただくことでかえさせていただ

きたいと思います。

設置等につきましては、４０棟の自治会でかかった部分の８割をお支払いしておりま

して、４０棟をあげております。

それから、電気代につきましては、全部で２,１０１灯ありまして、それの１２か月

分の６０％という形で計算しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 分かりました。ありがとうございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。
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（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、続いて、衛生費と商工費の一部、

消防費について説明をお願いいたします。

熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） １５４、１５５ページ下段の４款衛生費、１項保健衛生費、１

目保健衛生総務費から１６２、１６３ページの３目母子保健事業までは健康福祉部から

後ほど御説明いたします。

１６４、１６５ページをお願いいたします。

下段から次、次ページにかけまして、４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、

環境衛生事業でございます。

この事業は、環境衛生活動を行う団体や浄化槽設置整備などに取り組む住民への支援、

また、火葬場使用料の一部を助成することによって、環境衛生上の危害発生防止や公衆

衛生の向上に努めることを目的とした経費を計上するもので、事業全体で２,９２２万

２,０００円、本年度より５６２万円、２３.８％の増となっております。

増額の主な要因は、葬祭費補助金の増額によるものです。

主な事業費は、環境衛生活動を行う団体、葬祭費、浄化槽設置整備などの各補助金、

合わせて２,６５８万２,０００円でございます。

財源の国県支出金３１５万円は浄化槽設置整備事業補助金等で、その他２０２万９,

０００円は県の河川清掃等受託事業収入等でございます。

１６６、１６７ページをお願いします。

中段、狂犬病予防事業でございます。

この事業は、狂犬病の感染発症を防ぐため、飼い犬の狂犬病予防注射の接種を促し、

接種率向上を図るとともに、野犬から狂犬病感染や人的被害防止に努め、安心して生活

できる環境づくりに努めることを目的とした経費を計上するもので、事業全体で５６万

７,０００円、本年度より７万円、１１％の減となっております。

減額の主な要因は、手数料の畜犬管理システム利用料の減額によるものです。

主な事業費は、畜犬管理システム利用の手数料３１万５,０００円でございます。

財源のその他５６万７,０００円は犬の登録手数料等でございます。

１６８、１６９ページをお願いします。
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中段、５目公害対策費、公害対策事業でございます。

この事業は、環境騒音等の測定、大気簡易測定、河川水質調査などを行い、大気汚染、

水質汚濁、騒音・振動・悪臭等の公害抑制及び防止に努め、快適な環境づくりを行うも

のの経費を計上するもので、事業全体で３７４万２,０００円、本年度より１万６,００

０円、０.４％の減となっております。

主な事業は、熊野町環境調査業務委託料でございます。

それぞれの環境測定の箇所数は、環境騒音等測定が５か所、大気簡易測定２か所、河

川水質調査６か所の調査を行うこととしております。

財源の国県支出金９万２,０００円は騒音規制事務に係る県の事務委託金でございま

す。

続きまして、下段から次のページにかけまして、２目清掃費、１目清掃総務費、清掃

事務事業でございます。

この事業は、循環型社会の推進に係る事務経費を計上するもので、事業全体で６１万

２,０００円、本年度より１万８,０００円、３％の増となっております。

増額の主な要因は、大型ごみ夜間パトロールのための職員手当等の増額によるもので

す。増額のその他１０万円は一般廃棄物処理業許可申請手数料でございます。

１７０、１７１ページをお願いいたします。

上段２目塵芥処理費、廃棄物収集運搬事業でございます。

この事業は、町内の家庭で発生するごみを適正に収集運搬する業務に必要な経費を計

上するもので、事業全体で８,９５７万７,０００円、本年度より４５３万３,０００円、

５.３％の増となっております。

増額の主な要因は、委託料の増額によるものです。

主な事業費は、ごみステーション整備事業補助金２８万円のほか、収集運搬業務等の

委託料やごみボックスの設置等の工事請負費でございます。

財源の国県支出金２１１万３,０００円は、廃棄物対策に係る県補助金、その他９４

６万円は紙などの資源物売却益でございます。

続きまして、下段から次ページにかけまして、廃棄物中間処理最終処分事業でござい

ます。

この事業は、熊野町から発生した一般廃棄物を業者委託によって適正に中間処理、最

終処分を行い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るもので、事業全体で３億４,
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７２４万７,０００円、本年度より６,４０３万６,０００円、２２.６％の増となってお

ります。

増額の主な要因は、中間処理業務等の委託料の増額及び広域ごみ焼却場、安芸クリー

ンセンターの基幹改善工事に伴う地元対策費の負担の増額によるものです。

主な事業費は、安芸地区広域ごみ焼却場事業負担金２億６,５１９万９,０００円でご

ざいます。

財源の国県支出金１６万６,０００円は、廃棄物対策に関わる県補助金、その他１,１

３０万９,０００円は安芸地区衛生施設管理組合の廃プラリサイクル補助金や紙などの

資源売却益などでございます。

１７２、１７３ページをお願いします。

上段、環境事務所維持管理事業でございます。

この事業は、指定管理者に環境事務所の施設及び施設の維持管理、搬入された一般廃

棄物の一時保管、廃棄物処理手数料の徴収などの業務を委託することにより、住民サー

ビスの向上、経費の節減、効果的かつ効率的な運営を期待するとともに、廃棄物を衛生

的かつ適正に処理して生活環境の保全と公衆衛生の向上を図り循環型社会の構築を推進

するもので、事業全体で１,８２４万８,０００円、本年度と比べて２６３万１,０００

円、１６.８％の増となっております。

増額の主な要因は、老朽化したフォークリフトの更新による備品購入費の増によるも

のです。

財源のその他８,０００円は行政財産目的外使用料でございます。

続きまして、下段、３目し尿処理費、し尿処理事業でございます。

この事業は、広島市と安芸郡４町が安芸地区衛生施設管理組合で、し尿及び浄化槽汚

泥を共同で処理し、効率的な施設運営を図るもので、事業全体で７,１５６万４,０００

円、本年度より２,７０１万１,０００円、６０.６％の増となっております。

増額の主な要因は、構成市町のし尿及び浄化槽使用人口の修正に伴い分担金が増額と

なったことによるものでございます。

続きまして、下段から次のページにかけまして、３項上水道費、１目上水道費、上水

道会計繰出金でございます。

これは一般会計から熊野町水道事業会計へ繰り出す児童手当負担金５６万円でござい

ます。
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続く５款農林水産業費については、建設農林部から後ほど御説明いたします。

次に、少し飛びますが、１８６、１８７ページをお願いします。

６款商工費、１項商工費、１目商工振興費、下段、消費者啓発事業でございます。

この事業は、消費生活相談窓口において、消費生活に関するトラブルや特殊詐欺に関

する相談に対する助言や、より専門的な機関の紹介等を実施するとともに、広報啓発活

動を行うことにより、被害の未然防止に努め、住民が安全安心して生活できる消費環境

の推進を図るため経費を計上するもので、事業全体で１５４万,３０００円、本年度よ

り２２万９,０００円、１７.４％の増となっております。

増額の主な要因は、新規事業として、迷惑電話対策補助金３０万円の増額によるもの

でございます。

主な事業費は、消費生活相談員の報酬１０７万９,０００円でございます。

財源の国県支出金１５万円は広島県消費者行政活性化事業補助金でございます。

続く７款土木費につきましては、建設農林部から御説明いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） それでは、少し飛びまして、２１６、２１７ページの下段から

２１８ページ、２１９ページをお願いいたします。

８款消防費、１項消防費、１目常備消防費、常備消防運営事務事業でございます。

この事業は、火災等の災害時における町民の生命財産を確保するため、広島市への常

備消防事務の委託に要する経費を計上しております。

事業費全体で２億６,９９７万４,０００円、本年度より１,５５６万７,０００円、６.

２％の増となっております。

増額の主な要因は、広島市への消防事務委託料の増によるものです。

主な事業費は、広島市への消防事務の委託料でございます。

財源のその他１４６万９,０００円は、行政財産目的外使用料１,０００円と消防ヘリ

コプター運営助成金１４６万８,０００円でございます。

続きまして、２１８ページ、２１９ページの中段から２２０ページ、２２１ページの

上段にかけての２目非常備消防費、消防団運営事業でございます。

この事業は、熊野町消防団団員の年間報酬、災害時の出動や災害を見据えた訓練実施

への出動報酬、その他退職報償金、災害補償などへの補償金を計上するもので、事業全

体で２,４３７万３,０００円、本年度より１２１万８,０００円、５.３％の増となって
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おります。

増額の主な要因は、消防団員の安全装備品の調達によるものです。

主な事業費は、報酬１,２４１万４,０００円、うち消防団員報酬６０８万４,０００

円、消防団員出動報酬６３３万円、消防団員退職報償金４００万円を含む報償費の合計

が４０２万２,０００円。

消耗品費では、消防団員の活動に必要な安全装備品などを含む３２９万円を計上し、

これらを含む事業費の合計が３３１万円となっております。

財源のその他６００万円につきましては、消防団員等公務災害補償と共済基金からの

消防団員退職報償金４００万円、消防団員安全装備整備等助成金１００万円、地域防災

組織育成助成金１００万円でございます。

続いて、２２１ページの中段、３目消防施設費、消防水利機械器具維持管理事業でご

ざいます。

この事業は、火災などの災害発生時に欠かすことのできない消防水利や消防用資機材

の整備、維持管理に要する経費を計上するもので、事業全体で１,０７２万７,０００円、

本年度より７４万２,０００円、７.４％の増となっています。

増額の主な要因は、安芸消防署からの依頼により消防水利標識の修繕工事を実施する

ものです。

主な事業費は、消防積載車の車検や資機材等の修理のための修繕料７１万５,０００

円などを含む事業費９５万１,０００円。

工事請負費では、消防水利標識修繕工事のための経費を計上し、第九分団、平谷の分

団になります、の消防積載車の取得に要する経費としまして、備品購入費７９３万２,

０００円、消火栓修繕と新設に係る負担金補助及び交付金１１０万円でございます。

財源の地方債７８０万円につきましては、緊急防災減災事業債でございます。

続きまして、２２０、２２１ページ下段から２２４、２２５ページにかけての４目消

防費災害予防及び応急対策事業でございます。

この事業は、豪雨、地震などの各種災害に対する予防措置、被害の軽減、応急避難対

策などを目的に、食料や生活必需品の備蓄、防災行政無線の維持管理、自主防災組織の

育成支援助成、広島県防災ヘリコプター負担金などの経費を計上したものでございます。

事業全体で４,１４３万２０００円、本年度より３１２万円、７％の減となっており

ます。
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増減の主な要因ですが、増額は戸別受信機の受信状況の悪い方への屋外アンテナの設

置業務や防災行政無線の緊急親局免許申請業務などの委託料及び避難所環境の整備のた

めの簡易トイレの調達などによるもので、減額は、防災情報システム改修業務や町民体

育館備蓄倉庫改修工事、防災用投光器の調達の管理及び雨量計ポテカの廃止などでござ

います。

主な事業費は、報酬のうち会計年度任用職員２人分５３６万４,０００円、災害予防

やその対応に係る職員諸手当が３３７万円、災害対応物資の購入等に係る消耗品など事

業費６９０万１,０００円、防災行政無線保守点検業務など設備維持のための経費、防

災啓発のための委託料、Ｊアラートアンテナ移設工事の工事請負費及び熱処理のできる

簡易トイレの調達として、備品購入費１５１万７,０００円、広島県防災ヘリコプター

負担金、自主防災組織育成支援補助金、安全安心まちづくり事業補助金や平成３０年７

月豪雨犠牲者追悼式運営事業補助金など負担金補助及び交付金５０４万５,０００円で

ございます。

財源の地方債７０万円は緊急防災減災事業債で、その他１,５８５万４,０００円は筆

の里づくり基金、残り４４０万円が諸収入で、社会保険料納付金、広島県市町村振興協

会から広島県防災ヘリコプター負担金、安全安心まちづくり事業助成金、戸別受信機購

入負担金と災害対策費用保険金の合計でございます。

続いて、防災施設整備事業でございます。

この事業は、町内東部、中央西部に防災拠点として整備した各防災交流センターの機

能強化や改修等に要する経費を計上しております。

事業費全体で８２万３,０００円、本年度より４,１５７万７,０００円、９８.１％の

減となっております。

減額の主な要因ですが、町民会館前にある中央防災交流センターの整備工事完了によ

るものでございます。

主な事業費は各防災交流センターの維持工事などを行うための工事請負費でございま

す。

住民生活部の一般会計の説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、１６４ページから１７３ページの衛生費、

１８６ページ、１８７ページの商工費、商工振興費の一部と２１６ページから２２５ペ
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ージの消防費について質疑を行います。質疑はありませんか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） まず、２１８、２１９ページの消防団運営事業なんですが、今、消防団

員の方の成り手不足というのがかなり進んでいるところがあるみたいで、何か町で普及

啓発活動みたいなことはやっていますでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 花岡防災安全課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○防災安全課長（花岡） 熊野町におきまして、成り手不足というところまでは、現状と

少しそういう状態でないかなというふうには感じております。一時、定員１５７名を割

ることはございますが、定員不足ということはないんですが、県からいただきましたパ

ンフレット、リーフレット等を使いまして、各分団長さんにお配りしたり掲示したりし

て、啓発といいますか、成り手の募集などもしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 今、新築が建って、若い人がどんどん入ってきているんですが、なかな

かそういう消防団員になりたいという人が少ないので、そういう啓発活動も必要なので、

よろしくお願いします。

それと、１７０ページ、１７１ページ、廃棄物収集運搬事業の中で不法投棄ごみ監視

パトロール業務委託料とあるんですが、これ大体、年間どれぐらいで、場所はどの辺を

回っていますでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） こちらのほう、シルバー人材センターのほうにお願いしており

まして、各地区ごとでの回数、いろいろあるんですが、不法投棄の回収に関しましては、

９地区を年間１２回当たり、特別警戒として月に１回の早朝と夜間、地区回収を９地区
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を年間４回、全区域の回収、分別を年２回、このように行っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） これ、今、聞くところによると、パトロールだけじゃなくって回収して

処分をしているということですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） ごみステーションにあるものを集めて環境事務所のほうへ集め

ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ごみステーションというのは、不法投棄のごみステーションの周りの不

法投棄ということで、山の中の不法投棄ということではないということですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） ごみボックスの物を回収するのと、山のほうの不法投棄につき

ましては回収はしておりませんが、調査をして報告を受けるようにしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） お願いします。それと、１６６、１６７ページ、環境衛生事業です。

これ家庭用生ごみ処理機の購入補助金１５万円出ているんですが、いろいろな種類が

あると思うんですが、どのような種類が何台出ていますでしょうか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 一番よく出ているのがコンボックスというんですかね、緑色の

大きなバケツのようなもの、これにつきましては３,０００円の補助をしております。

あと電気の生ごみ処理機、こちらについては２万円を限度でしております。ちょっと台

数、今、持ってないんですが、昨年度も今年度もほぼほぼこの金額まで達するほど申請

をいただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） １５万円で一応なくなったら終わりということでしょうけど、大体どれ

ぐらいの時期でこの補助金がなくなりますでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） ゼロにはなってないので、昨年度も、年間通してで、今時期と

いうか、１２月、１月ぐらいには、ほぼほぼ底をついてくるかなというところでござい

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） そこなんですが、なかなか周知方法が浸透しないような気がするんです

が、何かちょっと特別なことをやろうとかということは考えてないのでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 特別なことは今のところ考えてないんですが、４月号の広報に

毎年、載せさせていただいております。あとはホームページに載せていると、その状況
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で、ちょうど、これ実は去年、この４年度から２万円か幾らかちょっとアップさせてお

りますので、ちょうどいい具合にはなっているかなとは思っております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかに。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １７１ページ、廃棄物収集運搬事業なんですが、町内在住の外国人の方

が分別を間違って出されているといったような声をお聞きするんですが、こういった外

国人の方に対するその分別の分かるようなものというのは、町のほうで何か用意されて

いるのでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 外国人に対するものというような、そのごみの正しい出し方と

か、そういったものの用意はしておりません。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 近隣に住んでいらっしゃる方は、大変迷惑というか、心配していらっし

ゃいますので。今、公式ＬＩＮＥ等、様々なツールを使って情報発信をされていますの

で、何か国語、町内に在住している方に合わせてですが、外国語でも分別が分かるよう

なものを発信していただければと思います。

続きまして、１７３ページのし尿処理事業なんですが、先ほど増額の理由、人口修正

によるということを言われていたんですが、もう少し詳細な説明をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 貞永住民生活部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○住民生活部長（貞永） これ、し尿の処理の関係の人口、広島市、府中、坂、海田、熊
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野のところのそれぞれ出しているんですけども、基本、下水道の方は関係ないんですけ

ども、し尿の汲み取りとあと浄化槽の汚泥の使われている人口をそれぞれ各市町のほう

が報告をするんですけども、昨年度ですか、広島市のほうが数字が間違っていたという

ことで修正がありまして、それのものを、ちょっと今までの広島市の数字が半分になっ

ちゃったので、各町の負担が増えたというような形のものになったもので、今年度の負

担金が増えたということでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） 一応、会議の中で質問させてもらったんですが、数字が間違っていると、

安芸区が言う限りは、もうそれ以上の精査がないんですが、今後、そういうことがあれ

ば、もっと会議の中で発言していきたいと思います。

数字間違いだということで非常に大きな負担になったんですが、その点は、今度そう

いうことが起これば、よく精査するように質問していきたいと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １７１ページです。

廃棄物収集運搬事業、先ほどの説明では、対前年比５.３％の増が委託料の増という

説明だったと思うんですが、委託料の増の説明をしてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） この委託料は、可燃ごみとか、紙とか、いろいろ廃プラとか、

それぞれ分かれて委託しております。人件費、それからガソリン代とか、そういったも

ののアップを設計の中に組み込んでの委託料のアップとなっております。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ということは、ごみも増えていっているということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） この収集業務に関しましては、量は関係なく、それぞれの曜日

とかの回数とかでのものになっての積算になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ということは、私が聞きたいのは、燃料代等が上がっているので、当然、

設計段階で委託料等も上げざるを得なかったのか、それとも家庭から排出されるごみが

増えてきよるので、収集回数なり収集台数を増やすということでの委託料の増大なのか、

どちらか、ほかの要因も含めてどうかなと思ったんです。そのあたりはどうですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） 人件費とか燃料費の増であって、量とか収集の回数を増やした

とか、そういったことはございません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。先ほど言いかけた１８９ページです。

消費者啓発事業の負担金補助及び交付金、迷惑電話対策補助金、この詳細の説明をお

願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） こちらのほうは、特殊詐欺等の被害を防ぐための電話機の購入

の一部を補助するものでございます。ものといたしましては、事前に登録のない電話番

号からの着信に対して注意を促すとか、通話の内容を自動録音しますよとかというよう

なものでございます。

対象者としましては、町内に在住の方で満６５歳以上の方を対象としております。あ

と滞納がないこと。

補助金の額につきましては、購入した費用の２分の１で１万円を限度としております

ので、３０台分を計上しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ありがとうございました。これ早速もう４月から始められますか。それ

と周知方法について教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） ４月号の広報に掲載しようと思っております。あとは民生委員

さんの会議とか、そういったところで周知して、一番強い口コミでの広報を考えており

ます。

その他いろいろ、うちの消費生活相談員が出前講座に行ったりしますので、そういっ

たところでも周知していきたいというふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 分かりました。６５歳以上ということなので、町広報は、はっきり言っ

て字が細かくて見えないと、ホームページもなかなか取っつきにくい年齢です。という
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ことで、言われたように、やはり民生委員、それとチラシを別に全戸配布するとか、そ

ういった方法も考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 消防団のリーフレットという話が出たので、ちょっと全般的な話で、こ

れはどちらに言えばいいのか分かりませんが、久しぶりに役場に。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） すみません、ページ数を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） ページじゃないね。リーフレットの１階ホールで並べてあるんだけど、

何が何やら訳分からんのです。非常に雑然とした状態、マイナンバーもある、確定申告

もあるでしょうけども、やっぱりみんなが関心を持って見ていただくようなディスプレ

ーをぜひ考えてくださいませんか。スペースが変わるなら、受付も変えて、ロボットか

何かで対応できるようにシステムを変えてもいいかと思うんですが、いかがでしょうか

ね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） すみません、庁舎の啓発につきましては、もう少し検討させていた

だいて、きちっと整理をするようにいたします。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） １７１ページからちょっと提案といいますか、お願いがありますけど、

ごみステーションの整備補助金ですか、２８万円ということになっていますけど。

実は先般、平谷地区ごみステーション、対象１３ほど全てペンキを塗り替えました。

おかげでその地域内は全てきれいになって、汚いそのごみステーションも、気のせいか
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もしれませんけど、大変きれいに使っていただいているというふうな波及効果があった

のかなというふうに思っているんですけど。

それに合わせて、２８万円、補助金が７,０００円から８,０００円、１件当たり出る

と思いますけど。単純計算すると、４０基ぐらいの整備だと思うんですけど。自治会長

宛に依頼文書か何か出して、計画的に調査をしてもらって取り替えていくような方法を

すれば、各地区とも非常にきれいになってくるのかなと思うんですが、そうすると２８

万円でいいのかどうかというのがあるんですが、その辺のお考えをちょっとお聞きした

いと思いますが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 熊野生活環境課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○生活環境課長（熊野） １台当たり７,０００円で、これ自治会連合会のほうの会議で、

各自治会のほうには申請をしてくださいといった形でお知らせをしておりまして、自治

会によっていろいろやり方はあるかとは思いますが、役員さんと班長さんとかに聞いて、

やるよって言われたところの数をうちのほうに申請されたりとか、いろいろあるとは思

いますが、自治会長のほうにはお知らせはしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） そのようなことで私も知ってはおりましたけど、結果的に全てやったの

で、非常にそういったきれいになったという成果があって、ほかの地区にもより以上、

展開を促進してもらったらどうかなということでお願いしました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 暫時休憩いたします。

提案でございます。再開は明日９時半で。

（散会 １６時１４分）
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令和５年 予算特別委員会 総務厚生分科会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和４年３月８日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和４年３月９日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１５名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１２番 荒 瀧 穂 積 １３番 山 吹 富 邦

１４番 山 野 千佳子 １５番 中 原 裕 侑

１６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（１名）

１１番 民 法 正 則

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

総 務 部 長 西 村 隆 雄

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

教 育 部 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司

住民生活部次長 西 川 伸一郎
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健康福祉部次長 西 村 ゆ り

教 育 部 次 長 立 花 太 郎

財 務 課 長 多久見 良 数

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

生 活 環 境 課 長 熊 野 孝 則

高齢者支援課長 井 原 志保里

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充

町 公 民 館 長 穂 坂 俊 彦

新型感染症対策室長 寺 澤 ひとみ

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議会費

総務費

民生費

衛生費

商工費

消防費

教育費

公債費

諸支出金

予備費

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療特別会計
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介護保険特別会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（再開 ９時２７分）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 再開いたします。

執行部より発言の申し出がありましたので、お知らせいたします。

西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） すみません、昨日総務部の予算審議のときに、尺田議員のほうから

いただいた指定金融機関についての御質問に対して、ちょっとお答えをさせていただき

たいと思います。

まず、指定金融機関につきましては、自治法におきまして、市町村は金融機関を指定

して、市町村の公金の収納、または支払いの事務を取り扱わせることができるというふ

うになっております。町の予算の支払い、または収入の全てを町の職員で行うことがで

きませんので、金融機関を指定して、こうした事務を扱っていただく必要がございます。

その中で、現在、指定金融機関として指定をしております広島県信用組合、県信さん

の派出所は役場内の窓口でございますけれども、ここで取り扱われる件数は、県信さん

へ伺ったところによりますと、月また日によって大きな差はあるんですけども、１日平

均２２人から３５人ぐらいとのことでございまして、年間に換算いたしますと７００人

から９００人ということになるかと思いますが、これに対応いただいております。

また、町の支払事務の中には、請求書に基づきまして、納付書で支払いをするものも

ございますけども、この件数が令和３年度の実績で４,５００件余り、金額にいたしま

すと１３０億円余りございます。これもこの窓口で扱っていただいているという状況と

なっております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 続きまして、国民健康保険事業特別会計について説明

をお願いいたします。

西川住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○住民生活部次長（西川） 国民健康保険事業特別会計について御説明いたします。

冊子のちょうど中ほどに薄緑黄色い仕切りの紙がございますが、一般会計の次ですが、

国民健康保険事業特別会計の予算案となります。国民健康保険事業は、制度改革により

平成３０年度から県が財政運営の責任主体となり、新体制の運営になっております。被

保険者数は２月末現在、４,１８１人で、減少傾向が続いております。

それでは、予算案のうち、主な内容について御説明申し上げます。

まず、歳入ですが、１０ページ、１１ページをお願いいたします。

１款の国民健康保険税は、現年課税分と滞納繰越分を計上しており、その総額は１０

ページの上段にございますように、３億８,５４０万６,０００円、本年度よりも５,７

９０万円、１３.１％の減となっております。

減額の主な要因は被保険者数の減等によるものでございます。

１２ページの中段をお願いいたします。

４款県支出金、１項県補助金において、保険給付費等交付金は、医療費等に充てる財

源として交付されるもので、１８億７,８６５万２,０００円、本年度より７,３０３万

円、４.０％の増となっております。

次の１４、１５ページをお願いいたします。

中段の６款繰入金、１項他会計繰入金の一般会計繰入金でございますが、一般会計が

収入する国庫負担金や地方交付税を特別会計に財源移転する、いわゆる法定繰入れ分が、

説明欄に記載しております保険基盤安定繰入金、未就学児均等割保険税繰入金、出産育

児一時金等繰入金及び財政安定化支援事業繰入金で、これらの合計は１億２,９１７万

８,０００円。次のその他一般会計繰入金は法定外の任意の繰入金で、町の医療費助成

事業、乳幼児医療などですけれども、の実施に伴う給付費増額相当分の保障措置として

の財源とするもので６０５万１,０００円、これらの総額で１億３,５２２万９,０００

円、本年度より５８８万７,０００円、４.２％の減となっております。

次に、主な歳出でございます。

１８、１９ページをお願いいたします。

１款総務費の１項総務管理費は、被保険者の資格管理などを行う電算処理関連の経費

などを計上する一般管理費と被保険者数に応じて、国保連合会の運営経費を負担する連

合会負担金で構成し、総額１,３１８万７,０００円、本年度より２１５万６,０００円、

９９.５％の増となっております。
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増額の主な要因は、会計年度任用職員に係る予算の計上及び一般会計で計上しており

ました時間外手当の計上によるものでございます。

次の２０、２１ページ。

２項徴税費の賦課徴収費、賦課徴収事業は、保険税の賦課徴収に伴う経費として、主

に納税通知書などの郵送料や電算処理関連経費などで、合計８８０万円、本年度４１０

万５,０００円、８７.４％の増となっております。

増額の主な要因は、クラウド利用料の増額及び特定健診事業等で活用する庁用自動車

等の備品購入費の計上によるものでございます。

３項趣旨普及費は、国保制度を周知・説明するために、被保険者などに配布する国保

のしおりの印刷製本費１８万５,０００円を計上しております。

以上、総務費は２,２１７万２,０００円、今年度より６２７万８,０００円、３９.

５％の増となっております。

２２、２３ページをお願いいたします。

次の２款保険給付費の１項療養諸費は、通院や入院に伴う医療費を医療機関に支払う

療養給付費、柔道整復やコルセット等の治療用装具などの費用を給付する療養費及び国

保連合会に支払う審査支払手数料で構成し、総額として１５億８,５０７万９,０００円、

本年度より２,３７７万円、１.５％の減となっております。

続く、２項高額療養費は、窓口での患者負担額について、一定の負担上限額を超えた

場合に給付を行う高額療養費と健康保険と介護保険の両方に自己負担がある場合に、そ

の１年分を合算して、一定の負担が限度額を超えた場合に給付する高額介護合算療養費

で構成し、総額２億８２３万９,０００円、７８１万５,０００円、３.９％の増となっ

ております。

２４、２５ページをお願いいたします。

中段、４項出産育児諸費は、出産育児一時金として、１件当たり５０万円を給付する

もので、国保連を通じて医療機関へ直接支払いを行うことから、国保連への支払手数料

を含め、６人分、３００万２,０００円を見込んでいます。

下段の５項葬祭諸費は、被保険者が死亡した場合、葬祭費として３万円を給付するも

ので、３５人分、１０５万円を見込んでいます。

次の２６、２７ページをお願いいたします。

６項国民健康保険事業費納付金は、保険給付費等の財源として県に支払うもので、５
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億４,８５７万３,０００円、本年度より９７７万７,０００円、１.８％の増となってお

ります。

７項傷病手当は新型コロナウイルス感染症に感染したとき、また発熱等の症状があり、

当該感染症の感染が疑われるときに就労することができず、治療を受けられない場合に

給付するもので、２０万円を見込んでいます。

以上、保険給付費は２３億４,６１４万４,０００円、本年度より６０６万８,０００

円、０.３％の減となっております。

続く下段から、２８ページ、２９ページの上段にかけて、３款保健事業費、１項特定

健康診査等事業費は、４０歳以上の被保険者に健康診査を実施し、併せて、内臓脂肪症

候群、いわゆるメタボリックシンドロームに該当する方などに保健指導を行うもので、

主な事業費は、栄養士報酬２２２万７,０００円、検診等委託料など、総額で１,９４４

万４,０００円、本年度より３１８万円、１９.６％の増となっております。

増額の主な要因は、特定健診の健診単価の増額に伴う委託料の増によるものです。

続く２項保健事業費は、医療費通知に要する郵送料、後発医薬品差額通知作成業務に

係る委託料など、総額１,３７８万３,０００円、本年度より３００万円、２７.８％の

増となっております。

増額の主な要因は、データヘルス計画策定のための委託料の増によるものです。

以上、保険事業費は３,３２２万７,０００円、今年度より６１８万円、２２.８％の

増となっております。

こうした内訳により、歳入歳出合計額は２４億６３５万６,０００円、本年度より６

３０万円、０.３％の増となっております。

以上で、国民健康保険事業特別会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、国民健康保険事業特別会計について質疑を

行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、次に移りたいと思います。

続きまして、後期高齢者医療特別会計について説明をお願いいたします。

西川住民生活部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○住民生活部次長（西川） 後期高齢者医療特別会計について御説明いたします。

予算書におきましては、後期国保特会の次になります。

後期高齢者医療制度は、強制加入となる７５歳以上の方などを被保険者として、県内

の市町が設置した広域連合が保険者となり、保険給付等を行う制度です。町は、広域連

合が賦課決定した保険料を徴収するとともに、広域連合に対してその徴収した保険料な

どを納める保険料負担金、町が負担すべき療養給付費負担金及び事務費分布金を納付す

るほか、被保険者に対する窓口サービスを行っております。

被保険者数は２月末現在５,０２５人で、増加傾向は続いております。

それでは、予算案につきまして御説明させていただきます。

まず、主な歳入ですが、１０、１１ページをお願いします。

１款後期高齢者医療保険料は、広域連合による試算値を基に、合計で３億８,２２８

万３,０００円、本年度より９３８万６,０００円、２.５％の増となっております。

３款繰入金、１項の一般会計繰入金でございますが、歳出の総務費や広域連合におけ

る事務費の財源とする事務費繰入金２,１７４万７,０００円、療養給付費の一部を広域

連合に法定負担する財源とする療養給付費繰入金３億７,９５６万８,０００円、保険料

軽減による減収分に充てる保険基盤安定繰入金を８,５８８万３,０００円としておりま

す。

これらは一般会計において県負担金として収入したものや、地方交付税により措置さ

れたものを特別会計に財源を移転するもので、総額４億８,７１９万８,０００円、２,

８０４万８,０００円、６.１％の増となっています。

増額の主な要因は、療養給付費繰入金２,０３１万１,０００円、保険基盤安定繰入金

７１７万の増によるものです。

次に、主な歳出でございます。

１４、１５ページをお願いいたします。

１款総務費の１項総務管理費では、納税通知書等の印刷に係る経費や、クラウド利用

料、システム改修委託料などの合計で２９３万１,０００円、本年度より１４７万４,０

００円、１０１.２％の増となっております。

増額の主な要因は、クラウド利用料の増額によるものです。

２項の徴収費は、保険料納入通知費などの郵送料として、役務費合計７８万円などの

計上により合計１０４万７,０００円を計上し、総務費の合計で３９７万８,０００円、
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本年度より１６２万円、６８.７％の増となっております。

１６、１７ページをお願いいたします。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は、広域連合の事務費を負担する事務費分布金、

医療費の１２分の１、約８％に相当する額を、町が広域連合に法定負担する療養給付費

負担金や徴収した保険料等を納める保険料等の負担金などで、総額８億６,５５５万３,

０００円、本年度より３,５７９万９,０００円、４.３％の増となっております。

増額の主な要因は、被保険者数及び医療費の増加に伴うものでございます。

こうした内訳により、歳入歳出合計額は８億７,０５３万２,０００円、本年度より３,

７４１万９,０００円、４.５％の増となっております。

以上で、後期高齢者医療特別会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、後期高齢者医療特別会計について質疑を行

います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、以上で住民生活部門について説明

が終わりました。

次に、健康福祉部門に移りたいと思います。

執行部入替えのため、暫時休憩いたします。

（休憩 ９時４３分）

（再開 ９時４５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

続きまして、健康福祉部門といたします。民生費及び衛生費の一部について説明をお

願いいたします。

西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 令和５年度一般会計予算案の健康福祉部門の説明をさせてい

ただきます。

それでは、１１６、１１７ページをお開きください。

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費の社会福祉一般事務事業は、民生
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委員や各種協議会に関する事務などに要する経費を計上しております。事業費は９３６

万５,０００円、本年度とほぼ同額です。

歳入の特定財源、国・県支出金は、民生委員の権限委譲事務交付金３２１万円等でご

ざいます。主な経費としましては、民生委員謝金８６６万２,０００円でございます。

続いて、福祉団体助成事業は、熊野町社会福祉協議会など社会福祉３団体に対する活

動助成金を計上しております。事業費は４,３７７万３,０００円、本年度より１１万７,

０００円、０.３％の増となっております。

増額の主な要因は、社会福祉協議会補助金のうち人件費の増によるものです。主な経

費は、社会福祉協議会４,３１８万円、民生委員児童委員協議会５８万３,０００円の補

助金でございます。

次に、１１８、１１９ページをお願いします。

中ほど、生活困窮者自立支援事業は、生活保護に至る前の段階の自立支援策として、

生活困窮者に対し自立相談支援事業及び住宅確保給付金の支給等を行うもので、事業費

１０８万５,０００円、本年度より１１万５,０００円、９.６％の減となっています。

特定財源の国・県支出金７２万２,０００円の内訳は、生活困窮者自立支援費国庫負

担金６０万９,０００円、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金１１万３,０００円で

ございます。

主な経費は、離職等により住宅を喪失または喪失するおそれのある就労意欲のある者

に対し、生活保護基準の住宅扶助費に相当する額を支給する住宅確保給付金６８万４,

０００円、子供の学習支援事業負担金８万１,０００円、一時生活支援事業負担金１１

万１,０００円でございます。

○高齢者支援課長（井原） 続きまして、下段から１１８、１１９ページにかけまして、

２目老人福祉費、老人ホーム等入所措置事業でございますが、この事業は、環境上及び

経済的理由により、居宅において養護を受けることが困難なおおむね６５歳以上の高齢

者の養護老人ホームへの入所委託に係る経費を計上しております。事業全体で３,７０

１万４,０００円、本年度より５８６万６,０００円、１３.７％の減となっております。

減額の要因は、養護老人ホーム入所者の減による委託料の減額によるものです。

主な事業費は、入所委託者１６人分の委託料です。そのほかの財源７２０万９,００

０円は、入所者からの費用徴収です。

敬老事業ですが、この事業は敬老会の開催や、長寿祝い金の支給による経費を計上し
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ています。事業全体で３３７万４,０００円、本年度と同額となっております。

主な事業費は、敬老会を開催するための実行委員会への補助金として７２万５,００

０円、１００歳と８０歳の方に支給する長寿祝い金の扶助費２２３万円です。

続いて、老人福祉一般事業ですが、この事業は、老人クラブ連合会及び熊野町シルバ

ー人材センターへの補助金、災害時要配慮者調査事業に係る経費を計上しています。事

業全体で３８６万６,０００円、本年度より１０４万８,０００円、３７.２％の増額と

なっております。

増額の主な要因は、熊野町シルバー人材センター移転に伴う町民会館敷地内倉庫の解

体に係る工事費に対する補助金を支給するための増額によるものです。

特定財源の県支出金は、在宅福祉事業費補助金５９万７,０００円です。そのほかの

１１６万８,０００円は筆の里づくり基金繰入金です。

主な事業費は、災害時要配慮者調査事業に係る通信運搬費７４万９,０００円、老人

クラブ連合会及び熊野町シルバー人材センターに対する補助金２６５万円です。

○健康福祉部次長（西村） 次に、１２２、１２３ページをお願いします。

３目障害者福祉費の障害者福祉一般事業は、身体障害者手帳の認定及び交付事務、障

害者相談員設置事業及び障害者福祉団体助成に係る経費を計上しております。事業費は

５６２万５,０００円で、本年度より４６３万５,０００円増額です。

増額の主な要因は、本年度、障害者福祉計画等の策定に係る費用の増額によるもので

す。

主な事業費は、障害者福祉団体への補助金５９万１,０００円、そのほか障害者等計

画策定業務委託料でございます。

続いて、特別障害者手当等支給事業は、特別障害者等手当、障害児福祉手当の２つの

手当の認定及び支給と特別児童扶養手当の認定に係る経費を計上しております。事業費

は１,２０３万８,０００円で、本年度より１０１万３,０００円、対前年度９.２％の増

でございます。

増額の主な要因は、手当支給対象者の増によるものです。

特定財源の国・県支出金９７１万２,０００円の内訳は、特別障害者手当等給付費国

庫負担金８９９万６,０００円、特別児童扶養手当事務費交付金１１万円、障害福祉費

委託金６０万６,０００円でございます。

主な事業費としましては、２つの手当の支給費である扶助費１,１９９万６,０００円
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です。

次に、１２４、１２５ページ。

障害者総合支援事業は、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービスの給付費等に係

る経費を計上しております。事業費は７億９,１５３万円で、本年度より８,９９４万５,

０００円、１２.７％の増となっています。

増額の主な要因は、様々な障害福祉サービスに係る扶助費の増によるものです。

特定財源の国・県支出金は、障害福祉サービス給付費に対する国及び県からの負担金、

補助金等で５億７,３３６万２,０００円でございます。

主な事業費といたしましては、役務費の手数料ではサービス等の審査支払手数料、障

害者福祉システム利用料等で６０８万２,０００円、負担金補助及び交付金の障害者が

就労支援事業所等に通所する際の交通助成が２７０万円、障害者福祉サービス等の提供

を行う扶助費で７億７,７４１万９,０００円です。

○子育て支援課長（佛圓） 続いて、１３２，１３３ページの中段をお願いします。

７目福祉医療費公費負担事業でございます。

この事業は、児童ひとり親家庭、重度心身障害者に対し、医療費の個人負担額を助成

することにより、経済的負担の軽減及び疾病の早期発見、重症化の予防に努めるもので、

事業費は１億６,５０９万２,０００円、本年度より３,４５６万３,０００円、２６.

５％の増となっております。

増額の主な要因は、乳幼児医療費助成制度をこども医療費助成制度に改め、対象年齢

を中学３年生まで拡大したことによる扶助費の増によるものでございます。

主な経費は、扶助費のひとり親家庭等医療費９２０万円、重度心身障害者医療費８,

４１０万７,０００円、こども医療費６,４６２万７,０００円でございます。

財源の国・県支出金５,５６４万２,０００円は、県費の福祉医療費公費負担事業費補

助金でございます。

○高齢者支援課長（井原） 続きまして、１３２、１３３ページをお願いします。

８目介護保険費、介護保険一般事業ですが、この事業は、介護認定調査員の雇用に係

る経費や介護保険特別会計への繰出金を計上しています。事業全体で３億６,０４０万

３,０００円、本年度より７９９万１,０００円、２.２％の減となっております。

減額の要因は、介護給付費の減額に伴う繰出金の減額によるものです。

主な事業費は、３名の会計年度職員報酬６９３万４,０００円と介護保険特別会計へ
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の繰出金３億４,７０２万３,０００円です。

特定財源の国・県支出金２,１８６万２,０００円は、国及び県からの介護保険軽減負

担金でございます。そのほか４万１,０００円は、会計年度職員に係る社会保険料納付

金です。

○健康福祉部次長（西村） 続いて、１３６、１３７ページをお願いします。

９目ふれあい館費のふれあい館等運営管理事業です。この事業は、町内３つのふれあ

い館と熊野町地域福祉会館の管理運営経費を計上しております。事業費は５,７３５万

２,０００円で、本年度より３０９万１,０００円、５.１％の減となっております。

減額の要因は、令和４年度に熊野町地域福祉会館の屋根の修繕費用を計上していたこ

とによるものです。

特定財源は、地方債１３０万円と、そのほか熊野町福祉会館等の行政財産目的外使用

料等で２５６万９,０００円を計上しております。

主な事業費は、ふれあい館等の指定管理料など委託料と西ふれあい館浴槽滅菌装置の

修繕などの工事請負費でございます。

続いて、１３８、１３９ページをお願いします。

２項生活保護費、１目生活保護総務費の生活保護一般事務事業ですが、生活保護に係

る事務経費を計上しています。事業費は１,６３１万４,０００円、本年度より４７４万

９,０００円、４１.１％の増となっております。

増額の主な要因は、医療扶助におけるオンライン資格確認の導入に伴う生活保護シス

テム改修に係る費用の増によるものです。

特定財源の国・県支出金２９７万６,０００円は、国の社会保障・税番号制度システ

ム整備費補助金、生活困窮者自立支援費国庫負担金及び生活困窮者就労準備支援事業費

等補助金でございます。

主な事業費は、生活保護システムのクラウドシステム利用料や医療券の審査支払の手

数料等が３０４万円、医療扶助におけるオンライン資格確認の導入に伴う生活保護シス

テム等の改修業務や生活保護システム機器更新業務などの委託料でございます。

次に、１４０ページ、１４１ページ。

中ほど、２目扶助費の生活保護費支給事業は、被保護者に対する扶助費で、事業費３

億１８９万５,０００円、本年度より１,８８０万８,０００円、６.６％の増となってお

ります。
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増額の主な要因は、医療扶助の増によるものです。

特定財源の国・県支出金は、生活保護費等負担金で２億３,３１５万２,０００円で、

負担割合は国が４分の３、町が４分の１となっております。そのほかは、生活保護費の

返還金の４６４万９,０００円です。

扶助費の内訳としましては、医療扶助が全体の６４.６％、次いで生活扶助費が２

１％を占めています。２月末現在の被保護者は１０８世帯１６６人で、昨年の３月末か

ら４世帯１０人の増となっております。

○子育て支援課長（佛圓） 続いて、１４２、１４３ページの中段、３項児童福祉費、

１目児童福祉総務費の児童関係諸手当支給事務事業でございます。

この事業は、児童手当、児童扶養手当の認定及び支給事務に要する経費を計上してお

ります。事業費は２２３万２,０００円、本年度より９４万１,０００円、７２.９％の

増となっております。

増額の主な要因は、電算クラウド手数料の増によるものでございます。

同じく、１４２、１４３ページの下段から次のページにかけて、保育所等運営一般事

務事業でございます。

この事業は、保育所入所申請、保育所利用料の収納、保育所入所委託等に係る事務経

費を計上しております。事業費は１,０１２万３,０００円、本年度より３５８万円、５

４.７％の増となっております。

増額の主な要因は、くまの・みらい保育園１階系統空調改修工事、電話設備更新工事

に係る工事請負費、食器洗浄機などの更新に係る備品購入費の増などによるものでござ

います。

主な経費は、電算クラウドサービス手数料１１９万７,０００円、くまの・みらい保

育園の施設改修に係る工事請負費及び設備更新に係る備品購入費でございます。

財源の国・県支出金は、国庫支出金の子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費補

助金４,０００円、地方債は５５０万円でございます。

同じく、１４４、１４５ページの中段、母子家庭等自立支援事業でございます。

この事業は、配偶者からの暴力、いわゆるＤＶ被害者や児童虐待、独り親家庭等から

の相談に応じ必要な支援を行うもので、ケース内容に応じて、警察や児童相談所等の関

係機関と連携を図りながら、安全の確保や自立に向けた支援を行うものでございます。

事業費は１７２万１,０００円、本年度より１７１万円、４９.８％の減となっており
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ます。

減額の主な要因は、母子家庭自立支援給付金の対象者が減ったことによる扶助費の減

によるものでございます。

主な経費は、職員手当等４２万３,０００円、扶助費の母子家庭自立支援給付金８０

万円でございます。

財源の国・県支出金は、国庫支出金の母子家庭等対策総合支援事業費事業補助金６０

万円でございます。

続いて、同じページの下段をお願いします。くまの・こども夢プラザ管理運営事業で

ございます。

この事業は、くまの・こども夢プラザにおいて実施する子育て支援センター事業の経

費のほか、当該施設の維持管理費等を計上するもので、くまの・こども夢プラザに保健

師等の専門職を配置し、熊野板ネウボラの相談支援拠点としております。

事業費は１､４１４万１,０００円、本年度より１５５万１,０００円、１２.３％の増

となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の報酬の増によるものでございます。

主な経費は、専門職配置に係る会計年度任用職員の報酬６３７万円、期末手当１２４

万円、職員共済組合負担金４７４万円、社会保険料８４万４,０００円、その他、施設

維持管理に係る委託料等でございます。

財源の国・県支出金は、国庫県費の子ども・子育て支援交付金７８７万８,０００円、

その他はくまの・こども夢プラザ使用料４万８,０００円等でございます。

続いて、１４８、１４９ページ。中段から次ページにかけて、次世代育成支援対策事

業でございます。

この事業は、熊野町子ども・子育て支援事業計画の進行管理を行うとともに、県ネウ

ボラモデル事業の推進を図るものでございます。事業費は６４４万９,０００円、本年

度より３４６万６,０００円、１１６.２％の増となっております。

増額の主な要因は、第三期熊野町子ども・子育て支援事業計画策定に係るニーズ調査

実施のための委託料の増でございます。

主な経費は、会計年度任用職員の報酬２０５万１,０００円、期末手当４１万１,００

０円、その他事業計画策定業務委託料でございます。

財源の国・県支出金は、県費の広島版ネウボラ構築モデル事業補助金１８５万７,０
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００円、その他は社会保険料納付金１万２,０００円でございます。

１５０、１５１ページの中段をお願いします。２目児童措置費の児童手当支給事業で

ございます。

この事業は、児童手当法に基づいて、中学校卒業までの児童を養育する家庭に児童手

当を支給するもので、事業費は３億５,６９０万円、本年度より７５８万５,０００円、

２.１％の減となっております。

減額の主な要因は、支給対象児童の減に伴う扶助費の減２件でございます。

財源の国・県支出金は、国庫県費の児童手当負担金３億２３２万６,０００円でござ

います。

同じページのその下です。児童扶養手当給付事業でございます。

この事業は、児童扶養手当法に基づいて、ひとり親家庭に対して児童扶養手当を支給

することで、生活の安定と自立の促進を図るものでございます。事業費は８,６１８万

２,０００円、本年度より１３万８,０００円、０.２％の増となっております。

増額の要因は、対象世帯数の増による扶助費の増でございます。

財源の国・県支出金は、児童扶養手当給付費国庫負担金２,８７２万６,０００円でご

ざいます。

１５０、１５１ページの下段から次のページにかけて、児童福祉施設入所委託事業で

ございます。

この事業は、配偶者から暴力を受けるなど、緊急一時的に保護が必要な母子等を施設

入所させることで、安全の確保と生活の自立に向けた支援を行うものでございます。事

業費は９１１万４,０００円、本年度と同額でございます。

主な経費は、母子自立支援施設入所委託料でございます。

財源の国・県支出金は、国庫県費の児童入所施設措置費等負担金６６６万円、国庫県

費の子ども・子育て支援交付金５万６,０００円、その他は、母子生活支援施設利用者

負担金１７万４,０００円でございます。

続いて、１５２、１５３ページの中段、３目保育所費の保育所等運営事業でございま

す。

この事業は、乳幼児を養育する保護者の希望・選択に応じて、保育所、認定こども園

等で良質な教育・保育の提供が受けられるよう、その提供体制を確保するものでござい

ます。事業費は９億２,４０５万２,０００円、本年度より３,２５４万１,０００円、３.
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７％の増となっております。

増額の主な要因は、入所児童数の増及び保育所ひかり学園が認定こども園に移行する

ことに伴う施設型給付費の増でございます。

主な経費は、保育所入所に係る委託料のほか、延長保育等の特別保育事業補助金、認

定こども園等への施設型給付費及び幼稚園に支払う施設等利用給付費など、負担金補助

金及び交付金が６億２,２３９万４,０００円でございます。

財源の国・県支出金は、国庫県費の子どものための教育・保育給付費負担金、子ど

も・子育て支援交付金及び施設等利用費給付交付金を合わせた５億４４２万３,０００

円、その他は、利用者が負担する保育所利用料など３,４６０万４,０００円でございま

す。

同じページの下段から次のページにかけて、４目児童福祉施設費の放課後児童健全育

成事業でございます。

この事業は、放課後や学校の長期休業中などで、保護者が家庭にいない小学生児童に

対し、適切な遊びや生活の場を与えて、児童の健全育成を図るものでございます。事業

費は５,１４０万７,０００円で、前年度とほぼ同額となっております。

主な経費は、会計年度任用職員の報酬３,６０３万９,０００円、期末手当６９１万２,

０００円、社会保険料１８７万７,０００円、消耗品費１５４万円でございます。

財源の国・県支出金は、国庫県費の子ども子育て支援交付金２,５２５万６,０００円、

その他８７８万７,０００円は保護者負担金等でございます。

○健康推進課長（桐木） １５４、１５５ページをお願いします。

４款衛生費、１項保健衛生費から説明します。

１目保健衛生総務費の保健衛生総務事業です。この事業は、日曜日における在宅当番

医制や、入院・手術など緊急を要する夜間救急に対する病院群輪番制を維持するための

経費のほか、健康管理システムに係る役務費の手数料など保健衛生諸施策の推進に必要

な経費を計上するもので、事業費は２,０２５万１,０００円、本年度より５２３万８,

０００円、３４.９％の増です。

増額の主な要因は、健康管理システムクラウド使用料の増によるものです。

財源の国・県支出金２７４万円は、子ども・子育て支援交付金２５１万４,０００円、

自殺対策緊急強化事業補助金１５万６,０００円、広島県骨髄ドナー助成補助金７万円

で、その他３万６,０００円は、社会保険料納付金１万６,０００円、地域看護学委託実
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習費２万円です。

主な経費は、次のページの役務費、手数料の健康管理システムクラウド使用料８２５

万３,０００円、委託料の在宅当番医制運営事業等委託料、負担金補助及び交付金の広

島地区病院群輪番制運営費補助金４０９万７,０００円、次のページの骨髄ドナー助成

金１４万円などです。

次に、中段の２目予防費、感染症対策事業です。

この事業は、乳幼児や高齢者に対し各種予防接種を行うことにより、感染症の発生や

蔓延の防止、感染症に対する正しい知識の普及啓発を行うとともに、感染症予防法に基

づき結核検診を実施する経費を計上するもので、事業費は６,８２３万３,０００円、本

年度より５１０万円、７．０％の減です。

減額の主な要因は、予防接種等委託料などを精査したことによるものです。

財源の国・県支出金は、風疹抗体検査に要する経費に対する特定感染症検査等事業費

補助金の７２万６,０００円です。主な経費は、結核検診や予防接種等の委託料です。

次に、１６０、１６１ページの生活習慣病予防対策事業です。

この事業は、住民健診結果に基づく保健指導や、健康相談、一般住民を対象とした健

康教育等を実施し、がんをはじめとする生活習慣病の予防や、早期発見治療による重篤

化の防止、保健指導や健康教育等を通じ健康増進に係る普及啓発を行い、個人の生活習

慣の改善を支援する経費を計上するもので、事業費は４,１４２万３,０００円、本年度

より１７万７,０００円、０.４％の減です。

財源の国・県支出金６３万８,０００円は、がん検診推進事業補助金９万円、健康増

進事業費補助金５３万８,０００円、自殺対策緊急強化事業補助金１万円で、その他３

１６万９,０００円は、広島県後期高齢者医療補助金３０５万６,０００円、特定保健指

導等受託収入１１万３,０００円です。

主な経費は、委託料の各種健診業務委託料、負担金補助及び交付金のウィッグ購入助

成金６０万円などです。

次に、１６２、１６３ページ。３目母子保健費の母子保健事業です。

この事業は、熊野版ネウボラの設置により、子育て支援センターと共同で母子健康手

帳の交付や妊婦検診、乳幼児検診や育児相談、乳幼児家庭の訪問事業等を実施し、母性

を育むとともに、妊産婦や乳幼児の健康の保持及び増進に係る経費で、事業費は３,２

１０万１,０００円、本年度より３４１万６,０００円、９.６％の減です。
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減額の主な要因は、不妊治療費助成が保険適用になったためです。

財源の国・県支出金６０４万６,０００円は、子ども・子育て支援交付金２７８万６,

０００円、未熟児養育医療補助金１５３万４,０００円、母子保健医療対策総合支援事

業８８万２,０００円、広島版ネウボラ構築モデル事業補助金８４万４,０００円で、そ

の他２３万２,０００円は、未熟児養育医療負担金２０万円、社会保険料納付金３万２,

０００円です。

主な経費は、委託料の妊婦・乳幼児等検査業務の委託料、次のページの扶助費の未熟

児養育医療費２２９万８,０００円、不妊治療費等助成金７０万円、不育症治療費助成

金３０万円です。

次に、出産・子育て応援交付金事業です。

この事業は、妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てできるよう、妊娠期から出産、

子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即して必要な支援につなぐ伴走

型相談支援をし、実効性をより高めるため経済的支援を一体的に実施するもので、事業

費は１,３３２万２,０００円、皆増になります。

財源の国・県支出金１,１１０万１,０００円は、出産・子育て応援交付金です。

主な経費は、扶助費の出産・子育て応援交付金で、妊婦１人当たり出産準備金５万円、

児童１人当たり子育て応援金５万円の１,３３０万円です。

以上で一般会計の説明を終わります。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいま説明がありました１１６ページか

ら１６５ページまでの民生費と衛生費の一部について、質疑を行います。質疑はありま

せんか。

水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） １１６、１１７ページ、社会福祉一般事務事業。来年度の民生委員さん

の人数と今年度からの推移をちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 令和４年度１２月に一斉改選をいたしました。一斉改選まで
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は、定員４８名に対しまして、民生委員さんは４５名でございました。改選後ですけれ

ども、定員４８名に対して４４名の方を委嘱させていただきました。そして、今欠員の

３名について、１名今新たに候補をいただきまして、県に推薦中でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） よろしくお願いします。

あと、それに伴って社会福祉委員さん、この人数がちょっと足らないような感じでは

あるんじゃないかと思うんですが、推移は分かりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 大変申し訳ございません。福祉委員さんのほうは社会福祉協

議会のほうでお願いをされておりますので、今手元に資料がございません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） それと次、１２０ページ、１２１ページ。老人福祉一般事業ですが、こ

こでは要支援者名簿を作られておるんですか、出動されてる団体にちゃんと渡されてる

かどうか、ちょっと聞かせてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） 避難行動要支援者名簿の提供先でございますが、要綱のほう

で制定しております安芸消防署と海田警察等には、毎年提供させていただいております。

あと、自治会におきましては３自治会、民生委員様におきましては１６名、自主防災

組織については、令和４年度は提供していないというのが現状でございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 自主避難組織のほうなんかは、できたというような連絡等はされてます

でしょうか、前はしてたような気がするんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） 今年度、東部地区、新宮・初神地区の方に対して、名簿を基

に個別プランを作成する講座をいたしまして、今５名ほどのプラン作成の提出を受けて

おります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 必要とされる自主防災組織の方もおられるんで、できれば打診してもら

いたいんですが。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １５３ページ、保育所等運営事業なんですけれども、保護者の方におむ

つの持ち帰りをさせているということで、不衛生な観点から、国から、園のほうで処理

するようにという通知が来ていると思うんですけれども、私が存じ上げている限り、ひ

かり保育園、中央保育園、初神保育園は、園のほうで処理しているということを聞いて

いますが、その他についてどのようになっているのか、お尋ねいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） ちょっと各園にその辺りの確認というのを怠っております。

申し訳ありません。
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確認しておる中では、くまの・みらい保育園もそういったことをしておるということ

で、あとほかの園については把握しておりません。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 通知があったのは随分前ですので、確認していただきたいと思います。

続きまして、１６５ページの出産・子育て応援交付金事業ですが、一般質問でも申し

上げたんですけれども、この事業は、先ほどの説明では現金給付というようなことだっ

たんですが、答弁では、広島県が広域でギフト券を考えてるといったようなことがあっ

たと思うんですが、事業内容を詳しく教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 桐木健康推進課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康推進課長（桐木） 県のほうが令和６年、来年の１月頃からウェブカタログギフト

方式をつなぐ予定で、ギフト商品や産後ケアなどのサービスの利用料の決済も考えてる

ということの情報を得ています。

町としましても、令和６年度からこのシステムを利用するかどうかは、近隣市町の状

況も踏まえて検討していきたいと考えています。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございました。

続いて、１２３ページなんですけれども、障害者福祉一般事業、障害者手帳のことに

ついてなんですが、有料道路などで割引を受けるために手帳を出されるんですけれども、

今カードにしている自治体があるということをお伺いしてます。カードのほうが使い勝

手がいいというような声もあるんですが、町としてどのように考えていらっしゃるのか、

お伺いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 現在、身体障害者手帳等はまだ手帳本体でというか、今まで

どおりでやっております。時々そういうお問合せもないこともないんですが、今のとこ

ろまだそういう検討には至っておりません。申し訳ありません。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。今後ニーズも踏まえて検討していただければと

思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） １５２ページ、１５３ページのところの保育所の事業なんですけれども、

１１月の時点で１４人の待機児童があったということだったんですけど、その後どうな

ったんでしょうか。それから、３月の時点ではどうなってるのか、教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 現時点での３月の待機児童につきましては、約２０名の方が

待機ということになっております。その方々については、４月入所ということで決定通

知のほうを送っておりますので、４月からは入られるということで、４月については待

機はないということになります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） 待機児童がゼロになるということは非常にいいことなんですけど、今後

各地のミニ団地ができたときに、１００件、かなりあちらこちらでたくさん建てられて

おりますけど、そのことに対する受入れの状況を考えていらっしゃるんでしょうか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） ４月の入所につきましては、去年と比較しますと、既に同じ

時期と比べて２６人多い状態で４月をスタートするというような状況があります。例年

秋口には待機というようなことが以前もあったんですが、これにつきまして、以前から

答弁のほうをさせていただいておるように、各保育所を運営してます法人のほうに、保

育士の確保のほうをお願いしてもらってるような状況あります。どうしても各市町のほ

うも一緒なんですが、保育士の確保が難しいということも聞いております。これも引き

続き保育士の確保をお願いしていくというような状況はあります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） 保育士の確保は考えていただければと思うんですけど、施設的にはどう

なんですか、まだこれでも何十人かは受けられる予定はあるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 町内の保育園ございますが、一部については面積的に子供の

ほうを受け入れることは難しいというような園も一部あります。ただ、保育士さんが確

保できれば、子供の受入れは可能というような園もありますので、その辺り定員との兼

ね合いもあるんですが、柔軟な対応をしてもらっておる状況です。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） 先ほど、ひかり学園がこども園へ移行するということで、それによって

の受入れ体制というのはどうなっているんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） ひかり学園さんのほうが、４月から認定こども園になられる

ということで、幼稚園部分のほうが拡充されるということで、３歳、４歳、５歳のお子

さんです。保育の部分に対する定員というのは以前と変わらないということで、例えば、

保育所に預けておられて、仕事を例えば辞められたりした方でも、そのまま幼稚園部分

のほうに移行していただけるようなことができるというような仕組みになっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 山野委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（山野） 今後やっぱり新しい地区のおうちがたくさんできますので、ぜひとも待

機児童がゼロであるという子育てしやすい町を考えて、頑張っていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １２３ページです。障害者福祉一般事業の負担金補助及び交付金で、団

体補助の中で、金額少ないんですが、熊野親の会ひまわり補助金と精神障害者家族会熊

野こころの虹補助金、両団体の会員数と活動内容をお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 熊野親の会ひまわりにつきましては、障害児が活動できる場

の確保、障害児を日常的にケアしている家族の方の情報交換、介護の軽減の場となって

おります。会員数は１１世帯です。

精神障害者家族会熊野こころの虹補助の会につきましては、障害のある方の家族がや

はりこちらも中心になりまして、障害者当事者が地域において自立した生活が送れるよ

う精神障害者福祉の普及啓発、それから課題解決に取り組む方の集まりとなっておりま
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す。

こちらは、一般会員の方が７名、賛助会員として施設の方、ＬＥＡＦとか、呉やけや

ま病院など、保健所、熊野町の健康推進課にもお手伝いをいただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １４５ページ。くまの・こども夢プラザ管理運営事業なんですけれども、

以前から何度も申し上げているんですけれども、２階部分が定住移住促進事業というこ

とで言われてるんですが、稼働してないような気がします。昨日も東京からの移住とい

うことで、県のほうと協力してというような御答弁があったんですけれども、どのよう

に事業を考えて、こども夢プラザを稼働させるように考えていらっしゃるのか、お伺い

いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） すみません、本当に稼働率が悪いというのは重々承知しております。

稼働につきまして、もう少しどういうふうに使うかいろいろ検討させていただいて、ま

た使い方を決めてまいりたいというふうには考えております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ・・・からの移住体験を考えていらっしゃるということだったんですけ

れども、それでは実際に申込みがあった場合はどのように対応されるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） 今規定に基づいて料金等委託、こともできると思うんですけれども、
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ごめんなさい、まだ本当に使い方をもう少し精査させていただきたいというふうに思っ

ております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 移住体験を考えていらっしゃるのであれば、実際申込みがあったときに

は、どこで受け入れるといったようなことも考えて予算を組んでいらっしゃるのかなと

思ったんですけれども、そういうことは考えていらっしゃらないということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） 一応総務部といいますか、こちらの産業観光課のほうで準備はして

おりますけれども、ちょっと至らん部分がありますので、定住移住体験、もう少しＰＲ

等も必要な部分もありますし、使い方についてももう少し考えさせていただきたいとい

うふうに思っております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 先ほど、沖田委員様の質問の中で、保育園のおむつの処分と

いうことで、すみません、ちょっと確認を誤っておりました。聖徳幼稚園も第二聖徳幼

稚園も、処分は園のほうでしておりますので、町内の園は全て対応しております。

すみませんでした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １４９ページ。次世代育成支援対策事業の説明の中で、財源として県の

ネウボラモデル事業補助金を活用されとるいうことでしたが、どういった事業を本町で

はされていますか。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 県のモデル事業ですが、熊野町内の事業所さんと協定を結び

まして、見守りネットワーク事業のほうを展開しております。これについては、そうい

った費用のほうは発生しておりませんが、町の会計年度任用職員を雇う費用のほうをそ

こから捻出しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） その事業は以前からされておられたと思うんですが、これは複数年ずっ

と継続して補助をもらえるもんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 子供の見守りネットワークについては、３年前から実施して

おりまして、これはずっと継続して、県のほうからの補助金というのを頂いております。

今年度から、高齢者等の見守りと一緒にした形で規模を拡大しまして、子供から高齢者

まで広くそういった見守り等、地域で見守っていただくような事業としております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ２点ばかり教えていただきたいんですが。まず、１２１ページの長寿金

のお祝い金なんですけど、２２３万円ということで、令和４年度の人数と５年度、ちょ

っと分かりましたら教えていただきたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○高齢者支援課長（井原） 令和４年度の支給の実績でございますが、１００歳の方に４

名、８０歳の方に３７７名を支給しております。

令和５年度については、１００歳の方を８名、８０歳の方を３６６名で計上させてい

ただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） ありがとうございました。

次に、お願いになるかもしれませんけど、１３３ページの介護保険一般事業の中で、

先ほどの説明では、調査員の人件費が６９３万円ということでしたけど、調査員の方、

今何名ぐらいおられるんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） こちらで計上しておりますのは、介護保険を認定する際に調

査をする調査員になります。３名を雇用しております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） そういった調査をされる方々、ちょっと耳にしましたけど、雨の日も風

の日も暑い日も寒い日も、いわゆる移動手段がバイクであったり、あるいは自転車であ

ったり、自転車も共有したりとか、いろんなそういった移動で不自由なされてるのでは

ないかなという感じを受けました。電動バイクというんですか、自転車ですか、そうい

ったことの環境を整えることができるんであれば、少し考えていただいたらどうかなと

いう気がしました。どうでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○高齢者支援課長（井原） 移動手段につきましては、車、バイク、自転車がありますが、

自転車については３年前ほどに電動自転車２台を購入しておりますので、電動自転車で

調査に伺っていただいております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 中島委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（中島） 確かにそのようなことでしたけど、何か調整をしながらやられとる、そ

れはどの部署もそうかもしれませんけど、かっぱを着て、雨が降るのにというのがちょ

っとかわいそうなのかなという感じがしましたので、そういったときには車であったり

とか、その辺を利用できるような環境のほうがいいのかなという感じがしましたので、

お尋ねしました。ありがとうございました。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） １４０ページ。３款民生費、２項生活保護費、２目の扶助費の特定財源

の諸収入４６４万９,０００円、返還金ということだったと思うんですけれども、この

返還金というのは、不正受給が発覚して返還されたというものなんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） こちらの返還金につきましては、今言われたように、不正受

給というのもないこともないんですけれども、基本的に多いのは、障害年金であります

とか、今までもらってなかったものをもらえて、それに伴って返していただく、それと

か保険の解約によって入ってきた収入に対して返していただく、そのようなものが主な

ものとなっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○委員（尺田） ありがとうございます。分かりました。

あと、生活保護の受給者で４０代未満というのが大体どれぐらいいらっしゃいますか、

できれば鬱病とか、精神的なものでというものがどれぐらいいるのか分かれば、お願い

します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 西村健康福祉部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○健康福祉部次長（西村） 年齢的には４０代、ごめんなさい、区切りが今すぐ出ないん

ですけれども、計算ができないのもあるんですけど、７０名程度です。ごめんなさい、

９１名でございました。

生活保護の分類としましては、病気、鬱病、そういう精神的な病の方もかなり多くい

らっしゃいまして、これは全体に対してですけれども、３０％程度の方が内部疾患もあ

りますし、精神的な疾患もある、傷病で働けなくて生活保護を受けてらっしゃるという

方になります。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 尺田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（尺田） 分かりました。ありがとうございます。

悪意のある不正受給というか、特に若い年代の方が、そういったものを狙うじゃない

ですけど、いう方もいらっしゃいますんで、またしっかりと来年度も精査して、適正な

ものを出していただけたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ここで、途中ではございますけれども、暫時休憩いた

します。再開は１１時５分とさせていただきます。

（休憩 １０時４８分）

（再開 １１時０３分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、再開いたします。
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荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） いろいろ皆さんの貴重な御意見・質問を聞きながら、予算の中でトータ

ルに横軸で考えましたところ、本当介護も大変でしょう、雨の日もあります、介護職の

方も大変なんです。アクセスがしにくい、そんな中で、立地適正化法という今大きな枠

組みを考えていらっしゃいます。熊野全体で効率のいい介護、これもできるような仕組

みもぜひ現場から提言されて、いい計画になるように御協力いただきたい、お願いでご

ざいます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） １５３ページです。保育所等運営事業、先ほど増額の説明がありました

けれども、ひかり学園が認定こども園に移行されるいうことで、３.７％の増という説

明だったと思います。移行されることによってどういう点が変わるのかいうところをち

ょっとお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 佛圓子育て支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○子育て支援課長（佛圓） 認定こども園になることでの保育所との違いということで、

基本的には国から示される公定価格、この単価が認定こども園については特に高くなっ

てるということがあります。

それと、高いについても施設の定員に応じて若干の差はありますが、保育所と比べて

単価のほうは高くなってるということで、予算のほうにちょっと影響が出ております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、特別会計へ移りたいと思います。
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続きまして、介護保険特別会計について、説明をお願いいたします。

井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） 介護保険特別会計について御説明いたします。

介護保険特別会計には保険事業勘定と介護サービス事業勘定がありますが、保険事業

勘定から御説明いたします。

４ページ、５ページをお願いいたします。

保険事業勘定は、５ページ、歳出の２款、介護サービスに係る保険給付や３款の地域

支援事業に係る費用を。４ページ、歳入の１款、６５歳以上の保険料、３款の４０歳か

ら６４歳までの保険料である支払基金交付金、そして４款、５款、６款の国・県・町の

負担金で賄う仕組みとなっております。３年に１回、保険給付費に応じた６５歳以上の

保険料を設定しております。

なお、５ページ、歳出の１款総務費については、システム改修に対する国庫補助金を

除き、その財源は一般会計からの繰入金のみとなります。

事業の歳入歳出予算の総額は２３億６,９７４万円で、本年度より４,０４７万８,０

００円、１.７％の減となっております。

まず、歳入の御説明をいたします。

１８、１９ページをお願いいたします。

１款保険料は６５歳以上の介護保険料で、年金から天引きを行う特別徴収保険料と納

付書などで支払う普通徴収保険料などを合わせ５億４,３５２万円で、本年度より３５

７万４,０００円、０.７％の減となっております。

３款支払基金交付金は、４０歳から６４歳までのいわゆる２号被保険者保険料を支払

基金を通じ法定負担分として交付を受けるものです。

４款１項の国庫支出金から、２２、２３ページ上段の５款県支出金までは、介護給付

費及び地域支援事業費に対する国・県からの交付金及び補助金となります。

６款繰入金は、１項一般会計からの繰入金で、１目から３目は、介護給付費及び地域

支援事業費に対する法定負担分の繰入金です。

４目その他一般会計繰入金の１節事務費繰入金は、被保険者の資格管理や介護認定事

務などの事務費で、２節介護保険料軽減負担金は、消費税増税を財源として行われる低

所得者に対する保険料軽減措置分の一般会計からの繰入金です。
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その下の２項基金繰入金は、介護給付費準備基金繰入金となります。

続いて、歳出の御説明をいたします。

２６、２７ページをお願いいたします。

１款総務費の１項総務管理費、１目一般管理費は、被保険者の資格管理に必要な経費

で、事業費は３８６万３,０００円で、本年度より３４万３,０００円、９.７％増とな

っております。

増額の要因は、３年に１回の計画策定時の報酬改定に伴う介護保険事業者管理システ

ム改修業務に係る委託料の増額によるものです。

主な事業費は、役務費手数料の電算システムのクラウド利用料と国保連合会へ支払う

特別徴収情報の事務手数料など２２万７,０００、９０００円です。

次に、２項徴収費、１目賦課徴収費は、介護保険料の賦課及び徴収に必要な経費で、

事務費は１４３万９,０００円です。

主な事業費は保険料の納入通知書等を送付する通信運搬費９７万２,０００円です。

２８、２９ページをお願いします。

３項介護認定審査会費、１目介護審査会費は、５人の委員で構成される審査会を４つ

設け、月４回開催する認定審査会の委員２０名に対する報償報酬等で、事務費は３３６

万円で、本年度より３０万９,０００円、８.４％減となっております。

減額の要因は、本年度、２年ごとの審査会委員交代に伴う研修費、研修会に係る経費

を計上したことによるものです。

次の２目認定調査等費は、要介護認定に必要な調査及び主治医の意見書聴取に係る経

費で、事業費は７８９万６,０００円で、本年度より１３３万３,０００円、１４.４％

の減となっております。

減額の主な理由は、令和５年度からクラウド利用料が減額となったものです。

主な事業費は、主治医意見書作成手数料として６１６万６,０００円。認定調査業務

委託料となります。

次に２款保険給付費についてですが、まず、１項介護サービス等諸費は、要介護１か

ら要介護５の認定者の居宅及び施設サービス給付費を計上しております。

１目居宅介護サービス給付費は、ヘルパー派遣やデイサービスなどの給付費で、８億

２,３３７万７,０００円で、本年度より４,５００万９,０００円、５.８％の増となっ

ております。
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増額の要因は、サービス利用者の利用者数の増によるものです。

３０、３１ページをお願いします。

２目施設介護サービス給付費は、特別養護老人ホーム等の４施設における施設入所サ

ービス給付費で９億１,１５１万７,０００円で、本年度より４,８５３万３,０００円、

５.１％減となっております。

減額の要因は施設利用者の減によるものです。

３目居宅介護福祉用具購入費は、ポータブルトイレや入浴用椅子などの購入に係る経

費で３６９万９,０００円、次の４目居宅介護住宅改修費は、手すりの設置など住宅改

修に係る経費で９０２万円です。

５目居宅介護サービス計画給付費は、ケアプラン作成費として９,６９０万５,０００

円となっています。

３２、３３ページをお願いします。

６目地域密着型介護サービス給付費は、町が事業所を指定し、原則町民のみが利用で

きる認知症高齢者グループホームや小規模多機能型居宅介護などの給付費で、２億２,

４５７万５,０００円、本年度より２,３２３万７,０００円、９.４％の減となっており

ます。

以上、１項介護サービス等諸費の総額は２０億６,９０９万３,０００円で、本年度よ

り２,６１１万９,０００円、１.２％の減となっております。

次の２項その他諸費審査支払手数料は、国民健康保険団体連合会による介護給付費当

初請求に係る審査支払手数料で、事業費は１７４万２,０００円です。

３項高額介護サービス等費は、介護サービス料の自己負担額が一定額を超えた場合に

支払うもので、事業費は１目の介護と、次のページになります２目の介護予防を合わせ

て５,０２３万８,０００円、本年度より２９７万、６.３％の増額となっております。

３項高額医療合算介護サービス等費は、介護保険と医療保険の世帯負担額に年単位で

上限額を設け、その超過額を払い戻すもので、そのうちの介護保険負担について計上し

ております。

事業費は１目介護と２目介護予防を合わせて７７４万６,０００円、３８万５,０００

円、５.２％の増額です。

５項特定入居者介護サービス等費は、住民税非課税世帯者の施設入所やショートステ

イ利用者の居住費及び食費を所得状況等に応じて軽減するものです。
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事業費は１目介護と次のページ２目介護予防と合わせて５,８１５万２,０００円で、

１,５０９万８,０００円、２０.６％の減額となっております。

減額の主な要因は、施設利用者の減によるものです。

６項介護予防サービス等諸費は、要介護１及び２と認定された要支援者が利用する居

宅サービス給付費を計上しております。

事業費は、介護予防サービス給付費から、３８、３９ページの５目地域密着型介護予

防サービス給付費までを合わせ、６,９９１万円で、本年度より８０５万５,０００円、

１３.０％の増となっております。

増額の主な要因は、要支援認定者の増加によるものです。

各目の事業内容は先ほど説明しました１項介護サービス等諸費と同様ですが、要支援

者は特別養護老人ホームなどの施設入所サービスの利用ができませんので、施設サービ

ス給付費はございません。

下段、３款地域支援事業ですが、地域支援事業は、介護保険サービスとは別に介護予

防事業や認知症施策、また、総合事業など地域の実情に応じて実施する事業です。

１項１目一般介護予防事業費です。この事業は、シルバーリハビリ体操指導士の養成

や活動支援、介護予防教室の実施及び介護予防ボランティアポイント事業に関する経費

を計上しております。

事業費は１,７３０万３,０００円で、本年度より３３３万６,０００円、１６.２％の

減となっております。

減額の主な要因は、職員の人件費の減によるものです。

主な事業費は、職員人件費とポイント還元奨励金、講師謝金などの報償費１７６万４

０００円です。

４２、４３ページをお願いします。

２項包括的支援事業任意事業費の１目包括的支援事業費ですが、地域包括支援センタ

ーの運営に必要な経費で、事業費は２,５１６万５,０００円で、本年度より３７７万３,

０００円、１３.０％の減となっております。

減額の主な要因は、職員の人件費の減によるものです。

主な事業費は、専門職の職員人件費と相談支援センター委託料です。

４４、４５ページをお願いします。

２目任意事業費ですが、事業費は６１８万４,０００円で、本年度より３６８万６,０
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００円、３７.３％の減となっております。

減額の主な要因は、令和４年度から事業開始している認知症対応型共同生活介護事業

所の家賃等助成金事業について、対象者が当初見込みより少なかったことによる負担金

補助金及び交付金の減額によるものです。

主な事業費は、緊急通報体制等整備事業委託料負担金補助及び交付金の認知症対応型

共同生活介護事業所の家賃等助成金の３００万円です。

４６、４７ページをお願いします。

３目認知症総合支援事業費ですが、この事業は、認知症の早期診断・早期対応するた

めの設置が義務づけられている認知症初期集中支援チームに必要な経費や認知症カフェ

の活動支援に必要な経費を計上しております。

事業費は１５万４,０００円です。

４目在宅医療介護連携推進事業費ですが、医療介護関係者の研修会などに関する経費

を計上しており、事業費は２１万２,０００円です。

主な事業費は、安芸地区医師会に委託する在宅医療相談支援窓口事業の委託料です。

４８、４９ページをお願いします。

５目生活支援体制整備事業費ですが、この事業は、高齢者支援のための生活支援サー

ビスの充実のための課題整理や対応策の検討に係る経費などを計上しており、事業費は

１２万円です。

主な事業費は、生活支援養成講座の講師謝金９万２,０００円です。

６目地域ケア会議推進事業費ですが、この事業は、多職種連携により個別事例の検討

を行い、地域のネットワークの構築、ケアマネジメント支援、地域課題の把握等を推進

するための経費を計上しております。

事業費は２４万円で、主な事業費は、地域ケア会議開催に伴う委員謝金１７万１,０

００円です。

５０、５１ページをお願いします。

３項介護予防生活支援サービス事業費ですが、要支援者等の総合事業に係る経費で、

１目介護予防生活支援サービス事業費は、要支援者等のホームヘルプサービスとデイサ

ービスに係る経費で、事業費は４,１４７万７,０００円です。

主な事業の内容としましては、従前相当のホームヘルプサービスとデイサービス、西

ふれあい館で実施する基準緩和型通所サービス及びホームヘルプサービスに係る委託料
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です。

２目介護予防ケアマネジメント事業費は、総合事業利用者に対するケアプラン作成費

を地域包括支援センターから委託された事業者、事業所に対し支出するもので、事業費

は２６９万円です。

保険事業勘定の説明は以上です。

続きまして、介護サービス事業勘定の御説明をいたします。

６３ページをお願いします。

サービス事業勘定は、地域包括支援センターが事業所となり、要支援１及び２の認定

者に対し、センター職員がケアマネージャーとして予防プランの作成を行うものです。

歳入については６３ページ、歳出については６４、６５ページをお願いします。

事業の歳入・歳出予算の総額は、それぞれ表の下になりますが、１,４１６万１,００

０円で、本年度より６７万１,０００円、５.０％の増額となっております。

６６、６７ページをお願いします。

歳入ですが、１款サービス収入として、要支援１及び２の認定者の予防プランを作成

したことに対する介護予防マネジメント収入として８６０万４,０００円。次の２款一

般会計繰入金は、人件費等に対する一般会計からの繰入金で、５５２万９,０００円で

す。

続いて、歳出の御説明をいたします。６８、６９ページをお願いします。

１款事業費、１項介護予防支援事業、１目介護予防支援事業費は１,４１６万１,００

０円です。本年度は６７万１,０００円、５.０％の増額ですが、増額の要因は予防プラ

ン作成委託料及び令和６年度報酬改定に伴うシステム改修の委託料の増によるものです。

主な事業費は、予防プラン作成を行う会計年度任用職員報酬４５６万４,０００円と

町内などの居宅介護支援事業所へ予防プランの作成などの委託料です。

介護保険特別会計の説明は以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、介護保険特別会計について質疑を行います。

質疑はありませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ４５ページの任意事業についてなんですけれども、消耗品費７万９,０
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００円、前年度４０万円の予算が計上されてたんですが、見守りシールのことだと思う

んですけれども、算出の根拠をお願いいたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） 昨年との消耗品費、需用費の差なんですけれども、今年度は

ケアパスの印刷製本費を計上しておりましたので、それに対する減額になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） 前年度の予算の説明のときには、ＱＲコード、見守りシールのことだと

いった説明があったんですけど、違うということですかね。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） すみません、包括的支援事業と間違っておりました。任意事

業については、ＱＲコードのシールについては今年度購入しておりますので、今年度購

入したもので来年度以降も十分賄うということで、予算を計上しておりません。

以上です。すみませんでした。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 歳入の関係で、６５歳以上第１号被保険者数、今年度と前年度の保険者

数、１号です、それを教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） まず、予算計上の被保険者数につきましては、計画のほうで
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推計している人数と、あと段階ごとで保険料の納付金額が異なっておりますので、それ

を算定したものになっております。

ちなみに、計画上の人数でございますが、今年度については８,２８１名、来年度に

つきましては８,２２７名で計上しております。

ちなみに、現在の６５歳以上の人数は８,２５４名となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ということは、計画上の数字で行けば、今の数字では５４名減いうこと

で、それが保険料で３５７万４,０００円、０.７％の減という解釈でよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） そうですね、昨年との差が５４名の差になっております。そ

れを計上した差となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 今後も高齢者は減り続けるという見込みですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） 高齢者の総数については、既に令和元年度から減ってきてお

ります。ただ、構成員といたしまして、後期高齢者の方については令和７年までは増加

するという構成となっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 算出のほうの保険給付費も前年度の比較で１.３％の減という数字を出

しておられますが、これも１号被保険者高齢者数が減るということの反映いう理解でよ

ろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 井原高齢者支援課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○高齢者支援課長（井原） まず高齢者が減っているからという理由ではなくて、やはり

少しコロナの影響もあったのかもしれませんが、計画の認定者数とは推計が下がってお

ります。認定者全体の人数が計画値より低くなっていることと、認定者の内訳でいきま

すと、中度・重度者、いわゆる施設を利用する介護３以上の方が横ばいとなっておりま

す。

給付費の大半を占めているのは、やはり施設の介護サービス費となっておりますので、

そちらが伸びていないということで、給付費が減となっている原因の１つではないかと

見込んでおります。

また、施設介護サービス給付費の利用状況から言いますと、待機等の確認も取れてお

りませんので、介護の現場においては、できる限り在宅で過ごしていきたいということ

で、居宅介護サービス費の増加傾向になっているという傾向も今見られております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ほかにございませんでしょうか。

（「質疑なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） ないようでしたら、以上で当分科会での審査は全て終

了いたします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため暫時休憩いたします。

（休憩 １１時３１分）

（再開 １１時３５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生分科会進行役（竹爪） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。
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分科会報告書を作成しましたので、朗読いたします。

案

予算特別委員長 山野千佳子様

総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾

令和５年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月８、

９日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号、令和５年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費及び教育費の一部について。

議案第２１号、令和５年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第２２号、令和５年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２３号、令和５年度熊野町介護保険特別会計予算について。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

○総務厚生分科会進行役（竹爪） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会

で報告することに決定いたしました。

以上をもちまして、総務厚生分科会を終了といたします。

皆さん、御協力ありがとうございました。

（散会 １１時３５分）
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令和５年予算特別委員会 産業建設分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和５年３月９日

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開議年月日 令和５年３月９日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

建 設 農 林 部 長 堂 森 憲 治

総 務 部 長 西 村 隆 雄

建設農林部次長 安 宅 俊 道

建設農林部公営企業担当次長 寺垣内 栄 作

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充
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財 務 課 長 多久見 良 数

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

農林水産業費

土木費

災害復旧費

下水道事業会計

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会１３時２６分）

○産業建設分科会進行役（尺田） ちと早いんですが、始めましょうか。いいですか。

ただいまから令和５年予算特別委員会産業建設分科会を開催します。

それでは、令和５年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について、各担当から説明を

受けたいと思います。

最初に、農林水産業費、土木費、災害復旧費について、説明をお願いします。

堀野農林緑地課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 建設農林部の予算説明に関しましては、Ａ４判の予算特別委員

会資料をお配りしていますので、この資料も御参考にしてください。

それでは、予算書の１７４、１７５ページを御覧ください。

５款農林水産業費 １項農業費 １目農業委員会費、農業委員会でございます。

この事業は、熊野町農業委員会に関する経費を計上するもので、事業全体で６６２万

６,０００円、本年度より５１万２,０００円、８.４％の増となっております。

増額の主な要因は、会計年度任用職員の勤務時間の延長による人件費の増と農地台帳

システムと国のシステムを連携させる業務の増によるものでございます。

歳入の国・県支出金１６９万４,０００円は機構集積支援事業補助金で、その他８万
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４,０００円は、農業者年金業務委託手数料７万円などでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬１６７万５,０００円、農業委員と農地利用

最適化推進委員１４人の報酬１９２万３,０００円、電算処理関係の委託料でございま

す。

続きまして、１７６、１７７ページを御覧ください。

中段の２目農業総務費、農業啓発推進事業でございます。

この事業は、農産物の生産実態を住民に深く認識していただき、地域農業の発展と生

産意欲の高揚を図り、住民相互の親睦を図ることを目的に行う農業祭の開催に係る経費

を計上するもので、事業全体で８０万１,０００円、本年度と同額でございます。

主な事業費は、農業祭実行委員会補助金４０万円でございます。

続きまして、下段の３目農業振興費、農業振興対策事業でございます。

このページの下段から１７８、１７９ページを御覧ください。

この事業は、農業振興に係る事務全般の経費を計上するもので、事業全体で２４６万

４,０００円、本年度より４２万円、２０.５％の増でございます。

増額の主な要因は、初神ふれあい市場の修繕に対する補助金、熊野町黒大豆生産組合

の枝豆もぎ取り機の導入に対する補助金の増によるものでございます。

歳入の国・県支出金１２０万円７,０００円は、農業再生協議会交付金９０万円、生

産調整推進対策事業費補助金など３０万７,０００円でございます。

主な事業費は、農業再生行政協力員９人の報奨金６０万２,０００円、農業再生協議

会交付金９０万円、各種協議会負担金及び補助金など６７万５,０００円でございます。

中段から、１８０、１８１ページを御覧ください。

鳥獣被害防止対策事業でございます。

この事業は、農産物に被害を及ぼすイノシシなどの有害鳥獣の駆除及び防除を目的と

し、その被害防止に係る経費を計上するもので、事業全体で４９９万７,０００円、本

年度より４０万３,０００円、７.５％の減でございます。

減額の主な要因は、今年度の実績に基づき、休日における大型個体の処理に伴う手数

料と、電気柵等の設置補助金の減によるものでございます。

歳入の国・県支出金４０万６,０００円は、鳥獣被害防止総合対策交付金で、その他

２,０００円は、鳥獣飼養許可証交付手数料でございます。

主な事業費は、鳥獣被害対策実施隊員報酬３０万４,０００円、有害鳥獣捕獲報奨金
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２４３万円、有害鳥獣駆除班補助金３２万８,０００円、有害獣防除用施設設置事業補

助金５０万円、有害鳥獣駆除対策協議会補助金６０万円などでございます。

続きまして、中段、４目農地費、農業基盤整備事業でございます。

この事業は、農業基盤の保全を図るため、農業用施設の維持補修を行うもので、事業全

体で２,９０７万８,０００円。本年度より３７３万７,０００円。１４,７％の増でござ

います。

増額の主な要因は、農業用施設等の受益者からの改修申請に基づく改修工事、農道熊

野北線の舗装不良箇所の補修、ため池廃止に伴う下流水路の整備などの工事請負費の増

によるものでございます。

歳入の国・県支出金２００万円は、ため池緊急整備事業費補助金で、地方債は２,０

００万円で、その他は受益者分担金１０８万円でございます。

主な事業費は、町内一円の農業用施設の維持及び被災防止に伴う工事請負費でござい

ます。

続きまして、１８２、１８３ページを御覧ください。

２項林業費 １目林業振興費、林業振興対策事業でございます。

この事業は、ひろしまの森づくり事業交付金を活用し、里山の荒廃を防ぎ、その自然

環境及び景観の保全を図る事業に係る経費を計上するもので、事業全体で４３８万円、

本年度より２８万７,０００円、７％の増となっております。

増額の主な要因は、本年６月４日に 第２１回ひろしま「山の日」県民の集いに関す

るイベントを開催することによるもので、このイベントに伴う実行委員会への負担金の

増でございます。

内容につきましては、安芸郡４町で実行委員会を設置し、坂町がメイン会場として式

典等を開催し、残りの３町も同日にイベントを開催する予定で、本町では、平成３０年

７月豪雨により災害復旧をしたゆるぎ観音周辺の遊歩道を活用し、教育委員会と連携し

て自然観察会を計画しているものでございます。

歳入の国・県支出金３３０万円は、ひろしまの森づくり事業交付金で、その他２４万

円は、山の日実行委員会補助金の一部でございます。

主な事業費は、ひろしまの森づくり事業交付金を活用して、呉地地区、東山地区、神

田地区の里山林整備に伴う委託料でございます。

続きまして、下段の小規模崩壊地復旧事業でございます。
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資料では、１１ページから１５ページとなります。

この事業は皆増でございます。歳入の国・県支出金２,２６２万５,０００円は、小規

模崩壊地復旧事業補助金で、地方債は２,２６０万円でございます。

主な事業費は、平成３０年７月豪雨により被災した城之堀地区２か所、平谷地区１か

所、呉地地区１か所の付帯工事として、下流水路を整備するものでございます。

続きまして、１８４、１８５ページを御覧ください。

林道維持管理事業でございます。

この事業は、林道施設の利用者の安全を確保するため維持補修等を実施するもので、

事業全体で２７４万６,０００円、本年度より６６７万２,０００円、７０.８％の減と

なっております。

減額の主な要因は、林道海上西線の復旧事業の完了に伴う減によるものでございます。

主な事業費は、維持補修の工事請負費でございます。

続きまして、下段の緑地管理事業でございます。

この事業は、熊野団地等の緑地を管理をするもので、事業全体で３８３万円、本年度

より１９万４,０００円、５.３％の増となっております。増額の主な要因は、町が管理

する緑地における維持管理に係る工事請負費の増によるものでございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部公営企業担当次長（寺垣内） 次に、少し飛びまして、１９２ページ、１９

３ページの中段から、１９４ページ、１９５ページを御覧ください。

７款土木費 １項土木管理費 １目土木総務費、道路管理事務事業でございます。

この事業は、道路・河川の管理や占用物件の許認可、官民境界の画定事務を行うもの

で、事業全体では３３８万３,０００円で、本年度より５０万円、１７.３％の増となっ

ております。増額の主な要因は、道路台帳修正業務の増によるものでございます。

続きまして、御覧のページの１９４、１９５ページの中段から、１９６ページ、１９

７ページを御覧ください。

２項道路橋梁費 １目道路橋梁総務費の県営事業及び土木一般事業でございます。

この事業は、県が施工した県単独事業に係る事業負担金や権限委譲された県道３路線

と県急傾斜地維持管理を行うための経費等を計上するもので、事業全体で１,７３６万

９,０００円、本年度より１,７１２万５,０００円、４９.６％の減となっております。

減額の主な要因は、県道矢野安浦線バイパス事業、県道瀬野呉線バイパス事業などの
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事業進捗に応じて県単独事業費に係る事業負担金が減となるものでございます。

歳入の国・県支出金１,０９９万１,０００円は県の分権改革推進委譲事務交付金でご

ざいます。

主な事業費は、県営道路等改良事業負担金５００万円、県道維持修繕に係る業務委託

料及び工事請負費でございます。

次に、道路維持管理事業でございます。御覧のページから１９８ページ、１９９ペー

ジのほうを御覧ください。

この事業は、日常的な道路の維持管理を行うもので、事業費全体で１億４,０８８万

１,０００円、本年度より３,２０１万６,０００円、２９.４％の増となっております。

増額の主な要因は、国の緊急自然災害防止対策事業債を活用し、近年の異常気象に伴

う豪雨時の道路冠水等に対する対策を講じるための工事請負費及び施設整備に伴い必要

となる公有財産購入費の増によるものでございます。歳入の地方債が１億１,０００万

円、その他５７０万円は、道路占用料５１７万７,０００円、水道工事復旧負担金５０

万円、会計年度任用職員等社会保険料納付金１万４,０００円などでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員２名の報酬４０６万８,０００円、道路照明の電気

料など光熱水費２４０万円、用地購入費８００万円、町道の維持管理に係る業務委託料

及び工事請負費でございます。

次に、３目道路新設改良費、町道局部改良事業でございます。御覧のページの１９８、

１９９ページ中段を御覧ください。

この事業は、主に町道の局部的な改良等を実施するものでございます。事業全体で５,

１３０万円、本年度より２,７３０万円、１１３.８％の増となっております。

増額の主な要因は、本年度に比べ各事業の事業進捗に応じて工事請負費及び測量設計

業務委託料などを計上したことによるものでございます。

歳入の国・県支出金は国庫支出金で１,０００万円、地方債は８２０万円、その他１,

０５０万円は基金繰入金でございます。

主な事業費は、調査測量設計業務委託料と工事請負費でございます。

続きまして、道路新設改良事務事業でございます。

この事業は、町道の新設、改良に伴う事務的経費を計上するもので、事業全体で３６

１万４,０００円、本年度より３万７,０００円、１％の減となっております。

減額の主な要因は、積算システムサーバーのリース料の確定後の契約額を計上したこ
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とによるものでございます。

主な事業費は、工事の設計に必要な積算システム使用料６７万円と、積算単価データ

提供に係る県土木協会負担金１０５万６,０００円でございます。

続きまして、町道深原公園線（鞘ノ河内工区）新設事業でございます。

２００ページ、２０１ページの中段を御覧ください。資料のほうでは２ページになり

ます。

この事業は、現在整備中の県道瀬野呉線バイパスと準工業地域を接続する町道深原公

園線を整備するもので、事業全体で３８０万円、本年度より７０万円、２２.６％の増

となっております。

増額の主な要因は、県道バイパス工事の進捗に応じて接続部の町道工事を実施するた

めの所要額を計上したことによるものでございます。

歳入の国・県支出金１４０万円は国庫交付金で、地方債は１２０万円でございます。

主な事業費は、工事請負費でございます。

続きまして、町道呉萩線（呉地・萩原工区）改良事業でございます。資料のほうでは

３ページとなります。

この事業は、呉地地区と萩原地区を結ぶ通学路線について、狭隘な区間の一部を拡幅

改良し、通学路の安全性の向上と道路利用者の円滑な交通を確保するものでございます。

事業費全体で１,４００万円、本年度より１,１２０万円、４４.４％の減となっており

ます。

歳入の国・県支出金７１５万円は国庫交付金で、地方債は５２０万円でございます。

減額の主な要因は、萩原工区の道路改良工事の完了など、事業進捗に伴う所要額の減

によるものでございます。

主な事業費は工事請負費でございます。

続きまして、町道城之堀線改良事業でございます。資料のほうでは４ページ、５ペー

ジとなります。

この事業は、中溝地区と初神地区を結ぶ通学路線について、狭隘な区間の一部を拡幅

改良し、通学路の安全性の向上と道路利用者の円滑な交通を図るものでございます。事

業全体で１,３００万円、本年度より６０万円、４.８％の増となっております。

歳入の国・県支出金６０５万円は国庫交付金で、地方債は４４０万円でございます。

増額の主な要因は、一定区間の道路改良工事の完了に伴い、地区間の所要額を計上し
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たことによるものでございます。

主な事業費は、調査測量設計業務委託料と補償補塡及び賠償金でございます。

続きまして、町道萩城中央線改良事業でございます。

ページは２０２ページ、２０３ページを御覧ください。資料のほうでは６ページとな

ります。

この事業は、萩原地区と城之堀地区を結ぶ通学路線について、狭隘な区間の一部を拡

幅改良し、通学路の安全性の向上と、道路利用者の円滑な交通を図るものでございます。

事業全体で１,３００万円、本年度より８３万５,０００円、６.９％の増となっており

ます。

歳入の国・県支出金６６０万円は国庫交付金で、地方債は４８０万円でございます。

増額の主な要因は、事業進捗に伴い、工事実施に係る所要額を計上したことによるも

のでございます。

主な事業費は、工事請負費でございます。

続きまして、避難路整備事業でございます。資料では７ページから１０ページとなり

ます。

この事業は、災害等の緊急時に住民が安全かつ安心して避難ができる道路の整備を行

うものでございます。事業全体で６００万円、今年度より９,８９２万５,０００円、９

４.３％の減となっております。

歳入の国・県支出金２５０万円は国庫交付金で、地方債は２２０万円でございます。

減額の主な要因は、事業進捗に伴う所要額の減によるものですが、事業の実施に当た

りましては、本年度からの繰越予算と合わせて執行をするものでございます。

主な事業費は、工事請負費でございます。

続きまして、町道萩原線新設事業でございます。

この事業は、町内のネットワークを構築する基幹道路の１つとして、町道新設事業で、

県道矢野安浦線バイパスと接続し、特に町中央部からのバイパスへのアクセス性を高め

るものとなります。

なお、県道バイパス整備の段階的な事業効果を発現させるため、県道バイパスの接続

道路としても機能するものとなるため、バイパス整備に合わせた事業実施を考えており

ます。事業全体で２,７００万円皆増となっております。

歳入の国・県支出金１,４０８万円は国庫交付金で、地方債は１,０３０万円でござい
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ます。

主な事業費は、調査測量設計業務委託料でございます。

続きまして、４目橋梁維持費、国庫橋梁維持修繕事業でございます。御覧のページか

ら２０４ページ、２０５ページを御覧ください。

この事業は、橋梁点検結果に基づき、早期の措置が必要と診断された橋梁の補修工事

を実施するものでございます。事業全体で１,１００万円、本年度より１５０万円、１

２.０％の減となっております。

減額の主な要因は、補修対象となる橋梁の工事に係る所要額が減となるものでござい

ます。

歳入の国・県支出金５５０万円は国庫交付金で、地方債は４００万円でございます。

主な事業費は、工事請負費でございます。

続きまして、御覧のページの２０４ページ、２０５ページの３項河川費 １目河川管

理費、町内普通河川改修事業でございます。

この事業は、町内の普通河川を適正に管理し、地域住民の安全を確保することを目的

として、河川の維持修繕や改修、浚渫等を実施するものでございます。事業全体で４,

３００万円、本年度より５００万円、１３.２％の増となっております。

増額の主な要因は、近年の集中豪雨等により、河川の氾濫や小規模災害が発生してい

ることから、緊急自然災害防止対策事業債と、緊急浚渫推進事業債を活用し、氾濫や災

害を防止するための対策工事や、河川内に堆積した土砂の浚渫工事を積極的に実施して

いくということになります。

歳入の地方債は４,１００万円でございます。主な事業費は、調査測量設計業務委託

料と工事請負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） 続きまして、２０４ページ、２０５ページを御覧ください。

中段から次ページにかけまして４項都市計画費 １目都市計画総務費、都市計画一般

事業でございます。

この事業は、都市計画審議会等に関する事務、立地適正化計画の策定に関する事務及

び各種協議会への負担金を計上するもので、事業全体で１,８１０万５,０００円、本年

度より６６６万７,０００円、２６.９％の減となっております。

減額の主な要因は、都市計画情報システムサービス導入等の電算業務委託料が増加し
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たものの、都市計画図面修正業務及び大規模盛土土地造成安全確保推進計画策定業務が

完了したことによる委託料の減によるものでございます。

歳入の国・県支出金４５０万円は国の集約都市形成支援事業費補助金で、その他の５

３０万５,０００円は、基金繰入金４５０万円、屋外広告物許可手数料７５万２,０００

円、都市計画総括図等の販売による雑入等でございます。

主な事業費は、電算処理業務及び立地適正化計画策定業務などの委託料と、土地情報

管理システム等に係る使用料及び賃借料１３４万１,０００円でございます。

次に、２０６ページ、２０７ページを御覧ください。

中段から次ページにかけまして、建築開発一般事業でございます。

この事業は、都市計画法や国土利用計画法等に基づく許認可事務の進達、営繕事務に

係る経費を計上するもので、事業全体で９５２万１,０００円、本年度より３万２,００

０円、０.３％の増となっております。

歳入の国・県支出金１３４万２,０００円は、国の住宅建築物安全ストック形成事業

補助金１１３万９,０００円、県の土地利用規制等対策費補助金１万３,０００円、建築

物土砂災害対策改修促進事業費補助金１９万円で、その他の２万円は、会計年度任用職

員の社会保険料納付金等でございます。

主な事業費は、会計年度任用職員の報酬３０６万８,０００円、コンクリートブロッ

ク塀除去補助金等の負担金補助及び交付金２５０万９,０００円でございます。

次に、２０８ページ、２０９ページを御覧ください。

中段、子育て世代「住むならくまの」応援事業でございます。

この事業は、子育て世代の定住を促進し、人口の維持、地域の活性化を図るため、住

宅を新築または中古住宅を購入する際の支援措置として、助成金を交付する事業でござ

います。

事業費は子育て世代「住むならくまの」応援助成金の１,５００万円で、本年度と同

額でございます。

次に、２１０ページ、２１１ページを御覧ください。

上段２目公園費、都市公園緑地管理事業でございます。

この事業は、公園緑地の適正な維持管理に係る経費を計上するもので、事業全体で２,

１４５万９,０００円、本年度より５５３万８,０００円、３４.８％の増となっており

ます。
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増額の主な要因は、品長山公園修繕工事及び西ふれあい館遊具移設修繕工事に係る工

事請負費の増によるものでございます。

歳入の地方債は５００万円で、その他６万４,０００円は、行政財産目的外使用料で

ございます。

主な事業費は、公園緑地の維持管理業務等に係る委託料と、公園敷地の土地借り上げ

料１５３万３,０００円、公園の維持修繕のための工事請負費でございます。

次に、下段から次ページにかけまして、深原地区公園管理運営事業でございます。

この事業は、深原地区公園の管理運営を指定管理者のＮＰＯ法人きらら会に委託する

ための費用及び公園の維持・修繕工事費を計上するもので、事業全体で７２４万３,０

００円、今年度より２７万８,０００円、４％の増となっております。

増額の主な要因は、指定管理料の増によるものでございます。歳入の地方債は１１０

万円で、その他１６万８,０００円は、自動販売機設置負担金でございます。

次に、２１２ページ、２１３ページを御覧ください。

中段、筆の里工房周辺整備事業でございます。

この事業は、観光交流拠点公園を整備することで、交流人口の拡大、地域活力の向上

を図るもので、事業全体で７,９００万円皆増となっております。

歳入の国・県支出金３,５５０万円は国庫交付金で、地方債は３,１９０万円でござい

ます。

主な事業費は、公園整備実施計画業務等に係る委託料と、上下水道整備のための工事

請負費でございます。

下段、３目公共下水道費下水道事業繰出金でございます。この事業は、一般会計から

下水道事業会計への繰出金を計上するもので、事業費は３億３,６６３万２,０００円、

本年度より７９０万１,０００円、２.４％の増となっております。

次に、２１４ページ、２１５ページを御覧ください。

上段、５項住宅費 １目住宅管理費、町営住宅管理事業でございます。

この事業は、町内の公営住宅７団地６４戸の維持管理を行うもので、事業全体で２,

４６７万３,０００円、本年度より１,０５９万１,０００円、７５.２％の増となってお

ります。

増額の主な要因は、借地の返還等により使用料及び賃借料が減額したものの、１０次

住宅、２、３号館の外壁、屋上防水改修工事に伴う実施設計業務に係る委託料及び慶神
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住宅解体工事に係る工事請負費の増によるものでございます。

歳入の国・県支出金６１４万６,０００円は、外壁、屋上防水改修工事に伴う実施設

計業務及び町営住宅解体工事に係る国庫補助金で、その他１,２１４万４,０００円は、

主に家賃収入でございます。

主な事業費は、施設の保守点検や維持管理に要する委託料と土地借り上げ料３６９万

６,０００円、町営住宅の修繕・解体を行うための工事請負費でございます。

次に、２１６ページ、２１７ページを御覧ください。

上段、コーポラス熊野管理事業でございます。

この事業は、コーポラス熊野住宅３９戸の維持管理を行う事業で、事業全体で７４４

０万６,０００円、本年度より３３４万６,０００円、８１.６％の増となっております。

増額の主な要因は、２号館雨水竪樋改修工事に係る工事請負費の増によるものでござ

います。

歳入のその他７４４万６,０００円は主に家賃収入でございます。

主な事業費は、簡易的な修繕料１１０万円と、２号館雨水竪樋改修工事に係る工事請

負費でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○農林緑地課長（堀野） 続いて、２２４ページ、下段からの教育費は、教育部から後ほ

ど説明いたします。

ページが飛びまして、２７０、２７１ページを御覧ください。

中段の１０款災害復旧費 １項農林水産施設災害復旧費 １目現年度耕地災害復旧費、

農地及び農業用施設災害復旧事業でございます。

この事業は、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ設けております。

次に、次ページになりますが、２７２ページ、２７３ページを御覧ください。

２項土木施設災害復旧費 １目現年度土木災害復旧費、公共土木施設災害復旧事業で

ございます。この事業も同様に、新たに災害が発生した場合に備え、費目をあらかじめ

設けるものでございます。

一般会計予算案の説明は以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、１７４ページから１８５ページの農林水産

業費、１９２ページから２１７ページまでの土木費、２７０ページから２７３ページの
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災害復旧費について質疑を行います。質疑はありませんか。

福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） ２０３ページのかがみに近いほうなんですけれども、町道萩原線新設

事業で測量費が出てますけれども、これを詳しく教えていただきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） 町道萩原線新設事業のところの調査測量設計業務委託料です

けれども、これにつきましては、今の町内のネットワークのための南北の路線として町

道萩原線、県道の矢野安浦線バイパスと事業進捗を合わせまして、測量設計等を来年度

予算として計上しておるものでございますが、具体的には、まずは地形測量、路線につ

きましては都市計画決定されておりますので、その路線に基づいてどういう形で線形を

入れていくかという道路の線形等の設計、地質調査、こういったものを予定しておりま

す。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 具体的にと言いますのは、工事内容ですが、測量数の内容もなんです

けども、場所です、今の御説明で都市計画決定された県道です、呉地から延びてくるも

のと、阿戸分かれ交差点接続する県道との兼ね合いと申しましょうか、今、東中学校か

ら降りるところの町道も広くしていただいておりますし、県道も今後延びてくる、そこ

のさらにどこへ進路を、場所を言うちゃいけんのであれば、さらにこういうふうなとこ

ろにも必要だという言い方で教えていただきたいんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） すみません、まず、あのあたりの関係の都市計画決定が、現

在、県道矢野安浦線バイパスとして、出来庭地区のほうから東中学校のところまでが事
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業化されて動いております。これは都市計画決定された路線になっておりますが、そこ

から萩原線ということで、先ほど言われた阿戸分かれ交差点に向けて直角に曲がるよう

な形で今計画決定をされておりますので、今回、町道萩原線という部分につきましては、

その部分ということになります。

今後、県道矢野安浦線バイパスとしましては、町としても、県のほうでもそうなんで

すが、今事業化されてるバイパスの区間、今の東中学校までの間から、さらに先へ向け

て、事業のほうを展開していただいて、瀬野呉線バイパス、深原のほうでやっておりま

すが、これと一連のバイパスとして、町内を迂回するような通過交通のルートを設けま

して、町内の交通の円滑化を図るといったようなことを考えていただく中で、今回町道

萩原線、これを設定したものでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 阿戸分かれ交差点との兼ね合いと申しましょうか、そこが知りたいん

ですけれども。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） すみません、阿戸分かれ交差点のところに一応ぶつかる形で

来るような計画になっております。現道のところの阿戸分かれ交差点がちょうど三差路

のような形に今なっておりますので、そこへ交差点の中に当たるような形で今決定をさ

れておるというところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 県道は帰ってこないということ、それだけいいですか、私個人的と言

いましょうか、私が感じとったのは、東中学校まで県道がいきます、東中から県道は阿

戸分かれ交差点に戻ってきますという認識であったんですよ。ですんで、阿戸分かれ交
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差点に戻ってくるのは、県道ではないという意味でおっしゃっておるんですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） 今矢野安浦線バイパス県道につきましては、東中学校の下の

ところまでが県道で一旦バイパスと合いまして、そこから阿戸分かれ交差点の間、こち

らが今町道として考えておりまして、県道バイパスについてはそこで止まるんではなく

て、そこから先線へ向けて、黒瀬方面の熊野黒瀬トンネルのほうへ向けて、さらにバイ

パスを延伸するというような形で計画いただきたいというふうに考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 延びていただくのは非常にありがたいし、反対するものでもございま

せんし、いいことだと思うんですが、阿戸分かれ交差点に戻ってくる道が町道になると

いうのは前からのお話だったんでしょうか。私が今言うとるのは、県道が戻ってくると

いう、具体的に私もいつ答弁をいただいたかという記憶はないんですが、そういう打合

せをどなたかとさせていただいたときにも、特段あれは県道じゃないですよという御説

明をいただいた記憶がないもんで、ちょっとしっくりこんところがあるんですよ、急に

出てきたような気がいたしまして、いつ決まったんかなというようなのが実情といいま

しょうか、感想です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） ３０年前ぐらい前の都市計画決定になるので、ちょっと記憶をたどり

ながらなので、少し長くなるのですが、熊野町が人口が急激に団地造成以降延びまして、

５０年に初めて２万人になったわけなんですが、そのあとの１０年でまた５,０００人

伸びる、そういう時代でありました。

そういうときに熊野の中で、住宅がどんどん増えますので、生活環境としての下水道、

環境の問題として下水道というのが１つ問題になったのと、もう一つは、今言いますよ
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うに、道路の問題がどんどん虫食い状態のスプロールというんですか、そういう開発が

進んでいくことを防ぐために、都市計画道路の決定が必要になった。

そのときに道路に関しましては、矢野安浦線が背骨であることは間違いありませんの

で、その背骨を太くする、４車線にするのか、バイパスにするのかという話が当時出ま

して、町としては将来のまちづくりを考えて、南側の発展も含めてバイパス案が好まし

いということで、都市計画決定をする際に、都市計画決定は、将来の道路をどういうふ

うにしたらいいかというのを都市計画に位置づけるということと、そういった道路の進

捗に影響が出ないように、建築制限をかけるという目的が当時ありまして、それで都市

計画決定をしたということです。

ですから、そのときには今のような問題なので、基本的には事業主体までは決めない

んです、道路がどこに必要かだけを決めるということにとどまってたんですが、ただい

ま言いますように、道路がパイパス案になるということを選んだもんですから、南側の

部分についてのみ、県のほうに町のほうから協議を申し入れて、バイパス案にというこ

とで、これは県道主体ということでよろしゅうございますかということで、南に県道を

振った。

それ以外の路線については、今申しましたように、事業主体は決めるというものでは

ございませんでした。ただ、今まで説明がありましたように、県道がバイパス案という

ことになったために、県はその先を当然見て、黒瀬方面、あっちを選んでバイパスを請

け負っていただいたわけですから、おのずとその時点で、県道と県道を結ぶ県道は難し

いので、町道であるという認識はその当時からございました。

ただ、事業主体を決めるということではないので、町のほうでここを県、ここを町と

いう発表はしたことはないと思うんですけれども、認識としては、今言いましたように、

県道と県道の連絡道であって、町道だという認識は当時からございました。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 福垣内委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（福垣内） 長い時間をかけて道の計画があったことでしょうから、確かにそのよ

うに答弁の中でここが県道である、ここが町道であるというのは、私も確たるあれを持

ってませんので、追及できないんですけれども、割と答弁の中では、県道が戻ってくる
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という表現があったかと思うんです。そうしたときには誤解を避けるためにも、そこは

県道とは決まっておりませんという情報提供というのは、あってしかるべきだったんで

はないかと思うんです。

というのは、県道が帰ってくると思われてる方多いでしょうし、地権者の方にとって、

あそこは今から町道になりますということになったら、賠償条件違ってくるんではなか

ろうかということで、勘ぐるといいましょうか、協力的だった方が立場を変えるような

ことがあってもいけないと思いますので、そういう意味での情報提供というのは、丁寧

に進めていただけたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 岩田副町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○副町長（岩田） 分かりました。

まず、矢野安浦線と県道には瀬野呉線という道路がありますので、今言いますように、

事業主体が県である方法が全くないというものではないかもしれません。県道と県道と

言いましても２本の県道ですから、その辺の整理はできるかもしれませんが、先ほど言

いましたような事情で、町としては、将来的にこの道路をどちらか整備をしたほうが、

将来的な全体の道路の整備は町にとってどっちが有利か、県にどこまでやっていただく

のが有利になるかということを総合的に判断して、最終的には決まるということだろう

とは思います。

ただ、今の段階では、町でやったほうが、町全体のネットワークを整備していただく

整備料は県のほうが多くなるんじゃないかというふうに今認識をして、そういうことを

言ってるだけで、確実にこのようにやるということではございませんが、今そういう認

識というふうにしてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ２０６、２０７ページ。建築開発一般事業の中のコンクリートブロック

除去補助金。今年度でどれぐらいの方が使われてますでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○産業建設分科会進行役（尺田） 宗像都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） ブロック塀の除去の事業でございますけれども、今年度２件の

申請がございました。１件は撤去して新設というか新たにつけられる、１件は除去のみ

の件でございました。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） それと、その下の子育て世代「住むならくまの」応援事業ですが、これ

もかなり今新築が建っておるんですが、これの状況、契約された件数を教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 宗像都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） ２月末の数字でございますけれども、現在、今年度８９人の方

が申請をされております。

交付金額でございますけれども、８９件で、１,７７５万７,０００円、交付決定して

おります。これ当初予算で１,５００万しか組んでおりませんでしたので、先般の補正

予算のほうで１０件、２００万円分を計上させてもらったものと、それまでの間、予備

費のほうを充てていただいて実施をしております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ８９人ですか、使われた方の中で町外から来られた方は分かりますか、

何人ぐらいおられるか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 宗像都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） ごめんなさい、表現が悪かった、８９世帯になります。そのう
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ち町外からのものが５１件でございます。県外からは今のところ、１件もございません。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） ５０件もあるということは、かなりの成果が出たと思っております。

先ほどのコンクリート除去補助金と「住むならくまの」なんですが、内容を知らせる

周知方法、これはどのようになってますでしょうか、一応ネットなんかで検索しても上

がってこないんですよね、どういうふうな検索方法でこれらを調べられるんかどうか、

教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 宗像都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） まず、子育て世代「住むならくまの」の定住応援助成金でござ

いますけれども、毎年要綱をつくってしておりますので、新年度予算をつけていただき

ましたので、３月に要綱をつくりまして、４月号の広報でお知らせをするとともに、ホ

ームページのほうにも載せております。

ブロック塀につきましては、昨年度から始めさせてもらったんですけれども、やはり

４月号のほうに広報を載せさせていただきまして、ホームページのほうにも掲載してお

りますけれどもということでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 水原委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（水原） 僕の検索方法が悪かったのかどうか。ホームページで検索する場所があ

りますよね、あそこにコンクリートブロック除去補助金制度みたいなことを入れても、

出てこないんですよ。それは僕のやり方が悪いのか。ホームページで出てこないんでど

うかなと思ったんですが。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 宗像都市整備課長。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） ちょっと検索の方法については今確認できないので、後ほど調

べまして、また御連絡させてください。

失礼いたします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 私も同じ項目でございます。２０９ページ。子育て世代の補助でござい

ますが、要はスマートシティに向かっております、災害に強いまちづくり、これは多分

この近辺でもまだ手がけていらっしゃらないかも分かりませんけれども、東京都はそう

ですが、ソーラー発電を設置することによって補助金を出そうという時代ですね。災害

のときに発電できるのは、きっとそういう部品でしかなくなるんです、蓄電池をどうす

るか。そういう視点の中で今後は、今回はこれでいいですよ、特に住宅化していきます

から、熊野は。付加価値の高い住宅地をつくる意味で、ソーラー発電の設置とスマート

シティづくりというのも視野に入れていただきたいんですが、いかがでございましょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 堂森建設農林部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部長（堂森） 今お問い合わせのソーラー発電なんですけれども、以前に時期

はちょっと覚えてないんですけれども、数年前に生活環境のほうで発電をした場合に、

補助金を出すという制度が国のほうにございまして、それが何年か続いた時期があった

かと思ってます。そういったものにつきましても、国等の制度をしっかり情報を密にし

て、そういったものがあれば、また活用できるものがあれば、そのようにしていきたい

と考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 荒瀧委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（荒瀧） 基本的にＣＯ２の削減という大きな世界の流れの中で、やはり私はこの

近辺でそれを手がけると、かなりスマートな町に変えられようと思います。その続きの
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中で自動運転の車も出てくるかも分かりませんし。ぜひそういう視点も見据えながら、

次の世代、持続可能な団地形成、災害に強いスマートシティという視点を捉えてくださ

いませ。よろしくお願いします。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） １９７ページの道路維持管理事業なんですけれども、町内にかなり劣化

してる町道があるんですけれども、これについては町の車が時々パトロールされてます

が、そういったところで発見をして予算組みを考えるといったことはないんでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） 町内の道路の悪いところということで、今のまず舗装の関係

の話やと思いますけども、舗装のほうにつきましては、基本的にはまず安全性の確保と

いうことで、小規模な部分的に悪いところとかいうのはできるだけ早く対処しようとい

うことで、これはやらせていただいてます。

全体的な経年変化で悪くなっているところというのは、ある程度一定規模の延長で補

修という形でやらせていただいておりまして、今回も幾らかそういった路線も予算計上

させていただいておりますけれども、そこは日頃うちの職員によるパトロール等で、悪

いところを把握しておりまして、その中で、ある程度まとまった悪いところを一定規模

で順次直していくといったような形で進めております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） それでは、各議員が住民さんから町道の舗装工事を依頼された場合、町

の職員さんが考えられてる場所とかぶっている場合も、かぶってない場合もあると思う

んですが、単発的なというか、そういったものが出てきた場合はどのように対処されて

いるんでしょう。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） やはり小規模なものとか、部分的なものというのは、ある程

度お話しいただくものというのは、何かしらの支障があったり、安全性に欠くものであ

ったりというようなことが考えられますので、それにつきましては、まず当面の対策と

いうのと抜本的な対策という中での当面の対策については、早々にさせていただくこと

にしております。

抜本的にどうしてもしないといけないようなところも中にはあろうかと思います。そ

の部分については、また町内の舗装の劣化状況を見ながら、ある程度一定規模のものを

大規模な補修ということで計画をさせていただいて、予算計上してやらせていただくと

いうような格好で進めていきたいと考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） それから、道路とは言えないかと思うんですが、町民会館の建物と駐車

場の間のところなんですが、かなり劣化しています。町民の方が、いわゆるグループ活

動などでよく使われる場所ですので、そういったところは早急に補修していただきたい

と思うんですが、いかがでしょう。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 三村町長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町長（三村） あの箇所、私も非常に気になっておりまして、来年、もしくは再来年ま

でにはやりたいと思います。あそこは駐車場からまずやってきたんですが、道路につい

ても一編にやるのは予算的には厳しかったんで、来年、もしくは再来年やるというよう

に考えておってください。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。
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光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ２０３ページ、一番下になります。国庫橋梁維持修繕事業、場所はどこ

になりますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 安宅建設農林部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部次長（安宅） 今回当初予算で上げさせていただいております箇所につきま

しては、今２か所を考えております。１つ目は、二河川のほうにかかってる橋で、呉地

地区の久保橋という橋と、あと平谷のほうの明神橋という橋の２か所を今想定しており

ますが、現地に入って劣化状況等で、全て２橋できるかどうかというところはちょっと

あるんですけど、今想定としてはその２橋を考えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ないようでしたら、企業会計へと移りたいと思います。

ここで暫時休憩いたします。再開は１４時４５分からお願いします。

（休憩 １４時２９分）

（再開 １４時４５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、すみません、分科会を再開する前に、執行

部より発言の申し出がありましたので、お願いします。

宗像都市整備課長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○都市整備課長（宗像） すみません、先ほど水原議員からありましたホームページの件

でございますけれども、まず、ブロック塀の除去補助金でございますけれども、申し訳

ございません、コンクリートブロックと書いてない、ブロックで検索したら出てくるよ

うなんですけれども、あと、ホームからカテゴリーで暮らし、手続、住宅・建築という

ところを探していくと出てきますので、今後ちょっと表示の仕方についても町のほうで
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検討してまいりたいというふうに思います。

それから、子育て世代「住むならくまの」定住応援助成金も、子育てとか、「住むな

らくまの」で検索していただくと出てくるようなんですけれども、カテゴリーも同じホ

ームから暮らし、手続、住宅・建築と探していくと、その下に出てきますので、こちら

のほうもまたホームページの担当課と協議をしまして、できるだけ検索しやすい状況に

していきたいというふうに考えます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、休憩前に引き続き、分科会を再開いたしま

す。

それでは、下水道事業会計について、説明をお願いします。

寺垣内公営企業担当次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○建設農林部公営企業担当次長（寺垣内） それでは、下水道事業会計予算（案）につい

て御説明いたします。

なお、下水道事業会計予算につきましては、地方公営企業法施行規則第４５条におき

まして予算書の様式が定められております。したがいまして、一般会計などの予算書の

ような事業ごとの予算編成になっておりませんので、資料１６の令和５年度歳入歳出予

算説明資料の中にございます主要事業一覧表の内容に沿って御説明させていただきます。

それでは、資料最後のページ、１９ページをお開きください。

項目番号の５、下水道事業会計の表を御覧ください。また、事業実施箇所につきまし

ては、お手元にお配りしております予算特別委員会資料１８ページ、１９ページを併せ

て御覧ください。

それでは、建設改良費の熊野団地汚水管渠改築更新事業でございます。事業費として

７,５００万円を計上しております。事業実施箇所図では、①として石神地区で延長１

２５メートルの老朽管の布設替え工事を予定しており、また、②から④として、神田、

東山地区におきまして、合計延長３５７メートルの老朽管の更生工事を予定しておりま

す。

熊野団地汚水管渠改築更新工事につきましては、老朽管の管路調査を基に、修繕が必

要と判断した管路のみを修繕するため、箇所図にあるように、施工箇所が点在するもの
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となります。

下水道事業会計予算（案）の説明は、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、下水道事業会計について、質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） ないようでしたら、以上で当分科会での審査は全て終

了とします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。

報告書作成のため、暫時休憩します。

（休憩 １４時４８分）

（再開 １４時４９分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設分科会進行役（尺田） 休憩前に引き続き、分科会を再開します。

分科会報告書を作成しましたので、朗読します。

案

予算特別委員長 山野千佳子様

産業建設分科会進行役 尺田耕平

令和５年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月９日

に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号、令和５年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、土木費、災害

復旧費について。

議案第２４号、令和５年度熊野町下水道事業会計予算について。

以上でございます。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

○産業建設分科会進行役（尺田） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会
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で報告することに決定しました。

以上をもちまして、産業建設分科会を終了します。

皆さん、御協力ありがとうございました。

（散会 １４時５１分）
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令和５年 予算特別委員会 文教分科会

（会議録 第１号）

１．招集年月日 令和５年３月９日（木）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和５年３月９日（木）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のため出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

教 育 部 長 隼 田 雅 治

総 務 部 長 西 村 隆 雄

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

教 育 部 次 長 立 花 太 郎

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司

住民生活部次長 西 川 伸一郎

町 公 民 館 長 穂 坂 俊 彦
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教 育 指 導 監 梶 弘 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

財 務 課 長 多久見 良 数

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

教育費

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １４時５４分）

○文教分科会進行役（片川） ただいまから、令和５年予算特別委員会文教分科会を開催

いたします。

それでは、令和５年度の事業ごとにおける歳入歳出予算について、担当から説明を受

けたいと思います。

それでは、教育費についての説明をお願いいたします。

立花教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（立花） それでは、教育部の各事業について説明をさせていただきます。

歳入歳出予算書２２４、２２５ページの下段をお願いいたします。

９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、教育委員会活動事業でございます。

この事業は、教育委員会の活動に必要な委員報酬や旅費、研修負担金などを計上する

ものです。事業全体で２４２万１,０００円、本年度より１２万３,０００円、５.４％

の増額となっております。

主な事業費は、教育委員報酬の２１０万８,０００円でございます。

続きまして、２２６、２２７ページの中段、２目事務局費、学校教育一般管理事業で

ございます。
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この事業は、学校教育に係る人的経費や教育長及び事務局職員の旅費、緊急連絡用の

メールシステム、学校健診に係る機械器具使用料の費用などの経費を計上するものです。

事業全体で５０３万６,０００円、本年度より９２万３,０００円、２２.４％の増とな

っております。増額の主な要因は、ＧＩＧＡスクール構想に伴う校務支援システムの通

信回線の増設に係る通信運搬費及び事務局職員の時間外手当の増額によるものでござい

ます。

主な事業費は、事務局職員の時間外職員諸手当１５７万４,０００円、耳鼻科検診・

歯科検診で使用する器具の使用料１０４万円でございます。

続きまして、２２９ページの中段、学校教育振興事業でございます。

この事業は、教育支援委員会や就学時健診に要する経費、外国語指導のための英語指

導助手派遣業務委託、学力向上対策に係る経費などを計上するものです。事業全体で１,

８５０万９,０００円、本年度より４１万５,０００円、２.３％の増となっております。

増額の主な要因は、学齢就学援助システムのクラウド利用料の増額によるものでござい

ます。

主な事業費は、英語指導助手派遣業務の委託料でございます。

続きまして、２３１ページの上段、学校支援事業でございます。

この事業は、教員の事務支援を行う教員業務支援員、不登校、生徒指導に対応するた

めの教育支援員やスクールソーシャルワーカー、通常学級において配慮を必要とする児

童に対応する配慮児童支援員などの配置に伴う経費、そして施設の簡易な修繕等に速や

かに対応するための学校施設等安全点検業務委託料を計上するものです。事業全体で６,

０２９万２,０００円、本年度より１０７万１,０００円、１.７％の減となっておりま

す。減額の主な要因は、ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ環境整備等を支援するサ

ポーター委託料の皆減によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員に係る報酬４,０４１万３,０００円、期末手当７９

６万２,０００円、社会保険料４１２万６,０００円、学校施設等安全点検業務委託料で

ございます。

その他の財源２２万３,０００円は、社会保険料納付金でございます。

続きまして、２３０、２３１ページの下段から２３３ページの下段までの、２項小学

校費、１目学校管理費、小学校一般管理事業でございます。

この事業は、小学校における学校医や用務員の配置、児童及び教職員の健診の実施や
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各校のパソコン・ＩＣＴ機器等に要する経費、学校運営に必要な消耗品、電話・郵送料

等の通信運搬費を計上するものです。事業全体で４,４９５万５,０００円、本年度より

３２３万６,０００円、７.８％の増となっております。増額の主な要因は、校務支援シ

ステム導入による運用保守業務の委託料の皆増によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬６７４万６,０００円、学校医報酬３５３万６,

０００円、小学校４校の学校維持・清掃用品等の消耗品費７１５万７,０００円、パソ

コン等の機械器具使用料１,１１７万３,０００円でございます。

その他の財源３８万２,０００円は、行政財産目的外使用料３４万２,０００円及び社

会保険料納付金４万円でございます。

続きまして、２３５ページの上段、小学校施設維持管理事業でございます。

この事業は、小学校の施設維持管理、修繕などに係る経費を計上するものです。事業

全体で７,１１５万８,０００円、本年度より９７５万２,０００円、１５.９％の増とな

っております。増額の主な要因は、各小学校の光熱費の増額によるものでございます。

主な事業費は、小学校４校の電気・水道料等の光熱水費３,１４３万９,０００円、学

校敷地の土地借上料２,３１８万４,０００円、施設維持工事等に係る工事請負費でござ

います。

続きまして、２３５ページの下段、２目教育振興費、小学校教育振興事業でございま

す。

この事業は、学力調査の実施、デジタル教科書のリース、学習用の消耗品や備品、指

導書等の購入、児童の対外活動のための費用、要保護・準要保護児童に対する修学援助

費など、小学校教育の振興を図るための経費を計上するものです。事業全体で３,９４

９万円、本年度より４１３万８,０００円、１１.７％の増となっております。増額の主

な要因は、ドリル、授業支援ソフト使用料の皆増によるものでございます。

主な事業費は、小学校４校の配布資料やプリント用コピー用紙等の購入に係る消耗品

費５７９万円、ソフトウエア使用料３９４万５,０００円、対外活動費１２３万円、扶

助費の要保護及び準要保護児童援助費１,５７３万６,０００円、新入学学用品の入学前

支給分３８４万円でございます。

国・県支出金５５万円は、要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費

補助金でございます。その他の財源４５万６,０００円は、日本スポーツ振興センター

保護者負担金でございます。
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続きまして、２３７ページの下段から２３９ページ上段までの小学校低学年書道科指

導事業でございます。

この事業は、小学１年生と２年生を対象に、教育課程外で年間１５時間書道の授業を

行うもので、書道の指導を通じて正しい姿勢を身につけ、集中力と持続力を養い、熊野

を愛する豊かな心と人間性の育成を目的とするものでございます。事業全体で５２２万

１,０００円、本年度より５６万円、１.１％の増でございます。増額の主な要因は、低

学年書道科講師の職員共済組合負担金２６万４,０００円の皆増によるものでございま

す。

主な事業費は、低学年書道科講師の報酬３３９万６,０００円、期末手当６９万２,０

００円、社会保険料４８万５,０００円でございます。

その他の財源５２２万１,０００円は、筆の里づくり基金繰入金５２０万円、社会保

険料納付金２万１,０００円でございます。

続きまして、２３８、２３９ページの中段から２４１ページまでの、３項中学校費、

１目学校管理費、中学校一般管理事業でございます。

この事業は、中学校における学校医や用務員の配置、生徒及び教職員の健診の実施や

各校のパソコン・ＩＣＴ機器等に要する経費、学校運営に必要な消耗品費、電話・郵送

料等の通信運搬費を計上するものです。事業全体で４,１２１万４,０００円、本年度よ

り１２７万２,０００円、３.０％の減となっております。減額の主な要因は、パソコン

教室のパソコンリースが終了したことによる機器器具使用料等の減額によるものでござ

います。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬１,６４６万４,０００円、期末手当２３２万４,

０００円、社会保険料１１８万６,０００円、パソコン等の機器器具使用料５５９万８,

０００円でございます。

その他の財源１０万４,０００円は、行政財産目的外使用料５万８,０００円、社会保

険料納付金４万６,０００円でございます。

続きまして、２４１ページ下段から２４３ページにかけての中学校施設維持管理事業

でございます。

この事業は、中学校施設の維持管理、修繕などに係る経費を計上するものです。事業

全体で４,３７２万４,０００円、本年度より１,１４０万５,０００円、２０.７％の減

となっております。減額の主な要因は、水道メーター取替工事及び中学校の武道館や体



－144－

育館の屋根改修工事等に係る工事請負費の減額でございます。

主な事業費は、中学校２校の電気・水道料等の光熱水費１,３５９万円、学校敷地の

土地借上料２,０７１万円でございます。

続きまして、２４３ページ中段の中学校大規模改造事業でございます。

この事業は、国の交付金を活用して実施する中学校施設の大規模な改修に係る経費を

計上するものです。事業全体で９００万円、本年度より７００万円、３５０％の増とな

っております。増額の主な要因は、熊野中学校の格技場照明改修工事、熊野東中学校の

格技場照明改修工事でございます。

主な事業費も、熊野中学校の格技場照明改修工事、熊野東中学校の格技場照明改修工

事でございます。地方債の９００万円は、緊急防災・減災事業債でございます。

次に、２４２ページ、２４３ページ下段から２４５ページまでの２目教育振興費、中

学校教育振興事業でございます。

この事業は、学力調査の実施、デジタル教科書のリース、学習用の消耗品や備品、書

道書の購入、生徒の対外活動のための費用、要保護・準要保護生徒に対する修学援助費

など、中学校教育の振興を図るための経費を計上するものです。事業全体で２,２３２

万５,０００円、本年度より３２０万３,０００円、１６.８％の増となっております。

増額の主な要因は、ドリル、授業支援ソフト使用料の皆増によるものでございます。

主な事業費は、中学校２校の配布資料やプリント用のコピー用紙等の学習用消耗品３

１７万５,０００円、ソフトウエア使用料２１８万６,０００円、対外活動費１６４万２,

０００円、扶助費の要保護及び準要保護生徒修学援助費１,１０３万６,０００円でござ

います。

国・県支出金２０万円は、要保護児童生徒援助費補助金及び特別支援教育就学奨励費

補助金でございます。その他の財源２３万９,０００円は、日本スポーツ振興センター

保護者負担金でございます。

続きまして、２４４、２４５ページ下段から２４７ページ下段までの、４項学校給食

費、１目学校給食費、学校給食事業でございます。

この事業は、学校給食法に基づき、児童・生徒の健全な心身の発達、発育及び食育を

推進することを目的に、デリバリー方式による給食を提供するための経費を計上するも

のです。事業全体で１億３,２９９万９,０００円、本年度より１６６万円、１.３％の

増となっております。増額の主な要因は、光熱費等の高騰による給食調理委託料の増額
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でございます。

主な事業費は、給食容器購入のための消耗品費９７万４,０００円、給食システムク

ラウド利用の手数料９８万８,０００円、給食調理及び食材購入、食品検査等に係る業

務委託料でございます。

その他の財源６,３３９万２,０００円は、学校給食保護者負担金６,３３５万２,００

０円、学校給食保護者負担金督促手数料４万円でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（穂坂） 続きまして、２４６、２４７ページ下段から２４９ページまでの

９款教育費、５項社会教育費、１目社会教育総務費、社会教育一般事務事業でございま

す。

この事業は、生涯学習振興のための庶務及び社会教育関係団体の育成に係る経費を計

上するものでございます。事業全体で４１０万４,０００円、本年度より６万円、１.

５％の増となっております。

主な事業費は、くまどくノート・くまどくカレンダー作製等に要する印刷製本費５２

万４,０００円、負担金、補助及び交付金として熊野町ＰＴＡ連合会補助金５万円ほか、

合計１８６万４,０００円でございます。

その他の財源２万円は、講習受講負担金でございます。

続きまして、下段から２５１ページ上段までの、二十歳を祝う会事業でございます。

この事業は、ふるさと熊野町の将来を担う新成人の門出を祝う、二十歳を祝う会開催

に係る経費を計上するもので、本年度までの成人を祝う会事業の名称を改め、令和６年

１月７日に町民会館で開催を予定しており、約１８０人の参加を見込んでおります。事

業全体で７６万６,０００円、本年度より７１万９,０００円、４８.４％の減となって

おります。減額の主な要因は、本年度は５月、１月と２回開催いたしました成人を祝う

会が通常どおりの１回となることによるものでございます。

主な事業費は、記念品料４１万８,０００円でございます。

続きまして、中段の青少年健全育成事業でございます。

この事業は、青少年の健全育成を目的として組織された団体、青少年育成くまの町民

会議の活動に係る経費を計上するものでございます。事業全体で１３万円、本年度と同

額となっております。

主な事業費は、青少年育成くまの町民会議補助金１２万５,０００円でございます。
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続きまして、中段から２５３ページ上段までの郷土館管理運営事業でございます。

この事業は、熊野町郷土館の管理運営に係る経費を計上するものでございます。事業

全体で１４３万４,０００円、本年度より１万２,０００円、０.８％の増となっており

ます。増額の主な要因は、植栽管理業務委託料の増によるものです。

主な事業費は、光熱水費１６万８,０００円、施設管理業務委託料でございます。

続きまして、２５３ページ上段の２目町民会館費、町民会館施設管理事業でございま

す。

この事業は、生涯学習の拠点施設であるとともに、中央防災交流センター機能も有す

る熊野町民会館の施設維持管理に係る経費を計上するものでございます。事業全体で２,

５２２万２,０００円、本年度より５,４６１万３,０００円、６８.４％の減となってお

ります。減額の主な要因は、町民会館講堂天井改修工事に伴う工事請負費の減によるも

のです。

主な事業費は、光熱水費９９８万４,０００円、施設管理業務委託料、施設設備保守

点検業務委託料でございます。

特定財源として、その他の財源２９３万７,０００円は公共施設等整備基金繰入金２

０６万７,０００円、中央防災交流センター使用料８４万円、雑入のコピー代３万円で

ございます。

続きまして、２５４、２５５ページ、３目公民館費、熊野町公民館管理運営事業でご

ざいます。

この事業は、町民会館における町公民館部分の施設管理及び主催事業の開催等に係る

経費を計上するものでございます。事業全体で６９２万２,０００円、本年度より２６

０万２,０００円、６０.２％の増となっております。増額の主な要因は、会計年度任用

職員の雇用人数増に係る報酬など、人件費に関連した費用の増によるものでございます。

主な事業費は、会計年度任用職員報酬３４０万３,０００円、報償費５７万７,０００

円でございます。

その他の財源２４０万円は、熊野町公民館使用料１６５万６,０００円、行政財産目

的外使用料１２万９,０００円、筆の里づくり基金繰入金１万５,０００円、社会保険料

納付金２万円、熊野町公民館受講負担金２９万１,０００円、自動販売機設置負担金２

８万８,０００円、公衆電話料１,０００円でございます。

続きまして、２５６、２５７ページの公民館一般事務事業でございます。
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この事業は、公民館全体に係る経費及び放課後子ども教室の運営に係る経費を計上す

るものです。事業全体で２１４万５,０００円、本年度より２８万３,０００円、１１.

７％の減となっております。減額の主な要因は、本年度予算に計上しておりました旧東

公民館土地借上料等が不要になったことによるものでございます。

主な事業費は、職員時間外手当４２万３,０００円、筆の都熊野町民文化祭実行委員

会補助金８２万４,０００円でございます。

国・県支出金は、放課後子ども教室推進事業補助金として４６万７,０００円、その

他の財源８万円は、放課後子ども教室推進事業参加負担金２万円、山の日イベント補助

金６万円でございます。

２５８、２５９ページ上段、４目文化財保護費、文化財保護事業は、令和２年度から

所管が産業観光課に移っております。

続きまして、下段から２６３ページ上段までの５目図書館費、図書館運営事業でござ

います。

この事業は、図書館の管理運営に係る経費を計上するものです。事業全体で４,８２

６万２,０００円、本年度より３５万８,０００円、０.７％の増となっております。

主な事業費は、会計年度任用職員となる図書司書に係る報酬１,０１６万８,０００円、

図書購入等に係る消耗品費１,０８１万５,０００円、光熱水費６６６万２,０００円で

ございます。

その他の財源５５７万５,０００円は、社会保険料納付金６万１,０００円、行政財産

目的外使用料１２万１,０００円、広島県市町村振興協会市町交付金５３８万６,０００

円、公衆電話料２,０００円、雑入のコピー代５,０００円でございます。

続きまして、２６２、２６３ページから２６５ページ中段の６目防災交流センター費、

東防災交流センター管理運営事業でございます。

この事業は、住民の生涯学習及び多世代交流事業を推進する東防災交流センターの管

理運営に係る経費を計上するものでございます。事業全体で１,２３６万４,０００円、

本年度より２２３万９,０００円、２２.１％の増となっております。増額の主な要因は、

会計年度任用職員の雇用に係る人件費、光熱水費の増によるものでございます。

主な事業費は、光熱水費２９７万７,０００円、施設管理業務委託料でございます。

その他の財源７３万８,０００円は、東防災交流センター使用料４０万円、筆の里づ

くり基金繰入金２万円、社会保険料納付金１万円、東防災交流センター受講負担金２０
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万円、自動販売機設置負担金８万４,０００円、雑入のコピー代２万４,０００円でござ

います。

続きまして、中段から２６７ページの６目防災交流センター費、西防災交流センター

管理運営事業でございます。

この事業は、住民の生涯学習及び多世代交流事業を推進する西防災交流センターの管

理運営に係る経費として計上するものでございます。事業全体で１,２７３万２,０００

円、本年度より８２万６,０００円、６.１％の減となっております。減額の主な要因は、

本年度の新館部分の整備に係る備品購入分がなくなったためでございます。

主な事業費は、光熱水費３２２万７,０００円、施設管理業務委託料でございます。

その他の財源３１６万１,０００円は、西防災交流センター使用料２２２万円、筆の

里づくり基金繰入金５万５,０００円、西防災交流センター受講負担金５６万２,０００

円、自動販売機設置負担金２５万２,０００円、雑入のコピー代７万２,０００円でござ

います。

続きまして、２６８、２６９ページ上段、６項保健体育費、１目保健体育総務費、社

会体育一般事務事業でございます。

この事業は、生涯スポーツ振興の活動拠点となります町民グランド、町民体育館等の

施設管理に係る指定管理料及び遊びと学びの交流学校事業など、各種事業の委託料を計

上するものでございます。事業全体で４,７９６万３,０００円、本年度より４６９万２,

０００円、１０.８％の増となっております。増額の主な要因は、熊野健康スポーツ振

興会に対する補助金の増によるものでございます。

主な事業費は、指定管理料、熊野健康スポーツ振興会補助金２,７７２万１,０００円

でございます。

続きまして、２６８ページ下段から２７１ページ上段までの２目体育施設費、社会体

育施設管理事業でございます。

この事業は、町民グランド、町民体育館等の維持・修繕等に係る経費を計上するもの

でございます。事業費全体で１,９０１万５,０００円、本年度より２,５９３万２,００

０円、５７.７％の減となっております。減額の主な要因といたしまして、本年度実施

完了いたしました町民グランドの照明ＬＥＤ化工事に係る工事請負費の減によるもので

す。

主な事業費は、土地借上料１,７８４万３,０００円でございます。
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その他の財源６万９,０００円は、行政財産目的外使用料でございます。

教育部については、以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） それでは、２２４ページから２７１ページまでの教育費に

ついて質疑を行います。質疑はございませんか。

光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） コミュニティースクール、これは施政方針で取組を充実させていくとい

うようにありましたけども、これは具体的にどこに、どこの予算に含まれていますか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 立花教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（立花） コミュニティースクールにつきましては、小学校の教育振興事業

費でありますとか、中学校の教育振興事業費、それから社会教育費等々、多くの費目に

関係するもので予算組みをしているところでございます。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） すみません、ちょっと具体的に、何ページのどの費目の予算に入ってい

るのかというのをちょっと教えてください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 隼田教育部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部長（隼田） ただいま振興事業と言ったんですけれども、小学校の一般管理事業、

２３３ページですね。小学校については２３３ページの上段のほうに学校運営協議会委

員報酬というのがございます。中学校も同じように、一般管理事業、２３９ページのほ

うに委員報酬として予算組みをしております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） ということは、報酬、委員さんへの報酬ということですが、これは具体

的にそれぞれ小中学校は６校ありますけども、事業とか、目に見える形の事業なり、予

算なりというものは特にないということですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 平岡教育長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育長（平岡） コミュニティースクールを推進していくためには、学校と地域が協働

し合うということが大きなテーマでございます。そうした中で、当然学校としたら地域

の方にボランティアで入ってきていただいて、様々な活動を充実させていくということ

を取り組んでいるところで、お金をかけてというよりかは、むしろソフト面でいろんな

ところを充実させながら取組を進めているというところで、学校と地域が絆を結ぶ、そ

のあたりを大きなテーマにして取組を進めたいというふうに思っています。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これ具体的にじゃあ予算はかからないということですが、例えばという

か、具体的な何か取組とか、ここの学校ではこういうことを取り組んでおると、今年度。

来年度はそれをこのように充実させていこうというような、目に見えるいうか、ちょっ

とイメージが湧かないもんですから、ちょっとそのあたりがあれば教えていただければ

と思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 梶教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（梶） 例えばでありますけれども、第二小学校であれば月に一度、地域の

日という日を設けまして、地域の人に学校に入ってもらって、昔遊びを一緒にしたりで

あるとか、地域の人が紹介したいお話ということを子供たちに伝えたり、あるいは子供

たちが地域の人とやりたい遊びであるとか、学習ですよね。そういったものを取り組ん
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でいるということがあります。

また、熊野第三小学校ではコミュニティールームというふうに部屋をつくりまして、

地域の人に触れ合い週間という期間を決めてそこの部屋に来ていただいて、子供たちと

触れ合うというようなことも取り組んでいます。

今、コミュニティールームの名前についても地域の人に呼びかけて、みんなで名前を

つくって、地域の人と子供たちが協働できるような場をつくろうというふうに、入って

いただきながら今取組を進めているような状況です。

これからどんなことができるかなというのは手探りのところがあるんですけれども、

まず枠を決めてこんなことをするから来てくださいということではなくて、どんなこと

ができるかな、地域の人と一緒に子供たちの学び、また学校がコミュニティーの核とし

て地域に貢献できるようにするためにはどういうことがいいのかなというのを、実際に

地域の人、学校、保護者、子供たちが交流する中でつくっていこうというふうな今状況

になっております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） だんだん見えてきました。地域の人と言われるのは、具体的に何かの役

職とか特定したものですか。そうでなくて、各校でそれぞれ任意で選ぶようなやり方で

すか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 梶教育指導監。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育指導監（梶） やはり地域の事情であるとか、文化財であるとか、そういうところ

に詳しい自治会長さんとかに入っていただいています。それから、保護者、読書ボラン

ティアの方、それから放課後子ども教室というか、学習支援をしてくださるような方で

あるとか、そういった方に入っていただいて、その輪を広げているということでありま

すので、学校長がこの人に学校経営に参画してほしいという方に声をかけさせていただ

いて、了解をいただいた方に委員として入っていただいております。

以上です。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 非常に地道な時間がかかる取組だというように私は感じました。期待し

ておりますので、よろしくお願いします。

それと、２６９ページ、社会体育一般事務事業、負担金、補助及び交付金で、熊野健

康スポーツ振興会補助金、これ増額をされてるということで、これは夏祭りの実施経費

を補助金のほうに反映されとるんじゃないかと思うんですが、それでよろしいですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 穂坂町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（穂坂） 町長施政方針にもありましたが、平成３０年７月豪雨災害から５

年を迎えるに当たりまして、慰霊復興を目的とした町民グランドでの指定管理者主催に

よる夏祭りの補助金ということで計上させていただいております。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） これ具体的に予算額、それと祭りの内容、それと実施体制などを教えて

ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 穂坂町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（穂坂） 予算ということでありますが、４００万円を計上させていただい

ております。内容といたしましては、やぐらを組みましての盆踊りや、キッチンカーに

よる飲食、花火打ち上げ等を考えられると聞いております。実施体制につきましては、

実行委員会形式ということも視野に考えられているということでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 日程等についてはいかがですか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 穂坂町公民館長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○町公民館長（穂坂） 日程ということでございますが、８月１４日の月曜日を計画させ

ていただくということで考えられているようでございます。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 光本委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（光本） 分かりました。

実は、８月の前日の１３日に町内の自治会のほうで複数祭りを予定されておりますの

で、ちょっとそのあたりの配慮も含めて、今後検討されたらと思います。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ２３１ページ、学校支援事業、先ほどちょっと説明が聞き取れなかった

んですけれども、ＧＩＧＡスクールサポーターの業務委託料とＩＣＴ支援員の派遣事業

委託料がこのたび計上されてないんですが、それについての詳細な説明をお願いいたし

ます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 立花教育部次長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○教育部次長（立花） ＧＩＧＡサポーターについてなんですけれども、これにつきまし

てはコロナ関係補助金２年のくくりということで、本年度が最後の年度でございました。

基本的なことにつきましては研修済みということで、サポート済みということでござい

まして、今後はよりよい活用に向けて研修会を開くなどということで対応をしていこう

かと考えております。また、今回入りました校務支援システム等々のサポートにつきま
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しては、研修でありますとか、電話のサポート、そういった形で対応をしていこうと考

えております。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 沖田委員。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○委員（沖田） ありがとうございます。

続きまして２３５ページの小学校施設維持管理事業、土地借上料２,３１８万４,００

０円。同じく２４３ページの中学校の施設維持管理事業、土地借上料２,０７１万円。

それから２７１ページのこれ体育施設ですが、土地借上料１,７８４万３,０００円。こ

れ合計したら６,１７３万７,０００円になるんですけれども、これは性質上、本来教育

費ではないと考えられますし、以前、教育委員の方からも、この土地の借上料というも

のは教育費ではないといったようなお声も伺っております。これだけの６,０００万も

の予算があったら、もっと本来の教育としての予算を計上できるのではないのかなと思

いますし、土地の借上料については総務のほうで計上していただければ、もっと教育費

のほうに予算が計上できるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 西村総務部長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務部長（西村） これまでというのもございますけども、各施設ごとということで、

事業費ごとに組ませていただいているのが現状でございます。ちょっとそういったとこ

ろの事情を勘案しまして、検討させていただけたらというふうに思います。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） よろしいですか。

ほかにございませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） ないようでしたら、以上で当分科会での審査は全て終了と

いたします。

それでは、審査報告につきまして、進行役において報告書を作成したいと思います。
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報告書作成のため、暫時休憩いたします。

（休憩 １５時４５分）

（再開 １５時４７分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教分科会進行役（片川） 休憩前に引き続き、分科会を再開いたします。

分科会報告書を作成いたしましたので、朗読いたします。

案

予算特別委員長 山野千佳子様

文教分科会進行役 片川 学

令和５年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月９日

に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号、令和５年度熊野町一般会計予算のうち教育費について。

それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会に報告することで御異議ござい

ませんでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

○文教分科会進行役（片川） それでは、ただいまの分科会報告書を予算特別委員会で報

告することを決定いたしました。

以上をもちまして、文教分科会を終了いたします。

御協力ありがとうございました。

（散会 １５時４８分）
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令和５年 予算特別委員会

（会議録 第２号）

１．招集年月日 令和５年３月８日（水）

２．招集の場所 熊野町議会議場

３．開会年月日 令和５年３月９日（木）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

４．出席委員（１６名）

１番 水 原 耕 一 ２番 福垣内 邦 治

３番 光 本 一 也 ４番 中 島 数 宜

５番 尺 田 耕 平 ６番 竹 爪 憲 吾

７番 諏訪本 光 ８番 沖 田 ゆかり

９番 片 川 学 １０番 時 光 良 造

１１番 民 法 正 則 １２番 荒 瀧 穂 積

１３番 山 吹 富 邦 １４番 山 野 千佳子

１５番 中 原 裕 侑 １６番 大瀬戸 宏 樹

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

５．欠席委員（０名）

な し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

６．説明のために出席した者の職氏名

町 長 三 村 裕 史

副 町 長 岩 田 秀 次

教 育 長 平 岡 弘 資

総 務 部 長 西 村 隆 雄

住 民 生 活 部 長 貞 永 治 夫

健 康 福 祉 部 長 時 光 良 弘

建 設 農 林 部 長 堂 森 憲 治

教 育 部 長 隼 田 雅 治

総 務 部 次 長 西 岡 隆 司
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住民生活部次長 西 川 伸一郎

健康福祉部次長 西 村 ゆ り

建設農林部次長 安 宅 俊 道

建設農林部公営企業担当次長 寺垣内 栄 作

教 育 部 次 長 立 花 太 郎

財 務 課 長 多久見 良 数

産 業 観 光 課 長 近 藤 光 宏

収 納 管 理 課 長 福 嶋 春 樹

防 災 安 全 課 長 花 岡 秀 城

生 活 環 境 課 長 熊 野 孝 則

高齢者支援課長 井 原 志保里

子育て支援課長 佛 圓 至 裕

健 康 推 進 課 長 桐 木 和 義

農 林 緑 地 課 長 堀 野 准

都 市 整 備 課 長 宗 像 雅 充

会 計 課 長 福垣内 哲 治

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

７．職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 榎 並 正 和

議会事務局書記 尾 濵 宏 教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

８．会議に付した事件

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算について

議案第２１号 令和５年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について

議案第２２号 令和５年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２３号 令和５年度熊野町介護保険特別会計予算について

議案第２４号 令和５年度熊野町下水道事業会計予算について

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

９．議事の内容

（開会 １５時５６分）
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○予算特別委員長（山野） それでは、そろわれましたので、ただいまから予算委員会を

開会いたします。

ただいまの出席委員は１６名です。定足数に達していますので、ただいまから予算特

別委員会を再開します。

まず、各分科会での審査について、各分科会進行役から報告を受けたいと思います。

３つの分科会におきまして、それぞれ慎重に審査していただきました。各分科会の報

告をお手元に配付しておりますので、御確認ください。

それでは総務厚生分科会の報告をお願いします。

総務厚生委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○総務厚生委員長（竹爪） 令和５年３月９日

予算特別委員長 山野千佳子様

総務厚生分科会進行役 竹爪憲吾

令和５年熊野町議会予算特別委員会総務厚生分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月８日、

９日に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算のうち、議会費、総務費、民生費、衛

生費、商工費、消防費、公債費、諸支出金、予備費及び教育費の一部について。

議案第２１号 令和５年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第２２号 令和５年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２３号 令和５年度熊野町介護保険特別会計予算について。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、産業建設分科会の報告をお願いします。

産業建設委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○産業建設委員長（尺田） 報告いたします。

令和５年３月９日
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予算特別委員長 山野千佳子様

産業建設分科会進行役 尺田耕平

令和５年熊野町議会予算特別委員会産業建設分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月９日

に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算のうち、農林水産業費、土木費、災害

復旧費について。

議案第２４号 令和５年度熊野町下水道事業会計予算について。

以上でございます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

続いて、文教分科会の報告をお願いします。

文教委員長。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○文教委員長（片川） 報告いたします。

令和５年３月９日

予算特別委員長 山野千佳子様

文教分科会進行役 片川学

令和５年熊野町議会予算特別委員会文教分科会審査状況報告書

本分科会は、令和５年予算特別委員会において付託された次の件について、３月９日

に分科会を開催し、慎重に審査した状況を報告する。

１、審査議案

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算のうち、教育費について。

以上です。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） ありがとうございました。

以上で３分科会からの報告を終わります。

これより議案第２０号、令和５年度熊野町一般会計予算から、議案第２４号、令和５

年度熊野町下水道事業会計予算までを一括して総括質疑を行いたいと思いますが、異議
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ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号から議案第２４号までを一括して総括質疑を行うことに決定し

ました。

何か質疑はありませんか。

（「質疑なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） それでは、質疑がないようですので、総括質疑を終了します。

これより討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） これをもって討論を終結します。

これより議案第２０号、令和５年度熊野町一般会計予算から、議案第２４号、令和５

年度熊野町下水道事業会計予算までを一括して採決します。

本案については原案のとおり可決すべきものと決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、議案第２０号から議案第２４号までについて、原案のとおり可決すべきもの

と決定されました。

これより、議案第２０号から議案第２４号までを原案のとおり可決することとする委

員長報告書を作成したいと思います。暫時休憩します。

（休憩 １６時０４分）

（再開 １６時０５分）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

○予算特別委員長（山野） 休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。

報告書を作成しましたので、朗読します。

（案）

令和５年３月９日

熊野町議会議長 大瀬戸宏樹様

予算特別委員長 山野千佳子

令和５年熊野町議会予算特別委員会審査報告書
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本委員会は、令和５年第１回熊野町議会定例会において付託された次の件について、

それぞれ慎重に審査した結果、いずれも原案のとおり可決されるべきと決定したので、

会議規則第７７条の規定により報告します。

議案第２０号 令和５年度熊野町一般会計予算について。

議案第２１号 令和５年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算について。

議案第２２号 令和５年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について。

議案第２３号 令和５年度熊野町介護保険特別会計予算について。

議案第２４号 令和５年度熊野町下水道事業会計予算について。

ただいまの委員長報告書について、採決します。

お諮りします。ただいまの委員長報告書を、本会議に報告することに御異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

○予算特別委員長（山野） 異議なしと認めます。

よって、ただいまの委員長報告書を本会議に報告することに決定しました。

皆さん、御協力ありがとうございました。

（閉会 １６時０７分）
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上記の記録の内容が正確であることを証するため署名する。

熊野町議会予算特別委員長

熊野町議会予算特別副委員長


